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町報かわにし
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平成２９年１１月１５日

　今
年
は
例
年
よ
り
早
く
開
園
し
た
川
西
ダ
リ
ヤ

園
も
、
過
去
最
高
の
入
園
者
数
を
記
録
し
て
無
事

に
閉
園
し
ま
し
た
。
ご
来
園
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、
そ
し
て
、
お
客
さ
ん
に
素
敵
な
ダ
リ
ア
を
見

て
も
ら
う
た
め
に
日
々
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

い
た
従
業
員
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
季
節
は
冬
に
な
り
、
間
も
な
く
雪
が

降
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
困
ら
な
い
よ
う
に
、
冬

の
備
え
に
な
れ
ば
と
、
今
月
号
で
冬
の
備
え
に
関

す
る
情
報
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　大

　
　編

　後
　集

　記
　秋といえば紅葉。今年は例年に比べて秋晴れの日
が少なかったように感じますが、秋の川西町には
シャッターチャンスがごろごろ。素敵な紅葉の写真
が撮れました。

　私たち吉島小学校児童会は、今年「笑顔いっぱいの学校」になるように、あいさつ運動をしています。また、
昨年度から、学校の中だけでなく地域の方とも一緒に、あいさつや温かい言葉を交わす運動もしています。それ
が「キラリかけ愛運動」です。
　私たちの吉島地区は、朝、見守り隊のみなさんが交差点に立ってくださったり、一緒に並んで学校まで送って
くださったりしています。私たちが毎日「おはようございます」とあいさつをすると、みなさんも「おはよう」
と返してくださいます。すると、「今日もがんばろう」というさわやかな気持ちになれます。
　私たちのあいさつが、笑顔いっぱいの学校をつくるだけでなく、笑顔いっぱいの吉島地区につながっていった
らうれしいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６年　鈴木　結空さん）

吉島小学校　児童会運営委員
左から　遠藤京

きょう
くん　　安達理

よしと
人くん　　鈴木結

ゆ あ
空さん　　矢野碧

あおと
音くん　　須藤芽

め い
生さん　　梅津崚

りょうま
守くん

　　　　髙橋希
き ら
楽さん　　市川紗

さ え
江さん

未来に向かって　～第２０回～
「キラリかけ愛運動」で笑顔いっぱいの吉島地区に！
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◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

四季の移ろい。深まる紅葉
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１１月の町税等
川西町の人口

15,566 人　（－ 39）
男　　　7,627 人（－ 13）
女　　　7,939 人（－ 26）
世帯数　5,108 世帯 ( － 12)

※10月末日現在の住民基本台帳人口

●町・県民税（４期）
●国民健康保険税（５期）
●介護保険税（５期）
●後期高齢者医療保険税（５期）
●水道・下水道料金（10 月使用分）
口座振替日　１１月２８日㊋
納付期限　　１１月３０日㊍

わ
が
家
の
お
ぼ
ご

◆町公式フェイスブック◆
町の出来事など、新鮮な情報をあなたのお手元に。
まずは「いいね」を！

【お詫びと訂正】
町報かわにし１０月号の「よう
こそ赤ちゃん」の保護者の氏名
を誤って掲載していました。お
詫びして訂正します。

誤）小形和美さん
正）小形知美さん

…１０月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

佐藤　正晃 ８０ 大　塚
森　きよ子 ８０ 上小松
安部　公世 ８８ 西大塚
若林　トキヱ ８９ 吉　田
佐藤　幸子 ９１ 中小松
山口タケヨ ９２ 上小松
髙橋　勇一 ７０ 上小松
竹田　庄二 ８９ 上小松

寒河江けい子 ８７ 堀　金
加藤　かう ９５ 上小松
鈴木とよ子 ８８ 時　田
遠藤　貞子 ８６ 時　田
鈴木　ヒテ ９１ 黒　川
市川　　亮 ７８ 洲　島
伊藤　則雄 ７３ 莅

新郎　　　　　　　新婦 大字

渡邉　武史 ♥ 木村　　彩 下小松

氏名 性別 保護者 大字

横山実
み お り

生莉 女 喜史 ・ 千洋 上小松

那須　尊
とうせい

清 男 俊信 ・ 美香 西大塚

佐竹　愛
あ い ら

羅 女 伸和 ・久美子上小松

松岡　泰
ひろたか

陽 男 健 ・希衣子西大塚

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ４名

ご結婚おめでとう　１組

ご冥福を祈ります
毎
月
掲
載
募
集
中
！

「わが家のおぼご」小学校入学前のお子さん大募集（毎月先着 3組まで）
　ご希望される方は、「保護者氏名」「連絡先」「お子さんの名前（ふり
仮名付）・年齢」「メッセージ（２0 字前後）」を記入し、写真をメール
で送付ください。▶１２月号募集期間：11 月 15 日㈬～ 30 日㈭
▶ 応募先：町まちづくり課　情報統計グループ　☎４２－６６６８
　 メール koho@town.kawanishi.yamagata.jp

小
林
　朔さ

く
く
ん
（
４
歳
：
右
）

大
根
の
種
ま
き
！
早
く
お
っ
き
く
な
あ
れ

　
　
　
　
　
　（小
林
一
城
：
上
小
松
）

○町内在住で小学校入学前のお子さんに拡大！
○小学校入学前の子のお兄ちゃん、お姉ちゃんも
一緒に掲載できます！

平
間
　光あ

か
り莉
ち
ゃ
ん
（
５
か
月
）

平
間
家
の
ア
イ
ド
ル
光
莉
で
す

　
　
　
　
　（平
間
和
也
　唯
：
上
小
松
）

○町内在住で小学校入学前のお子さんに拡大！

【
お
め
で
と
う 

そ
し
て 

あ
り
が
と
う
】
は
、
10
月
に
掲
載
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　氏名
は
、
申
込
書
の
と
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
戸
籍
や
住
民
基
本
台
帳
の
表
記
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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役場新庁舎の建設に向けて
～多数のご意見ありがとうございます～

　町
で
は
こ
の
た
び
、
役
場
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
町
民
の
み
な
さ
ん

に
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
地
区
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
そ
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
短
い
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
協
力
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
現
在
策

定
中
の
「
川
西
町
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　９
月
22
日
㈮
～
10
月
13
日
㈮
の

間
、
自
治
会
長
の
み
な
さ
ん
に
配

布
を
ご
協
力
い
た
だ
き
、
川
西

町
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
（
案
）

に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

１
８
７
０
件
の
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
役
場
の

建
て
替
え
に
対
し
て
は
83
・
７
％

の
人
が
「
必
要
」、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
必
要
」
の
回
答
で
し
た
。

一
方
で
「
不
要
」、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
要
」は
７・６
％
で
し
た
。

　ま
た
、
建
設
地
に
対
し
て
は
、

70
・
４
％
の
人
が
「
適
当
」、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
適
当
」
と
の
回

答
で
し
た
。
一
方「
不
適
当
」、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
不
適
当
」
は
、

13
・
９
％
で
し
た
。

　新
庁
舎
に
必
要
な
機
能
は
「
災

害
対
応
・
防
災
機
器
」
や
「
十
分

な
駐
車
場
」、「
手
続
き
の
短
縮
化
」

目　　的 新庁舎整備への町民の意向やニーズ等を把握し、基本
計画に反映するため

回答方法 基本計画（案）の概要をご覧いただき、アンケート用
紙に回答

配布・回収
方法

自治会長の協力を得て、各世帯に配布。郵送または持
参により回収

配布数等 配布数：４，６４４部
回答数：１，８７０部（回答率：４０．３％）

▲新庁舎整備基本計画（案）に係るアンケートの概要

60 歳代
36.8％

無回答
0.5％

29歳以下
1.6％ 30歳代

4.5％
40歳代
7.1％

50歳代
19.6％

70歳以上
29.9％

Ｑ
１
　あ
な
た
の
お
住
ま
い
は

Ｑ
２

　あ
な
た
の
性
別
は

Ｑ
３

　あ
な
た
の
年
齢
は

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

男性
65.9％

女性
33.2％

無回答
0.9％

小松
34.8％

大塚
13.7％犬川

9.8％

中郡
16.7%

玉庭
6.7％

東沢
3.5％ 吉島

14.1%

無回答
0.7%

な
ど
の
ご
意
見
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ほぼ毎日

週に１回程度

月に１回程度

年に 1回程度

行ったことがない

その他

無回答

3.7％

31.4％1.6％

42.4％

18.6％

1.7％0.6％
Ｑ
４
　あ
な
た
の
職
業
は

Ｑ
５

　来
庁
の
頻
度
は

学生
0.1％

農林業
16.6％

自営業
8.9％

公務員・団体職員
6.0%

会社員
23.0％

無職
29.4％

パート・アルバイト
7.8％

専業主婦・主夫
4.6％

その他
2.4％

無回答
1.2％
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✿ 材料＜４人分＞
○パンダ豆（水煮）　　　　
○かぼちゃ　　　　　　　　　○プレーンヨーグルト
○にんじん　　　　　　　　
○プロセスチーズ　　　　　　○こしょう
○マヨネーズ

パンダ豆と
　かぼちゃのサラダ

みんなで
食 育

　　４０ｇ
　１／４個
　　４０ｇ
　　３０ｇ
大さじ1と1/2

場の野菜の少ない季節には大切な栄養源です。
いろんな料理に摂り入れてみましょう。

○
11
月
の
定
休
日
：
11
月
22
日
㈬

○
12
月
か
ら
営
業
時
間
が
「
午
前
10
時
～

　午
後
6
時
」
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

※
レ
ス
ト
ラ
ン
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　午
後
５
時

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

川西のおいしい「豆」

たくさん実りました

手
作
業
で
栽
培
。
煮
豆
が
一
番

　自
家
用
で
栽
培
し
て
い
た
豆
を
、
縁
が

あ
っ
て
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
、特
に「
お

か
め
さ
さ
ぎ
」
が
人
気
が
あ
り
ま
す
。
植

え
る
前
の
準
備
か
ら
、
収
穫
、
選
別
、
袋

詰
め
を
手
作
業
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　お
好
み
の
味
付
け
で
、
煮
て
食
べ
て
も

ら
う
の
が
一
番
の
オ
ス
ス
メ
で
す
ね
。 島貫　武

たけし
志さん

（時　田）

　今
月
の
旬
の
食
材
は
「
お
か
め
さ
さ
ぎ

（
白
）」「
パ
ン
ダ
豆（
白
黒
）」「
と
ら
豆（
ま

だ
ら
模
様
）」
で
す
。

　川
西
町
と
い
え
ば
「
豆
」
の
町
。
ゆ
う

に
30
を
超
え
る
豆
の
種
類
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
「
パ
ン
ダ
豆
」

は
そ
の
名
の
通
り
、
パ
ン
ダ
の
様
な
白
と

黒
の
柄
が
特
徴
の
豆
で
す
。

　ま
た
、「
と
ら
豆
」
は
大
粒
で
食
べ
ご

た
え
が
あ
り
、
甘
煮
に
最
適
な
豆
で
す
。

ど
ち
ら
も
イ
ン
ゲ
ン
豆
の
仲
間
で
、
お
い

し
い
だ
け
で
な
く
、
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ

ン
B
２
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
お
り
、
栄

養
も
抜
群
で
す
。「
お
か
め
さ
さ
ぎ
」
は

白
く
て
平
た
い
形
で
す
。
郷
土
料
理
で
あ

る
「
つ
ぶ
つ
ぶ
煮
」
に
欠
か
せ
な
い
食
材

な
の
で
親
し
み
が
あ
る
も
の
の
、
日
本
で

は
生
産
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
た
と
て
も
珍
し
い
豆
で
す
。
最
近
、

よ
う
や
く
地
域
独
自
の
食
材
と
し
て
見
直

さ
れ
、
山
形
お
き
た
ま
伝
統
野
菜
19
品
目

の
中
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
豆
の
あ
る
ま
ち
」
の
豆
！

見
て
楽
し
い
、
食
べ
て
お
い
し
い

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０

小さじ２
少々

豆は、たんぱく質や食物繊
維・カリウムが豊富で、冬

☆水煮豆の作り方　　
小分けにして冷凍保存すれば、いろんな料理に
使いやすい！
✿ 材料〈出来上がり約２００ｇ〉
　水：適量　　乾燥豆：８０ｇ
✿ 作り方　　　　
①厚手の鍋に、さっと水洗いした豆を入れ、豆
　が十分にかくれるくらいの水を入れる。６時
　間～ひと晩つけて豆をもどす。
②鍋を強火にかける。煮立ったら弱火にし、鍋
　のフタを少しずらして、やわらかくなるまで
　煮る。途中、アクが出たら取り、適宜さし水
　を加える。
☆もどすところから煮えるまで、豆が水面から
　でないように水を調整するのがポイント

✿ 作り方
①　かぼちゃは皮を取り、２ｃｍ程度の角切りにする。
　にんじんは１ｃｍ程度の角切りにする。
②　チーズは５ｍｍ程度の角切りにする。
③　かぼちゃとにんじんはそれぞれやわらかくなるまで
　茹でる。
④　マヨネーズとヨーグルトを合わせておく。
⑤　粗熱を取った③にパンダ豆とチーズを混ぜ、④で和
　える。お好みでこしょうをふる。
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適当
47.5％

どちらかといえば
適当
22.9%

どちらともいえない
13.2%

どちらかといえば
不適当
5.2%

不適当
8.7%

無回答
2.5%

必要
61.4％

どちらかといえば
必要
22.3%

どちらともいえない
7.3%

どちらかといえば
不要
3.2%

不要
4.4%

無回答
1.4%

Ｑ８　平成 32年度までの役場庁舎建て替えを
　　　　　　　　　　　　　どう思いますか？

Ｑ９　新庁舎の建設地をどう思いますか？

Ｑ
10
　新
庁
舎
の
具
体
的
な
機
能
や
設
備
に
つ
い
て
何
が
必
要
だ
と
思
わ

　
　
　れ
ま
す
か
？

　（３
つ
回
答
）

デマンドタクシー 1.1％

無回答 1.3％

徒歩
3.3％

自家用車
87.0％

自転車 4.8％
鉄道 0.1％

その他 0.7％バス0.1％
バイク0.5％

タクシー 1.1％ Ｑ
６

　役
場
へ
の
交
通
手
段
は

項　目 件数（件）
戸籍・住民 １２５９
健康・医療 ５４８
介護・福祉 ４５３
税 ４２３
農林業 ２７４
年金 １７５
地域活動 １５７
その他（会議・仕事など） ５５２

Ｑ
７
　役
場
に
来
る
理
由
は

　（複
数
回
答
）

　87
％
の
人
が
「
自
家
用
車
」
で

来
庁
し
て
い
ま
す
。

　一
番
が
「
災
害
対
応
・
防
災
機
器
」
で
そ
の
後
に
「
十
分
な
駐
車
場
」

が
続
い
て
い
ま
す
。「
手
続
き
の
短
縮
化
」
も
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　「戸
籍・住
民
」や「
健
康・医
療
」

「
介
護
・
福
祉
」
な
ど
が
多
い
状

況
で
す
。
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そ
の
他

喫
煙
者
へ
の
対
応

Ａ
Ｔ
Ｍ

雪
対
策

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

十
分
な
駐
車
場

視
覚
障
が
い
者
用
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

多
機
能
ト
イ
レ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

段
差
の
解
消

授
乳
室
・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

個
別
の
相
談
ス
ペ
ー
ス

子
ど
も
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス

待
合
ス
ペ
ー
ス

展
示
ス
ペ
ー
ス

交
流
ス
ペ
ー
ス

案
内
表
示

総
合
案
内
窓
口

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

情
報
発
信
の
充
実

手
続
き
の
短
縮
化

事
務
所
分
散
の
解
消

災
害
対
応
・
防
災
機
器

　８３．７％の人が「必要」、「どちらかといえば必要」
の回答でした。
　一方で「不要」、「どちらかといえば不要」は７．６％
でした。

　７０．４％の人が「適当」、「どちらかといえば適当」
の回答でした。
　一方で「不適当」、「どちらかといえば不適当」は
１３．９％でした。



里
山
観
察
と
秋
の
味
覚
を
と
お
し
て
交
流

～
や
ま
が
た
緑
環
境
税
事
業 

き
の
こ
鑑
定
会
・
里
山
観
察
会
を
開
催
～

▲さまざまな種類のきのこの説明を受ける参加者

１０/５
１０/１４

　10
月
５
日
㈭
、
下
小
松
古
墳
群
で
き
の
こ

鑑
定
会
を
開
催
し
、
約
30
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
里
山
を
散
策
し
な
が
ら
採
取
し
て
き
た

25
種
類
の
き
の
こ
を
鑑
定
し
食
用
・
毒
の
見

分
け
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　ま
た
、10
月
14
日
㈯
に
は
「
里
山
観
察
会
」

を
開
催
し
、
約
20
名
の
参
加
者
が
古
墳
群
周

辺
を
散
策
し
、
秋
に
生
息
す
る
生
物
や
植
物

を
見
つ
け
、
共
生
共
存
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
観
察
後
に
は
参

加
者
同
士
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
山
形
県
の

秋
の
風
物
詩
で
あ
る
「
芋
煮
」
を
食
べ
な
が

ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

～
お
誕
生
祝
品
の
贈
呈
～

▲ひとりひとりに手渡しで

１ 0/20

　10
月
20
日
㈮
、
今
年
度
川
西
町
で
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
と
、
お
父
さ

ん・お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
、

山
形
県
の
よ
う
こ
そ
赤
ち
ゃ
ん
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
・
ギ
フ
ト
事
業
を
活
用
し
、
12
組
の
保

護
者
の
方
へ
町
長
か
ら
手
渡
し
で
祝
品
な
ど

を
贈
呈
し
、
お
誕
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　お
祝
品
は
、
川
西
町
産
の
木
材
を
活
用
し

た
積
木
の
お
も
ち
ゃ
と
し
ま
し
た
。
対
象
の

お
子
さ
ん
に
は
今
後
順
次
お
渡
し
し
て
い
く

予
定
で
す
。
お
子
さ
ん
に
は
、
木
の
温
も
り

を
感
じ
な
が
ら
、
元
気
で
心
身
と
も
に
す
こ

や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　11
月
5
日
㈰
、
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

に
て
「
音
楽
と
絵
と
言
葉
と
で
感
じ
よ
う
　

住
み
よ
い
未
来
の
た
め
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
　Ｃ
Ｈ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
も
の

で
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
交
流
館
の
壁

画
を
描
い
た
出
射
茂
さ
ん
に
加
え
、
木
嶋
雅

一
博
士
（
農
学
博
士
）、
堤
江
実
さ
ん
（
元

文
化
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、
小
久
保
隆
さ

ん
（
環
境
音
楽
家
）
た
ち
が
行
う
絵
本
の
朗

読
や
音
楽
、
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
と

お
し
て
地
球
の
環
境
を
学
び
ま
し
た
。

▲音楽に合わせた出射先生のアートパフォーマンス

1１/５

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
、
地
球
環
境
を
考
え
る

～
住
み
よ
い
未
来
の
た
め
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
～

思
い
思
い
の
仮
装
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
む

～
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら
「
み
ん
な
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
～

▲可愛い衣装を身にまとい、記念撮影

１ 0/31

　10
月
31
日
㈫
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ

あ
ら
に
て
「
み
ん
な
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
を
行

い
、
約
20
組
の
親
子
連
れ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

仮
装
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
お
面
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い
う
こ
と
で
、

ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
お
姫
様
の
格
好

を
し
て
集
ま
り
ま
し
た
。
歌
を
歌
っ
た
後
、

テ
ー
ブ
ル
を
み
ん
な
で
囲
み
か
ぼ
ち
ゃ
の
お

面
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
作
っ
た
お

面
を
か
ぶ
っ
た
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
た
ち
で

そ
れ
ぞ
れ
が
記
念
撮
影
を
し
、
会
場
は
温
か

い
笑
顔
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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Ｑ
11
　現
庁
舎
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　（自
由
記
入
）

　公
民
館
や
交
流
施
設
に
関
す
る
ご
意
見
が
最
も
多
く
、
次
い
で
公
園
や

広
場
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
関
す
る
ご
意
見
が
多
い
状
況
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
施
設
、
子
育
て
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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公
民
館
・
交
流
施
設

商
業
施
設

子
育
て
施
設

医
療
・
介
護
・
福
祉
施
設

歴
史
・
文
化
施
設

防
災
施
設
・
避
難
所

運
動
施
設

役
場
出
張
所

宅
地
・
集
合
住
宅

宿
泊
施
設

駐
車
場

公
園
・
広
場
・
イ
ベ
ン
ト
会
場

更
地

土
地
を
売
却

そ
の
他

跡
地
利
用
に
対
す
る

　
　
　意
見
・
要
望
（
抜
粋
）

○
町
民
が
集
ま
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

　テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
も

　の
が
欲
し
い
。

○
町
が
活
性
化
す
る
よ
う
な
大
規

　模
商
業
施
設
が
あ
る
と
よ
い
。

○
産
直
市
な
ど
食
品
を
買
え
る
場

　所
が
欲
し
い
。

○
子
ど
も
た
ち
が
屋
内
で
遊
べ
る

　ス
ペ
ー
ス
を
作
る
と
よ
い
。

○
充
実
し
た
子
育
て
支
援
セ
ン

　

　タ
ー
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

○
町
民
が
集
え
る
場
所
、
１
人
暮

　ら
し
の
方
が
安
く
入
れ
る
老
人

　ホ
ー
ム
が
あ
る
と
よ
い
。

○
老
朽
化
し
た
川
西
診
療
所
を
移

　転
し
て
ほ
し
い
。

○
災
害
防
災
の
時
の
避
難
場
所
に

　し
て
ほ
し
い
。

○
美
女
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
よ
う

　な
宅
地
造
成
を
行
い
、
分
譲
売

　買
で
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

○
駐
車
場
に
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
等

　に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

　ほ
し
い
。

○
お
祭
り
広
場
な
ど
と
し
て
跡
地

　を
利
用
し
た
ら
い
い
と
思
う
。

○
売
却
し
多
少
な
り
と
も
財
源
に

　充
て
て
ほ
し
い
。

日　時 会　場 参加者
　9月２８日㈭ 吉島地区交流センター 　 ２ ０ 人
１０月　２日㈪ 犬川地区交流センター 　 １ ３ 人
１０月　３日㈫ 玉庭地区交流センター 　 ２ １ 人
１０月　５日㈭ 大塚地区交流センター 　　 ６ 人
１０月　６日㈮ 中郡地区交流センター 　 １ ２ 人
１０月　９日㈪㈷ 町中央公民館 　 ４ ４ 人
１０月１０日㈫ 東沢活性化センター 　 １ ０ 人
合計 １ ２ ６ 人
▲各地区説明会の開催状況（全日午後７時～）

地
区
説
明
会
で
意
見
交
換
　

　９
月
28
日
㈭
～
10
月
10
日
㈫
の

期
間
、町
内
７
地
区
で
計
画
（
案
）

に
係
る
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
日
の
夜
間
中
心
の
開
催
に
も
関

わ
ら
ず
、
７
地
区
合
計
で
１
２
６

名
の
み
な
さ
ん
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　各
地
区
説
明
会
で
の
主
な
ご
意

見
を
一
部
、
下
記
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
多
く
の
方
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

Ｑ
　非
常
時
の
電
源
の
確
保
や
雪

に
負
け
な
い
庁
舎
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　電
源
確
保
や
雪
対
策
は
必
ず

必
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　食
堂
の
設
置
な
ど
、
役
場
に

行
く
楽
し
み
が
で
き
る
よ
う
な
庁

舎
に
な
る
と
よ
い
。	

Ａ
　今
後
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
　小
松
地
区
内
に
整
備
す
る
前

提
の
も
と
検
討
し
て
き
た
の
か
。	

Ａ
　小
松
地
区
に
限
ら
ず
検
討
を

行
っ
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
地

方
自
治
法
を
根
拠
に
、
小
松
地
区

内
に
絞
っ
た
。

Ｑ
　小
松
地
区
の
商
工
業
の
た
め

に
も
、
３
階
建
を
４
階
建
に
す
る

な
ど
し
て
現
在
地
に
整
備
し
て
ほ

し
い
。	

Ａ
　現
庁
舎
地
で
の
整
備
も
検
討

し
て
き
た
が
、
金
額
面
の
他
、
家

屋
の
移
転
等
に
時
間
を
必
要
と
す

る
こ
と
や
、
中
央
公
民
館
の
解
体
、

電
源
装
置
の
移
設
、
会
議
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
等
の
課
題
が
あ
り
、
役

場
業
務
を
継
続
し
て
建
設
す
る
に

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
て
い

地
区
説
明
会
で
の
主
な

　意
見
・
質
問
と
回
答
内
容

①置賜農業高校演劇部　②幼稚園から中学生までの絵画展
③劇団菜の花座のコント　④コスモス会のコーラスで開幕

　11
月
3
日
㈮
㈷
、
今
年
度
の
川
西
ダ
リ
ヤ

園
入
園
者
数
が
6
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

6
万
人
を
突
破
し
た
の
は
平
成
27
年
の
6
万

２
５
９
１
人
以
来
2
度
目
。
今
年
度
は
６
万

２
９
１
５
人
と
、
過
去
最
高
の
入
園
者
数
と

な
り
ま
し
た
。

　記
念
す
べ
き
6
万
人
目
の
お
客
様
と
な
っ

た
の
は
、
と
も
に
初
め
て
の
来
園
と
な
る
佐

藤
光
司
さ
ん
・
和
子
さ
ん
夫
婦
（
宮
城
県
仙

台
市
）
と
、
青
木
淑
恵
さ
ん
・
翔
く
ん
親
子

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）。
2
組
に
は
、
ダ
リ
ア

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の
入

園
券
、
ダ
リ
ア
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
浴
浴
セ

ン
タ
ー
ま
ど
か
の
食
事
券
と
入
浴
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

来
園
者
６
万
人
突
破
！

多
く
の
ご
来
園
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1１/３
・５

▲「チアダンス」の命名者が仙台市から来園！

町
の
芸
術
文
化
の
祭
典
盛
大
に
開
催

～
平
成
29
年
度
川
西
町
芸
術
文
化
祭
～

1１/２
～３

▲2組に記念品をお渡ししました

①

②

③

④

　今
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
幕
に
合
わ
せ

て
入
園
期
間
が
例
年
以
上
に
長
か
っ
た
こ
と

や
、
ダ
リ
ア
の
認
知
度
が
広
ま
っ
て
き
た
こ

も
あ
り
、
平
日
に
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
来

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　5
日
㈰
に
は
、
今
年
の
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の

最
終
日
と
な
る「
ダ
リ
ア
切
り
花
感
謝
デ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
雨
が
降
っ
た
り
や
ん

だ
り
と
、
な
か
な
か
落
ち
つ
か
な
い
天
候
で

し
た
が
、
多
く
の
お
客
様
が
、
自
分
の
気
に

入
っ
た
花
を
持
ち
帰
ろ
う
と
、
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
ま
し
た
。

　今
年
1
年
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
さ

ま
に
ご
来
園
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　そ
の
他
、
川
西
町
新
庁
舎
整
備
計
画
（
案
）
全
体
に
つ
い
て
ご
意

　
　
　見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　（自
由
記
入
）

　庁
舎
建
設
や
建
設
地
に
係
る
ご
意
見
が
特
に
多
い
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

事
業
費
や
財
政
負
担
、
道
路
・
交
通
ア
ク
セ
ス
、
利
便
性
、
計
画
策
定
に

係
る
進
め
方
と
続
き
、
町
政
全
般
へ
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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庁
舎
建
設
に
つ
い
て

規
模
に
つ
い
て

駐
車
場
に
つ
い
て

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

防
災
機
能
に
つ
い
て

利
便
性
に
つ
い
て

執
務
環
境
に
つ
い
て

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

役
場
集
約
化
に
つ
い
て

機
能
性
・
デ
ザ
イ
ン
性
に
つ
い
て

複
合
化
に
つ
い
て

道
路
・
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

建
設
地
に
つ
い
て

事
業
費
、
財
政
負
担
に
つ
い
て

跡
地
利
用
に
つ
い
て

計
画
策
定
に
係
る
進
め
方
に
つ
い
て

そ
の
他
（
町
政
全
般
等
）

計
画
（
案
）
全
体
に
対
す
る

　
　
　意
見
、
要
望
（
抜
粋
）

○
建
て
替
え
る
の
に
は
良
い
機
会

　だ
と
思
う
。
利
用
し
や
す
い
役

　場
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

　待
す
る
。

○
住
民
減
少
の
折
、
莫
大
な
借
金

　を
後
世
に
残
す
こ
と
は
反
対
で

　あ
る
。

○
新
庁
舎
の
候
補
地
は
、
将
来
性

　の
あ
る
場
所
と
思
う
。

○
駅
西
側
に
人
口
が
多
い
か
ら
、

　な
る
べ
く
今
と
同
じ
位
置
に
建

　設
し
て
ほ
し
い
。

○
人
口
が
少
な
い
町
な
の
で
必
要

　最
小
限
の
規
模
で
の
建
設
を
お

　願
い
し
た
い
。

○
充
分
な
防
災
機
能
を
持
っ
た
庁

　舎
と
な
る
よ
う
推
進
し
て
ほ
し

　い
。

○
雪
が
降
っ
て
も
安
心
し
て
駐
車

　で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

○
健
常
者
も
障
が
い
者
も
利
用
し

　や
す
い
新
庁
舎
を
望
む
。

○
駅
西
側
と
東
側
が
行
き
来
し
や

　す
い
環
境
の
整
備
が
必
要
だ
と

　思
う
。

○
と
に
か
く
町
民
に
負
担
の
か
か

　ら
な
い
方
法
で
進
め
て
ほ
し
い
。

○
案
は
す
ば
ら
し
い
が
、
も
っ
と

　早
く
情
報
を
開
示
す
べ
き
と
思

　う
。

る
。
商
工
業
の
発
展
は
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
跡
地
利
用
の
中
で
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
　新
庁
舎
の
規
模
は
、
大
き
さ

と
し
て
十
分
な
の
か
。	

Ａ
　現
庁
舎
が
約
４
０
６
０
㎡
あ

り
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
の
機
能
を
加
え
る
こ
と
を

想
定
し
、
目
安
と
し
て
４
５
０
０

㎡
と
設
定
し
た
。

Ｑ
　玉
庭
か
ら
候
補
地
に
行
く
際

の
交
通
ア
ク
セ
ス
を
改
善
し
て
ほ

し
い
。

Ａ
　課
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

Ｑ
　国
か
ら
の
支
援
は
、
ど
の
経

費
に
対
す
る
も
の
か
。

Ａ
　庁
舎
本
体
の
他
、
外
構
の
一

部
が
該
当
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　新
庁
舎
整
備
に
係
る
借
金
の

返
済
は
、
い
つ
終
わ
る
の
か
。	

Ａ
　30
年
間
で
の
償
還
を
予
定
し

て
い
る
。

Ｑ
　中
央
公
民
館
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。	

Ａ
　小
松
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
や
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
の
観
点
と
併
せ
て
検

討
し
て
い
く
。

職
員
の
対
応
に
つ
い
て

庁
舎
以
外
の
施
設
に
つ
い
て

　短
い
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア

ン
ケ
ー
ト
及
び
各
地
区
説
明
会
に

お
い
て
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
回

答
や
出
席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重

な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

た
こ
と
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
地
区
説
明
会

の
結
果
か
ら
、
町
の
考
え
方
に
ご

賛
同
い
た
だ
け
る
ご
意
見
を
数
多

く
い
た
だ
い
た
一
方
で
、
不
安
や

心
配
の
声
も
少
な
か
ら
ず
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ご
意

見
も
し
っ
か
り
受
け
止
め
な
が
ら
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守

る
新
庁
舎
の
整
備
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　今
後
は
、
基
本
計
画
を
策
定
し

た
後
に
建
物
の
設
計
段
階
に
進
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
段

階
で
も
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
町
で

共
に
創
り
上
げ
る
新
庁
舎
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
町
未
来
創
造
室
　

☎
42
ー
６
６
０
４

共
に
創
り
上
げ
る
新
庁
舎
に
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　活躍
に
期
待
し
て

　芸
術
文
化
祭
、
ダ
リ
ヤ
園
、
各
地
区
秋
祭
り

が
終
了
し
、
冬
支
度
に
忙
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
お
陰
様
で
ダ
リ
ヤ
園
は
６
万
人
を
２
年

ぶ
り
に
超
え
、
多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
一
日
一
日
陽
が
短
く
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、
交
通
事
故
な
ど
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
運
転
者
の
み
な
さ
ん
、
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
活
用
し
前

方
の
安
全
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　町
は
移
住
定
住
を
推
進
す
る
た
め
、
国
の
制

度
を
活
用
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。
地
方
で
の
生
活
を
希
望
す
る
方

を
支
援
す
る
た
め
、
生
活
費
や
住
居
費
、
自
動

車
な
ど
の
活
動
費
を
３
年
間
支
援
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
各
地
区
で
の
地
域
活
動
、
将
来
の
定
着

を
見
据
え
た
技
術
習
得
や
農
業
研
修
な
ど
で
す
。

現
在
12
名
の
隊
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
県

内
で
最
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
に
縁
の
あ
る

方
も
い
ま
す
が
、
多
く
の
隊
員
は
川
西
町
の
存

在
す
ら
知
ら
ず
に
応
募
し
て
く
れ
ま
し
た
。
都

会
で
の
生
活
に
区
切
り
を
つ
け
、
川
西
で
生
活

す
る
こ
と
を
決
意
す
る
に
は
色
々
な
こ
と
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
35
年
前
東
京
か
ら

山
形
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
生
活
の
中
で

将
来
の
不
安
や
力
不
足
に
悩
ん
だ
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
彼
ら
は
見
ず
知
ら
ず
の
所
で
言
葉

や
お
付
き
合
い
、
雪
対
策
な
ど
私
の
何
倍
も
苦

労
し
て
き
ま
し
た
。

　10
月
末
に
柚
木
大だ

い
す
け祐

さ
ん
、
12
月
末
に
長
岡

義よ
し
か
ず和

さ
ん
長
岡
未み

み実
さ
ん
、
そ
し
て
来
年
３
月

鎌
田
寿ひ

さ
しさ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
３
年
の
任
期
を
満
了

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
は
川
西
町
に
定

着
す
る
こ
と
を
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　柚
木
さ
ん
は
茅か

や
ぶ葺

き
職
人
の
道
を
歩
み
だ
し

ま
し
た
。
職
人
さ
ん
が
減
少
す
る
中
、
貴
重
な

担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
岡
さ

ん
た
ち
は
陶
芸
を
ナ
リ
ワ
イ
と
し
て
東
沢
に
居

を
構
え
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
鎌
田
さ
ん
は

農
業
研
修
生
第
一
期
生
と
し
て
、
朴
沢
や
玉
庭

地
区
の
み
な
さ
ん
に
支
援
い
た
だ
き
農
業
と
農

業
機
械
整
備
の
技
術
を
習
得
し
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
隊
員
の
み
な
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
個

性
豊
か
で
、
川
西
町
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
さ
わ
や
か
な
風
を
温
か
く

受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
み
な
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が
定

住
へ
の
本
番
で
す
。
ぜ
ひ
今
後
と
も
皆
様
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
も
町
の

良
さ
、
人
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
次
の
隊
員
の

募
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
彼
ら
を
め
ん

ご
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　　　　

  

　

第
67
回

　３
年
間
の
任
期
を
終
え
て

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.cat.omn.ne.jp

　10
月
31
日
㈫
を
も
っ
て
任
期
が
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
中
は
、
以

前
の
会
社
勤
め
と
は
比
べ
物
に
な
ら

な
い
く
ら
い
出
会
う
人
が
増
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
た
ち
に
も
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
縁
で

活
動
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
、

充
実
し
た
３
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
お
世
話
に
な
っ
た
み
な

さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　今
後
も
、
川
西
町
に
住
み
な
が
ら
、

今
の
活
動
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
、
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
柚
木

　大祐

▲活動内容①　茅葺き、茅刈り

▼活動②　狩猟

▲活動③
　里山資源の活用
　・炭作り
　・自伐型林業家養
　　成講座出席

決
算
公
表

冬
へ
の
備
え

税
、
選
挙
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
講
座
な
ど

婚
活
、
家
電
回
収

研
修
会
、
文
化
財

里
の
暮
ら
し

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

年
金
の
日

　11
月
３
日
㈮
㈷
、
町
議
場
で
平
成
29
年

度
町
民
表
彰
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　町
で
は
昭
和
50
年
に
「
川
西
町
表
彰
条

例
」
を
制
定
、
ま
た
昭
和
56
年
か
ら
「
川

西
町
長
堀
堰
農
業
振
興
基
金
条
例
」、
平
成

27
年
か
ら
「
川
西
町
商
工
業
経
営
近
代
化

育
成
基
金
条
例
」
に
基
づ
く
表
彰
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
た
次
の

方
々
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

故
髙
橋
照て
る
お夫

さ
ん
（
玉
庭
）

　

平
成
11
年
、
町
議
会
議

員
初
当
選
以
来
、
平
成
29

地
方
自
治
功
労

川
西
町
表
彰
条
例
表
彰

平
成
２9
年
度

川
西
町
民
表
彰

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

川
西
町
長
堀
堰

　
　
　農業
振
興
基
金
条
例
表
彰

川
西
町
商
工
業
振
興
賞

川
西
町
商
工
業
経
営
近
代
化

　
　
　
　
　育成
基
金
条
例
表
彰

▲お一人お一人に賞状と記念品を手渡ししました
（写真：故髙橋照夫さんの妻正子さん）

年
9
月
ま
で
の
５
期
18
年
5
カ
月
の
間
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
平
成
27
年
5
月
か
ら
平
成
29

年
5
月
ま
で
の
2
年
間
、
副
議
長
と
し
て

持
ち
前
の
手
腕
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
議

会
機
能
高
揚
と
議
会
運
営
の
円
滑
化
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
11
年
、
町
農
業
委
員
会
委

員
初
当
選
か
ら
3
期
9
年
の
間
、
農
用
地

の
適
正
管
理
と
利
用
調
整
、
担
い
手
育
成

と
農
家
所
得
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

登
坂
賢け
ん
じ治

さ
ん
（
上
奥
田
）

　平
成
8
年
、
町
農
業
委

員
会
委
員
に
初
当
選
以
来
、

地
方
自
治
功
労

7
期
21
年
の
間
本
町
農
業
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
23
年
か
ら
2
期

6
年
は
会
長
と
し
て
同
会
の
先
頭
に
た
っ

て
、
担
い
手
へ
の
農
用
地
集
積
促
進
や
農

業
経
営
の
法
人
化
、
新
規
就
農
者
の
育
成

支
援
推
進
な
ど
、
本
町
の
農
業
振
興
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
農
事
組
合
法
人
「
夢
里
」
の
代

表
理
事
や
、
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進

機
構
理
事
長
を
担
い
、
町
の
交
流
人
口
拡

大
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
山
晋し
ん
り
ゅ
う

隆
さ
ん
（
上
小
松
）

　

平
成
4
年
か
ら
8
期
24

年
の
間
、
民
生
委
員
・
児

社
会
福
祉
功
労

童
委
員
と
し
て
地
域
住
民
の
相
談
や
問
題

解
決
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成

25
年
か
ら
3
年
間
、
川
西
町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
会
長
及
び
東
置
賜
郡
民
生

委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し

て
、
協
議
会
活
動
の
円
滑
な
推
進
と
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
社
会
福
祉
法
人

川
西
福
祉
会
に
お
い
て
、
評
議
員
、
入
所

調
整
委
員
、
理
事
を
歴
任
し
、
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
崎
久き
ゅ
う
ぞ
う

藏
さ
ん
（
時
田
）

　

本
町
農
業
の
基
幹
で
あ

る
稲
作
を
中
心
に
、
大
豆

種
子
生
産
や
園
芸
作
物
を
組
み
入
れ
た
複

合
経
営
を
模
範
的
か
つ
積
極
的
に
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
に
は
後
継
者
と

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
、
担
い
手
育
成

と
経
営
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
は
中
郡
西
部
地
区
中
山
間
農
地
管

理
組
合
長
と
し
て
耕
作
放
棄
地
解
消
に
取

り
組
み
、
集
落
営
農
組
織
「
生
産
組
合
え

み
し
」
の
役
員
と
し
て
飼
料
用
米
の
農
作

業
受
託
を
行
う
な
ど
、
地
域
農
業
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

髙
橋
義よ
し
ろ
う郎

さ
ん
（
西
大
塚
）

　

大
正
12
年
創
業
の
老
舗

蔵
元
の
当
主
と
し
て
、
伝

統
に
裏
付
け
ら
れ
た
酒
造
り
に
真
摯
に
取

り
組
み
、
技
術
改
良
、
品
質
の
安
定
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
元
酒
米
づ
く
り
を

通
し
た
農
業
の
振
興
を
図
り
、
酒
ど
こ
ろ

川
西
の
名
声
を
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
川
西
町
商
工
会
の
理
事
や
監
事

と
し
て
商
工
会
会
員
の
連
携
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
川
西
町
観
光
協
会
副
会
長

や
物
産
協
会
会
長
と
し
て
地
域
資
源
の
開

発
や
販
売
等
に
尽
力
す
る
な
ど
、
町
商
工

業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

よ
し
じ
ま
四
季
の
市

　

平
成
17
年
6
月
に
Ｊ
Ａ

女
性
部
吉
島
支
部
の
6
名

を
主
体
に
組
織
化
し
、「
よ
し
じ
ま
朝
市
」

開
催
を
は
じ
め
、
組
織
的
な
活
動
を
行
う

女
性
起
業
者
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
平
成
18

年
11
月
に
加
工
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　地
元
産
米
や
紅
大
豆
を
は
じ
め
と
す
る

特
産
品
を
活
用
し
た
弁
当
を
提
供
し
、
本

町
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
郷
土
の
味
の
伝
承
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
ほ
か
、
高
齢
者
へ

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
と
豊
か
な
食
生
活
の
実
践
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。
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フレンドリー
プラザ

開館時間
12 月から時間が変わ
ります。
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
● 12 月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

● 12 月のおはなし会　
12 月 9 日㈯ 午前 11 時～ 11 時 30 分
クリスマススペシャルおはなし会 & アロマのワーク
ショップ。バザーもあります！

こどもの本

おとなの本
『月たった 2 万円の
　　　　　　ふたりごはん』

奥田けい著　　幻冬舎刊

『だいぶつさまのうんどうかい』
　苅田澄子　文　中川学　絵　　
　アリス館刊　

秋篠宮眞子内親王殿下のご婚約者
小室さんもお求めになったという
節約レシピ本。かわいいイラスト
でわかりやすく調理法が書かれて
います。おいしいごはんと一緒に
幸せな気分も味わえますよ。

今日はほとけ様たちの運動会。大勢の
ほとけ様が雲に乗って集まってきま
した。千手観音様は玉入れで、狛犬は
まんじゅう喰い競争で大活躍。でも初
参加の大仏様は体が大きすぎて活躍
できません。そんな中、最後の競技の
組み体操が始まり…。

●読得ポイントカード今年も始めました。
　10 冊借りると、浴浴センターまどかの入浴料割
り引きや、協賛店の‘たまるんカード’ポイントが
2 倍もらえたりとお得なカード発行中です !!

●今月のおすすめ本コーナー
☆クリスマス！楽しい本がいっぱい☆

東おんなに京おんな
▶日時　11 月２３日㈭㈷
　　　　午後２時開演
▶チケット
・一般 S 席　4,500 円
・一般Ａ席　4,000 円
・会員Ｓ席　4,000 円
・会員Ａ席　3,500 円
・青少年席（25 歳以下）
　　　　　  1,000 円

中島康晴　テノールリサイタル柳家喬太郎　独演会

アンドロイドファンク
川西町フレンドリープラザ
附属演劇学校シニアコース
6 期生公演！
▶日時　11 月２6 日㈰
　　　　午後２時開演
▶チケット
・一般　500 円
・当日　700 円
・高校生以下無料

▶日時　12 月 1 日㈮　　
　　　午後 7 時　　 開演
▶チケット

【前売】
・一　　　般　3,200 円　
・ 会　　　員　3,000 円　
・高校生以下　1,600 円
【当日】
・一　　　般　3,400 円　
・会　　　員　3,200 円　
・高校生以下　1,700 円

▶日時　12 月２日㈯　　
　　　　午後３時開演
▶チケット
・一　　般　2,500 円
・会　　員　2,000 円
・青少年席（25 歳以下）
　　　　　  1,000 円
・高校生以下　無料

　「古
本
市
」
12
月
９
日
㈯
・
10
日
（
日
）
開
館
時
間
帯

　読
み
終
え
た
本
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
欲
し
い
方
に
無
料
で
利
用
し
て
い

た
だ
く
市
で
す
。

集まれ！！かわにし生まれのみそじんたち！
２分の３成人式今年も開催！

　成
人
式
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
仕
事
に

結
婚
、
人
間
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
積
ん
だ
30
歳
の
み
な
さ
ん
。
み
な
さ

ん
の
30
歳
を
祝
う
と
と
も
に
、
同
級
生
た

ち
と
の
再
会
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き「
２
分
の
３
成
人
式
」

を
開
催
し
ま
す
。

　実
行
委
員
の
み
な
さ
ん
が
、
同
級
生
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
楽
し
い
内
容
を

企
画
中
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
、
当
時
を
懐

か
し
み
な
が
ら
再
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年
１
月
６
日
㈯
午
後
３
時
～

川
西
町
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
に
て

午
後
３
時
～
　式
典

○
30
歳
の
主
張

　30
歳
な
ら
で
は
の
主
張
を
、
み
ん
な
の

前
で
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

○
記
念
撮
影

午
後
４
時
～
　懇
親
会

○
恩
師
や
旧
友
と
の
久
々
の
再
会
を
楽
し

み
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

実行委員（旧姓） 出身中学校
奥村　稔彦

川西第一中学校

平間　和也
小関　孝大
河内　照美
大沼　　建

佐藤真奈美（遠藤）
遠藤　　香

川西第二中学校

遠藤　礼基
淀野　拓也

原田　佑美（髙橋）
若林　英祐
中川　未興
中川　秀人

玉庭中学校
小林　恵二（貝沼）

【
お
も
な
内
容
】

【
対
象
者
】

　昭
和
61
年
４
月
２
日
～
昭
和
62
年
４
月

　１
日
生
ま
れ
の
み
な
さ
ん

実
行
委
員
長

若
林

　英
祐
さ
ん

み
ん
な
で

あ
づ
ま
ん
べ
！

7　町報かわにし 平成２9年１１月１５日
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▼
申
込
・
問
陽
市
東
置
賜
郡
医
師

　会
事
務
局

　

☎
43
ー
４
４
１
４

保
育
士
再
就
職
支
援

　

研
修
会

　保
育
士
と
し
て
就
職
を
希
望
す

る
方
、
ま
た
は
資
格
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
保
育
の
仕
事
に
興
味
の
あ

る
方
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し

て
、
保
育
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
：
11
月
22
日
㈬
　

　午
後
0
時
30
分
～
4
時
30
分

▼
会
場
：
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

　タ
ー

▼
内
容
：

○
基
調
説
明
：
山
形
県
の
保
育
を

　め
ぐ
る
現
状
に
つ
い
て

・
県
子
育
て
推
進
部

　
　
　
　
　
　子
育
て
支
援
課

○
講
演
：
こ
こ
10
年
の
保
育
現
場

　の
移
り
変
わ
り

○
事
例
報
告
：
保
育
の
現
場
か
ら

　～
今
の
保
育
と
仕
事
の
魅
力
～

○
ミ
ニ
面
談
会
：
就
職
、
資
格
取

　得
、
交
流
や
質
問
な
ど

▼
そ
の
他：保
育
の
職
場
実
習（
別

　日
に
実
施
）
や
、
潜
在
保
育
士

　就
職
準
備
金
の
制
度
も
あ
り
ま

　す
。
詳
し
く
は
左
記
に
。

問
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
３
ー
７
７
３
９

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

　山
形
県
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
と
お
り
弁
護
士
に
よ

る
住
ま
い
に
関
す
る
無
料
法
律
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
：
12
月
21
日
㈭
　

　午
後
1
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁

　5
階
５
０
３
会
議
室

▼
人
数：先
着
3
名
（
40
分
程
度
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
に
な

　り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　左
記
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
営
業
所

☎
24
ー
２
３
３
２

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１１・１２月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

12月11日㈪・25日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 12月 6日㈬
午後１時３０分～４時

生きがい交流館
（旧川西 2中）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

弁護士
消費生活相談

12月 13日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

行政相談 12月 20日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

１２月

期　間 当番店（社） 電話番号

1１月１３日～１９日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

１１月2０日～2６日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１１月２７日～１２月３日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１２月４日～１０日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

１２月１１日～１７日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

交
通
事
故
の
損
害
賠
償

問
題
で
お
困
り
の
方
へ

　交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー

で
は
、
自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ

わ
れ
、
示
談
を
め
ぐ
る
損
害
賠
償

の
問
題
で
お
困
り
の
方
へ
、
弁
護

士
が
「
中
立・公
正
」
な
立
場
で
、

当
事
者
間
の
紛
争
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

　被
害
者
ご
本
人
に
損
害
賠
償
問

題
の
法
律
知
識
が
な
く
て
も
、
交

渉
に
不
慣
れ
で
も
安
心
で
す
。

　弁
護
士
費
用
は
、
一
切
か
か
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
電
話
で
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
相
談
に
な
じ
ま
な
い
場
合
も

　あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お

　願
い
し
ま
す
。

問
（
公
益
財
団
法
人
）
交
通
事
故

紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
　仙
台
支
部

☎
０
２
２
ー
２
６
３
ー
７
２
３
１

相

　
談

決
算
公
表

冬
へ
の
備
え

税
、
選
挙
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
講
座
な
ど

婚
活
、
家
電
回
収

研
修
会
、
文
化
財

里
の
暮
ら
し

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

年
金
の
日

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
原

則
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

加
入
中
の
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
に
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　国
民
年
金
の
加
入
者
で
あ
る

「
被
保
険
者
」
は
、
職
業
や
保
険

料
を
納
め
る
方
法
な
ど
で
、
左
図

の
種
別
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

第１号被保険者
２０歳以上６０歳未
満で自営業、農林業、
学生の人など

自分で保険料を納めます

　い
い

　
　
　み
ら
い

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

問
日
本
年
金
機
構
米
沢
年
金
事
務
所

　☎
22
ー
４
２
２
０

　

問
町
住
民
生
活
課

　戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
５

　日
本
年
金
機
構
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
公
的
年
金
制
度

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」。
年
金
記
録
や
将
来
の
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

国
民
全
員
が
加
入
し
ま
す

第２号被保険者
厚生年金に加入して
いる会社員、公務員
など

事業所などをとおして
保険料を納めます

第３号被保険者
20 歳以上 60 歳未満
で第 2 被保険者に扶
養されている配偶者

自分で納める必要はあ
りません

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
２
年
１
か
月

前
ま
で
可
能
で
す
。
期
間
を
過
ぎ

る
と
未
納
期
間
に
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
前
納
や
口
座
振
替
の
早

割
制
度
な
ど
、
保
険
料
が
割
引
に

な
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

 

社
会
保
険
料
控
除

　納
付
し
た
保
険
料
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
と
き
に
申
告
す
れ
ば
、

全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し

て
、
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

被保険者区分 変更理由 届け出先
 第 1 号被保険者
 自営業、学生、無職の方など

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第 2 号被保険者
 会社員、公務員など

退職したとき 町住民生活課
退職して配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第３号被保険者
 第２号被保険者の扶養になっ 
 ている配偶者

配偶者が６５歳になったとき、配偶者が退職したとき
配偶者の扶養から外れたとき、離婚したとき

町住民生活課

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

 

年
金
の
届
出
は
忘
れ
ず
に

≪

平
成
29
年
度
保
険
料
月
額
： 

　１
６
４
９
０
円≫

　保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る

と
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
経
済
的
に
保
険

料
を
納
め
る
の
が
難
し
い
場
合
は
、

免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度
が
あ

り
ま
す
。
免
除
は
、
申
請
し
た
日

 

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

 

納
め
ま
し
ょ
う

 

年
金
記
録
を

 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
確
認
！

　
「
年
金
」
の
日
に
、「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
使
っ
て
高
齢
期
の
生

活
設
計
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
年
金
記
録
、
こ
れ
か
ら

の
年
金
受
給
見
込
み
額
を
簡
単
に

確
認
で
き
ま
す
。

　詳
し
く
は

　ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

で
検
索
！

 

年
金
相
談
が
予
約
制
に

　年
金
請
求
や
、
受
給
し
て
い

る
年
金
の
相
談
は
、
事
前
に
電

話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
予
約
時
間

　午
前
８
時
30
分

　～
午
後
４
時
（
月
～
金
）

問
米
沢
年
金
事
務
所

　

☎
22
ー
４
２
２
０

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
２
３
８
ー
05
ー
１
１
６
５

問
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
５
８
ー
５
５
５

町報かわにし　8平成２９年１１月１５日 町報かわにし　22平成２９年１１月１５日

山
形
県
議
会
第
2
回

　

地
域
議
員
協
議
会

　県
議
会
で
は
、
各
地
域
の
課
題

や
施
策
な
ど
に
対
し
、
地
元
選
出

議
員
が
審
議
を
行
う
地
域
議
員
協

議
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
議
会

の
活
動
を
広
く
聞
け
る
い
い
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
11
月
29
日
㈬

　午
後
2
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
講
堂

問
県
議
会
事
務
局
議
事
調
査
課

　

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
８
４
１

認
知
症
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
講
演
：「
物
忘
れ
が
気
に
な
り

　始
め
た
ら
」

▼
講
師
：
山
形
大
学
第
三
内
科

　

　
　
　
　
　
　伊
関
千
書
先
生

▼
そ
の
他
の
内
容
：「
や
っ
て
み

　よ
う
！
認
知
症
予
防
体
操
シ
ナ

　プ
ソ
ロ
ジ
ー
」・「
い
ざ
と
い
う

　時
に

　在
宅
で
受
け
ら
れ
る
サ

　ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
、
内
容
盛

　り
だ
く
さ
ん

▼
日
時
：
11
月
26
日
㈰

　
　
　
　午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
：
高
畠
町
生
涯
学
習
館

　

▼
定
員
：
１
０
０
名

　入
場
無
料

催

　
　
し

公
立
置
賜
総
合
病
院
か

ら
面
会
の
お
知
ら
せ

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
時
期

を
迎
え
、
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者

さ
ん
は
、
免
疫
力
の
低
下
な
ど
で

感
染
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

感
染
予
防
の
た
め
、
流
行
期
に
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
な
い
と
面
会
を

断
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患

者
さ
ん
が
入
院
さ
れ
て
い
る
病
棟

は
、
面
会
制
限
を
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
公
立
置
賜
総
合
病
院

☎
46
ー
５
０
０
０

青
色
申
告
決
算
説
明
会

の
お
知
ら
せ

　今
年
分
の
所
得
税
、
復
興
特
別

所
得
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
に
向
け
、
青
色
申

告
決
算
時
期
も
間
近
と
な
り
ま
し

た
。
米
沢
税
務
署
で
は
、
次
の
と

お
り
青
色
申
告
者
の
み
な
さ
ん
に

対
す
る
決
算
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
営
業
・
不
動
産
関
係

○
日
時
：
12
月
５
日
㈫
　

　午
後
2
時
～
4
時
　

○
会
場
：
川
西
町
商
工
会
館

▼
農
業
関
係

○
日
時
：
12
月
７
㈭

　午
前
10
時
～
正
午

○
会
場
：
伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ

　ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
説
明
内
容
：
青
色
申
告
の
決
算

　の
仕
方
、
消
費
税
の
計
算
の
仕

　方
、
e
ー
T
a
x
に
つ
い
て

▼
持
ち
物
：
筆
記
用
具
（
資
料
は

　当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
）

問
米
沢
税
務
署

　個
人
課
税
第
一

　部
門

　

☎
22
ー
６
３
２
２

年
末
時
期
の

　
　
　
　

し
尿
汲
み
取
り

　年
末
の
し
尿
汲
み
取
り
は
毎
年

大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
年
内

の
汲
み
取
り
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
12
月
14
日
㈭
ま
で
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
こ
れ
以
降
の
お
申
込

み
は
年
明
け
の
汲
み
取
り
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
汲
取

手
数
料
が
未
納
の
場
合
は
汲
み
取

り
の
お
申
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
南
陽
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　タ
ー
し
尿
汲
み
取
り
申
込
所

☎
40
ー
２
６
１
２

※
受
付
：
平
日
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　午
後
5
時

　～
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

※
12
月
29
日
㈮
～
１
月
３
日
㈬
の

　年
末
年
始
を
除
く
。）

※
事
前
に
旅
く
ら
ぶ
へ
の
ご
入
会

　と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
お
申
込
み
　

　（予
約
）
が
必
要
で
す
。

※
助
成
予
定
数
に
達
し
た
場
合
、

　期
間
中
で
あ
っ
て
も
受
付
を
終

　了
し
ま
す
。

▼
予
約
・
申
請
先
：
お
い
し
い
山

　形
空
港
旅
く
ら
ぶ
事
務
局
（
山

　形
空
港
ビ
ル
㈱
内
）

☎
０
２
３
７
ー
47
ー
３
１
１
１

（
受
付
：
午
前
９
時
～
午
後
5
時
）

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
等
に
つ

　い
て
は
、
お
い
し
い
山
形
空
港

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
。

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
中

▼
名
称
：
県
営
舘
之
北
ア
パ
ー
ト

▼
部
屋
数
：
８
ー
６
ー
４・５

▼
戸
数
：
一
戸
（
4
階
）

▼
家
賃
：
１
９
３
０
０
円
～

　
　

　
　
　
　
　
　
　３
８
０
０
０
円

▼
区
分
：
一
般
用

▼
優
遇
：
倍
率
優
遇
有

▼
募
集
期
間
：
12
月
4
日
㈪
～
8

　日
㈮

　午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
入
居
時
期
：
平
成
30
年
2
月
上

　旬
ご
ろ

問
山
形
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　㈱
西
王
不
動
産
置
賜
営
業
所

☎
24
ー
２
３
３
２

お
知
ら
せ

募

　
集

 

お
い
し
い
山
形
空
港
札
幌
便

 

冬
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　対
象
期
間
内
に
山
形
＝
札
幌

（
新
千
歳
）
便
を
利
用
す
る
と
、

山
形
空
港
利
用
拡
大
推
進
協
議
会

が
最
大
５
０
０
０
円
を
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
し
ま
す
。
冬
で
も
見
ど

こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
北
海
道
を
お
得

に
旅
し
よ
う
！

▼
助
成
対
象
者

①
山
形
＝
札
幌
（
新
千
歳
）
便
を

　有
償
で
個
人
利
用
し
た
旅
く
ら

　ぶ
会
員

②
①
の
会
員
に
同
行
し
て
同
一
便

　を
有
償
で
個
人
利
用
し
た
15
歳

　未
満
の
者

▼
助
成
額
：
１
名
に
つ
き
往
復

　

　５
０
０
０
円
（
片
道
利
用
の
場

　合
は
２
５
０
０
円
）

※
お
1
人
様
、
期
間
中
最
大
で
4

　席
ま
で
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
搭
乗
期
間
：
12
月
１
日
㈮

老齢基礎年金額（年額）
　　　　７７万９,３００円

（４０年間すべて納めた場合）

遺族基礎年金額（年額）
＊子 (１人 )のある配偶者
　が受ける場合
　　　１００万３,６００円
＊子 (１人 )が受ける場合
　　　　７７万９，３００円

付加年金額
２００円×

付加保険料納付月数
が毎年支給されます。

※平成２９年４月現在

※平成２９年４月現在

※平成２９年４月現在

●
65
歳
に
な
っ
た
と
き

【
老
齢
基
礎
年
金
】

　国
民
年
金
保
険
料
を
10
年
以
上

（
免
除
期
間
含
）
納
め
た
人
が
、

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。
繰
上
げ
支
給
や
繰
下
げ
支

給
に
よ
り
、
65
歳
に
な
る
前
や
66

歳
以
降
に
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】

　け
が
や
病
気
で
、
障
害
等
級
の

１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
者
で
あ
る
人
は
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】

　国
民
年
金
の
加
入
者
な
ど
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
そ
の
人
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子

の
あ
る
配
偶
者
」
ま
た
は
「
子
」

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

付
加
年
金

　国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

な
い
第
１
号
被
保
険
者
は
、
定
額

の
保
険
料
を
納
付
す
る
場
合
に
、

あ
わ
せ
て
付
加
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

障害基礎年金額（年額）
＊１級障害 ９７万４，１２５円
＊２級障害 ７７万９，３００円

●
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

 

受
け
ら
れ
る
年
金
は
？

平成２９年度分国民年金保険料 

前納だとこんなにお得！
納付方法 定額保険料

(16,490 ×納付月）

・現金払
・クレジットカード

口座振替

1 か月分
翌月支払

16,490 円 16,490 円
16,490 円

1か月分
当月支払

16,440 円
（△ 50円）

６か月分 98,940 円 98,140 円
（△ 800円）

97,820 円
（△ 1,120 円）

１年分 197,880 円 194,370 円
（△ 3,510 円）

193,730 円
（△ 4,150 円）

２年分 393,960 円
※

379,560 円
（△ 14,400 円）

378,320 円
（△ 15,640 円）

（）内は割引額
・「前納」で納付する場合には手続きが必要です。
・口座振替の手続きは期限がありますので、町住
民生活課にお問い合わせください。
※Ｈ 29：16,490 円× 12か月＝ 197,880 円
　Ｈ 30：16,340 円× 12か月＝ 196,080 円
　で算出しています。

 

お
得
な
前
納
制
度

　国
民
年
金
保
険
料
を
複
数
月
分

ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新
た
に

　現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

　よ
る
２
年
前
納
が
で
き
る
よ
う

　に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用

　く
だ
さ
い
。

 

後
納
制
度

　後
納
制
度
と
は
、
平
成
27
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
30
年
９
月
30
日

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５

年
分
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
が

増
え
た
り
受
給
資
格
の
な
か
っ
た

方
で
も
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
左

記
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
、
お
近

く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
０
０
４

　「仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
」「
収

入
が
減
っ
た
」
と
い
う
人
は
国
民

年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申

請
書
を
、
在
学
中
で
あ
れ
ば
国
民

年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請

書
を
、
町
住
民
生
活
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
に

な
っ
た
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資

格
期
間
（
10
年
間
）
に
算
入
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
額
を
計
算

す
る
と
き
は
、
保
険
料
の
免
除
を

受
け
た
分
が
保
険
料
を
納
め
た
と

き
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
す
。

受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
す
に
は
、

免
除
や
納
付
猶
予
に
な
っ
た
保
険

料
を
後
か
ら
納
め
る
（
追
納
）
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
と
は

決
算
公
表

冬
へ
の
備
え

税
、
選
挙
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
講
座
な
ど

婚
活
、
家
電
回
収

研
修
会
、
文
化
財

里
の
暮
ら
し

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

年
金
の
日
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安
川
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　安
川

　和
夫 

院
長

問町健康福祉課 介護支援グループ内 地域包括支援センター☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば

第
８
回
　口
の
中
の

　
　
　
　
　
　
　い
ろ
い
ろ
な
病
気

も
癌
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
舌
や

歯
肉
に
多
く
み
ら
れ
、
日
本
で
は
年
間
約

６
０
０
０
名
が
発
症
し
、
死
亡
率
は
約

40
％
で
す
が
、
初
期
の
段
階
で
治
療
を
行

え
ば
、
90
％
以
上
の
治
癒
が
期
待
で
き
ま

す
。
よ
く
口
内
炎
と
思
い
込
み
、
放
置
し

て
い
る
う
ち
に
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　顎
の
関
節
に
痛
み
や
、
雑
音
、
口
が
開

き
に
く
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
で
て
く
る

顎
関
節
症
も
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
取
り
上

げ
ら
れ
る
頻
度
の
高
い
歯
科
疾
患
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
重
な
り
発
症
す
る
病

気
で
、
診
断
と
治
療
が
困
難
な
場
合
も
あ

り
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
難
治
性
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

上
記
の
よ
う
な
症
状
が
表
れ
た
場
合
は
ま

ず
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
診
察
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

お
口
の
健
康
は

　全
身
の
健
康
と
関
係
す
る

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

　口の
中
に
は
虫
歯
と
歯
周
病
以
外
に
も
、

多
く
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の

中
の
、
い
く
つ
か
の
病
気
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

　まず
、
虫
歯
や
歯
周
病
の
細
菌
が
周
囲

に
広
が
る
の
が
歯
性
感
染
症
と
い
い
ま

す
。
初
期
で
は
歯
や
そ
の
周
り
の
歯
ぐ
き

の
痛
み
や
腫
れ
で
す
が
、
ひ
ど
く
な
る
と

膿
が
顎
の
骨
や
顔
、
さ
ら
に
は
頚
に
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
口
が
開
け

ら
れ
な
く
な
り
、
食
事
や
水
分
が
取
れ
な

く
な
る
こ
と
が
多
く
、
早
急
に
適
切
な
治

療
を
行
わ
な
い
重
症
化
し
、
希
に
命
に
関

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
口
腔
に

診察日時と診療科目
○月～水・金  午前 9 時～１２時３０分
　　　　午後 2 時～５時３０分
○木曜　午前９時～１２時３０分
○土曜　午前 9 時～ 12 時３０分
　　　　午後 2 時～ 5 時
※受付は診察終了の３０分前まで
○休診日　木曜、日曜、祝祭日
○診療科目　一般歯科、小児歯科、
　　　　　　歯科口腔外科

　口
や
歯
の
状
態
の
悪
化
は
、
栄
養
が
取

り
に
く
く
な
る
、
誤ご

え
ん
せ
い
は
い
え
ん

嚥
性
肺
炎
を
起
こ
し

や
す
く
な
る
、
人
と
会
う
の
が
お
っ
く
う

に
な
っ
た
り
と
、
口
の
健
康
は
全
身
の
健

康
と
密
着
に
関
係
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

○
虫
歯
を
放
置
し
て
い
る

○
口
の
中
の
か
す
を
そ
の
ま
ま
放
置

○
入
れ
歯
の
手
入
れ
を
し
て
い
な
い

○
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
ま
ま

○
抜
け
た
歯
を
そ
の
ま
ま

○
人
と
話
す
機
会
が
な
い

○
よ
く
む
せ
る

○
口
が
渇
く

対
策
と
し
て

○
毎
日
歯
を
て
い
ね
い
に
磨
く

○
舌
や
口
の
中
全
体
を
き
れ
い
に
手
入
れ

○
唇
や
舌
を
よ
く
動
か
す

○
か
か
り
つ
け
歯
医
者
を
も
つ

　半
年
に
一
度
は
定
期
的
に
歯
科
医
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

パタカラ体操でお口のトレーニング

　
「
パ
」「
タ
」「
カ
」「
ラ
」
と
発

音
す
る
こ
と
で
、
食
べ
物
を
の
ど

の
奥
ま
で
運
ぶ
の
に
必
要
な
筋
肉

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
！

パタ
カ

ラ

決
算
公
表

冬
へ
の
備
え

税
、
選
挙
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
講
座
な
ど

婚
活
、
家
電
回
収

研
修
会
、
文
化
財

里
の
暮
ら
し

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

年
金
の
日
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　町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税

は
、
13
億
３
８
７
６
万
円
で
構
成
比
は
11
・
９
％

を
占
め
、
前
年
度
対
比
３・３
％
の
増
で
し
た
。

　町
の
最
大
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、

50
億
５
９
３
９
万
円
で
構
成
比
は
45
・
０
％
を
占

め
、
前
年
度
対
比
２・
３
％
の
増
で
し
た
。
こ
の

う
ち
公
立
置
賜
総
合
病
院
分
を
差
し
引
い
た
、
町

に
対
す
る
純
粋
な
交
付
税
額
は
36
億
１
１
８
５
万

円
で
、
前
年
度
か
ら
２
１
４
４
万
円
の
減
で
し
た
。

　特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
前
年
度
対
比

９・０
％
の
減
で
し
た
。

　県
支
出
金
は
、
前
年
度
対
比
37
・
５
％
の
増
で

し
た
。
町
債
は
、
前
年
度
対
比
28
・
１
％
の
減
で

し
た
。

問
町
未
来
づ
く
り
課 

財
政
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
１

平成28年度決算公表
町の財政状況と税金の使いみち

歳入総額

１１２億５，２６５万円
（前年比 3,429 万円増）

１０９億７，７１７万円
（前年比 9,046 万円増）

歳出総額

依
存
財
源

自
主
財
源

歳入歳出
一般会計一般会計

　平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
１
１
２
億
５
２
６
５
万
円
、
歳
出
は

１
０
９
億
７
７
１
７
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出
差
引

額
は
２
億
７
５
４
８
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
分
を
差
し
引
く
と
、

２
億
２
２
８
４
万
円
の
繰
越
額
と
な
り
ま
し
た
。

　な
お
、
平
成
27
年
度
決
算
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
で
３
４
２
９
万
円
の
増
（
０・３
％
の
増
）、
歳

出
で
９
０
４
６
万
円
の
増
（
０・
８
％
の
増
）
で

し
た
。

◇
歳
入
の
状
況

財政情報

町税
13億 3,876 万円
（11.9％）

衛生費
19億 6,277 万円
（17.9％）

民生費
20億 9,639 万円
（19.1％）

農林水産業費
13億 2,497 万円
（12.1％）

総務費
15億 9,338 万円
（14.5％）

公債費
11億 6,802 万円
（10.6％）

土木費
9億 7,753 万円
（8.9％）

商工費
2億 6,340 万円
（2.4％）消防費

3億 4,864 万円
（3.2％）

その他
1億 5,625 万円
（1.4％）

教育費
10億 8,582 万円
（9.9％）

諸収入、繰入金など
11億 5,682 万円
（10.3％）

町債
14億 5,055 万円
（12.9％）

国庫支出金
7億 5,407 万円
（6.7％）

県支出金
10億 3,864 万円
（9.2％）

地方譲与税など
4億 5,442 万円
（4.0％）

地方交付税
50億 5,939 万円
（45.0％）

町報かわにし　10平成２９年１１月１５日

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

11
月
22
日
㊌
　新
聞
紙
で
遊
ぼ
う
・
身
体
測
定

12
月
８
日
㊎
　ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
ろ
う

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

11
月
20
日
㊊
・
12
月
18
日
㊊
申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　玉
庭
保
育
所

　11
月
28
日
㊋

　美
郷
幼
稚
園

　12
月
１
日
㊎

　

　北
斗
幼
稚
園

　11
月
29
日
㊌
・
12
月
13
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば
母子健康手帳交付

〈期　　日〉１２月１１日㈪、２５日㈪
〈受付時間〉午前 8 時３０分～午後５時１５分
〈場　　所〉町健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：11 月２日～ 12 月１日
■ 発送日 11 月２2 日㈬
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１２月２１日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館

対象者 受付時間
平成 27 年 12 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年 12 月、平成 27 年 6 月
平成 28 年 10 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
すくすく赤ちゃん
健康診査

期日：１２月１５日㈮
対象：H29.7.16 ～ 9.15 生まれ

３歳６か月児
健康診査

期日：１２月２２日㈮
対象：H26.5 ～ 6 月生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適正受診を心がけましょう★今月のポイント★　　　
　風邪などの日常的な病気のときにはかかりつけ医を
受診し、高度な治療や精密検査が必要な場合は、かか
りつけ医に適切な病院を紹介してもらい、受診しまし
ょう。かかりつけ医の診療情報を持参すると、スムー
ズに受診することができます。

健康運動の集い
〈期　日〉１２月１８日㈪ 
　　　午前１０時～１１時１５分

〈場　所〉生きがい交流館
〈内　容〉ストレッチ体操、玄米ニギニギ体操など
〈対象者〉概ね７４歳までの自立している方
〈講　師〉健康運動サポーター
〈持ち物〉内ズック、飲み物など
〈申　込〉町健康福祉課まで

＊
マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
の
体
操
教
室

　

　12
月
１
日
㊎

　午
後
１
時
30
分
～
2
時
45
分

かわにしまち　キッズキッチン
　子どもだけで料理を作る体験教室です。「自分で
できた、楽しい、おいしい」の体験から、子どもの
生きる力を育みます。

〈日　　時〉１２月３日㈰
　　　　　　午前９時３０分～午後 1 時

〈会　　場〉　川西町農村環境改善センター
〈対　　象〉　年長児、小学１～３年生　定員１６名
〈参 加 費〉お子さん一人につき１，５００円
〈内　　容〉子どもたちだけで調理実習し、親子で
　　　　　試食します。

〈講　　師〉NPO 法人食育ママ　加藤　弥栄子氏
〈申込方法〉１１月２２日㈬まで下記に電話でお申
　　　　　し込みください。
※申し込み多数の場合は抽選となります。
※申込者全員に、受講の可否をハガキでお知らせし
　ます。
申込・問健康福祉課健康推進グループ　　
☎４２－６６４０

町報かわにし　20平成２９年１１月１５日

◇歳出の状況

◇企業会計・特別会計の決算 ◇財政健全化判断比率

■土木費

■農林水産業費

■教育費

■公債費

■総務費

■民生費

■衛生費

■その他（消防費・商工費・議会費等）

会計別 歳入額 歳出額

水道事業会計

　　収益的収入・支出 5億 102万円 4億 6,953 万円

　　資本的収入・支出※ 1億 9,026 万円 3億 2,992 万円

国民健康保険事業特別会計 20億 6,845万円 20億 1,468万円

下水道事業特別会計 ５億 5,527 万円 ５億 4,461 万円

農業集落排水事業特別会計 9,394 万円 9,053 万円

介護保険事業特別会計 18億 1,859万円 17億 7,776万円

後期高齢者医療特別会計 1億 5,836 万円 1億 5,599 万円

　平成 19年度決算より財政健全化にかかる各指標の公表
が義務付けられました。これは、財政状況の悪化している
県や市町村が早期に健全化に向けた対策を取るように定め
られたものです。

健全化判断比率 平成 28年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 ー 14.25％ 20.0％
連結実質赤字比率 ー 19.25％ 30.0％
実質公債費比率 10.6％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 125.1％ 350.0％

公営企業会計にかか
る資金不足比率

平成 28年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

水道会計 ー
20.0％下水道会計 ー

農集排会計 ー
　各比率とも基準を超えるものはありませんでしたが、今
後とも健全経営に努めてまいります。

 ● 町民１人あたり　　１０１，３１５円● 町民１人あたり　　６２，１５６円

● 町民１人あたり　　８４，２４８円

● 町民１人あたり　　６９，０４２円

● 町民１人あたり　　７４，２６８円

● 町民１人あたり　　１３３，２９９円

● 町民１人あたり　　１２４，８０３円

● 町民１人あたり　　４８，８５２円

平成２８年度は、このような事業に税金を活用しました。

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する分は、
消費税資本的収支調整額 1,389 万円及び損益勘定留保資
金 1億 2,577 万円で補てんしました。

一般廃棄物収集運搬事業
5,005 万円

し尿処理事業
4,997 万円

感染症予防・予防接種事業
2,864 万円

公衆便所維持管理経費
1,574 万円

冬期交通確保事業
2億 1,815 万円

虚空蔵山西線道路改良工事
9,875 万円

八ツ口宿線道路改良工事
5,091 万円

除排雪重機械整備事業
3,483 万円

住宅建設支援事業
1,910 万円

障がい介護給付等事業
3億 2,768 万円

子どものための手当支給事業
2億 1,701 万円

子育て支援医療事業
5,254 万円

地域子育て支援事業
1,127 万円

産地パワーアップ事業
2億 7,448 万円

多面的機能支払交付金事業
2億 2,841 万円

地域総合整備資金貸付事業
1億 2,300 万円

町有牛貸付管理事業
7,179 万円

ふれあいの丘（パークゴルフ場）整備事業
1億 7,336 万円

町民総合体育館整備事業
6,088 万円

川西町交流館施設整備事業
1,807 万円

川西夏まつり実施事業
400万円

庁舎建設基金管理事業
1億 5,006 万円

ふるさとづくり基金管理事業
8,907 万円

地域おこし協力隊事業
4,172 万円

ライフプラン支援事業
92万円

若者定着奨学金返還支援事業
78万円▲道路除雪状況 ▲地域おこし協力隊（H29.4.1）

▲川西ダリヤパークゴルフ場

▲㈱平洲農園のトマト農場

▲羽前小松駅前のトイレ

※町民１人あたりの額の算出は、平成 29年３月 31日現在の住民基本台帳人口１万５７２７人を基に算出しています。
※各数値は単位未満を四捨五入して端数処理をしています。
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　県
歯
科
医
師
会
主
催
で
、
80
歳

以
上
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
も

つ
方
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
、

次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
　

　受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

【
受
賞
者
の
み
な
さ
ん
】

〈
小
松
地
区
〉

藤
田
な
か
さ
ん
・
金
子
忠
さ
ん

長
澤
晴
雄
さ
ん
・
加
藤
雄
一
さ
ん

髙
梨
圭
子
さ
ん
・
青
木
昌
子
さ
ん

髙
梨
照
一
さ
ん

〈
犬
川
地
区
〉

　大
河
原
ふ
じ
子
さ
ん

〈
中
郡
地
区
〉
鈴
木
き
ん
さ
ん

〈
玉
庭
地
区
〉
中
川
廣
志
さ
ん

〈
吉
島
地
区
〉

和
田
勝
司
さ
ん
・
遠
藤
雅
也
さ
ん

小
形
喜
輔
さ
ん

　　受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
お
話

を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
歯
み
が

き
を
丁
寧
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け

定
期
的
に
歯
科
医
院
で
歯
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

８
０
２
０
達
成
者
コ
ン
ク
ー
ル
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　優
良
賞
受
賞
！

歯
周
疾
患
検
診
は

　
　
　
　お
済
み
で
す
か
？

　歯
周
疾
患
検
診
は
、
12
月
31
日

で
終
了
し
ま
す
。
歯
の
治
療
や
定

期
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
町
の
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、
７
月
に
個
別
通
知

し
て
い
ま
す
。

年　齢 生　年　月　日
４０歳 昭和５２年４月２日～昭和５３年４月１日

５０歳 昭和４２年４月２日～昭和４３年４月１日

６０歳 昭和３２年４月２日～昭和３３年４月１日

７０歳 昭和２２年４月２日～昭和２３年４月１日

▲今年度の対象者一覧（平成３０年４月１日時点の年齢）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
で
３
回
目
の
展
示
会

　「豆
」
と
「
絵
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
「
第
３
回
山
形
か
わ
に
し
豆
の
展

示
会
」
を
、
東
京
上
野
の
複
合
施

設
「
上
野
桜
木
あ
た
り
」
で
開
催
し

ま
す
。
町
で
採
れ
た
40
種
類
以
上
の

豆
の
展
示
、
新
豆
や
新
米
の
試
食
販

売
、
石
臼
き
な
粉
作
り
の
体
験
の
ほ

か
、
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
茶
の
間
や
、
わ

ら
細
工
の
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
の
土
間
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

　今
回
、
新
た
に
ス
ケ
ッ
チ
画
や
写

真
を
展
示
し
、
町
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ

画
は
、上
野
の
森
美
術
館
「
友
の
会
」

の
15
名
の
み
な
さ
ん
が
11
月
２
日
㈭

～
４
日
㈯
の
日
程
で
町
を
訪
れ
、
描

い
た
ス
ケ
ッ
チ
画
で
す
。

　豆
の
展
示
会
は
今
回
で
３
回
目
。

毎
年
12
月
上
旬
の
新
豆
が
採
れ
る
時

期
に
合
わ
せ
開
催
し
て
い
ま
す
。
豆

を
主
体
と
し
、
毎
年
取
組
内
容
を
変

化
さ
せ
な
が
ら
新
た
な
川
西
フ
ァ
ン

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
驚
い
た
の

は
、
今
年
の
夏
、
か
わ
に
し
森
の
マ

ル
シ
ェ
に
「
豆
の
展
示
会
で
川
西
町

を
知
り
、
東
京
か
ら
豆
を
買
い
に
き

た
」
方
が
い
た
こ
と
で
す
。

　今
年
の
展
示
会
は
、『
東
京
メ
ト

ロ
沿
線
だ
よ
り
』（
10
万
部
、
12
月

１
日
発
行
）
や
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

『
ぱ
ど
』（
５
万
部
、11
月
17
日
発
行
）、

雑
誌
『
天
然
生
活
』（
５
万
部
、
11

月
21
日
発
行
）
な
ど
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
予
定
で
す
。
関
東
方
面
の
方
に

も
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

第３回 山形かわにし豆の展示会　
　　　　　　　　　ｗｉｔｈ　山形かわにし絵の展示会
問
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構

☎
54
ー
３
０
０
６

▲昨年度の展示会（上野桜木あたり）

第
３
回
山
形
か
わ
に
し
豆
の
展
示
会

▼
日
　時
：
12
月
1
日
㈮
～
３
日
㈰

○
１
日
㈮
　午
後
１
時
～
６
時

○
２
日
㈯
　午
前
９
時
～
午
後
６
時

○
３
日
㈰
　午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
会
場
　

○
主
会
場
：
複
合
施
設
「
上
野
桜
木

　あ
た
り
」

○
第
２
会
場
：「
旧
吉
田
屋
酒
店
」

○
第
３
会
場
：「
K
’
s

　 

　
　
　

　G
r
e
e
n 

G
a
l
l
e
r
y
」

▼
内
　容
　豆
や
米
な
ど
農
産
品
の

　販
売
。
川
西
の
伝
統
文
化
に
関
す

　る
体
験
、
ス
ケ
ッ
チ
画
等
の
展
示
。

　郷
土
料
理
の
試
食
、
試
飲
や
都
内

　飲
食
店
で
川
西
食
材
を
使
っ
た
タ

　イ
ア
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
。
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③
路
上
駐
車
、

　夜
間
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　路
上
駐
車
は
道
路
除
雪
や
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
夜

間
の
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の

遅
れ
や
除
雪
が
で
き
な
く
な
る
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
作
業
時
間
が
前
後
し
ま
す

　
早
朝
除
雪
は
、
午
前
７
時
30
分
終

了
を
目
処
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
除

雪
作
業
は
、
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯

に
お
こ
な
う
よ
う
に
努
め
ま
す
が
、

降
雪
時
間
や
積
雪
状
況
、
除
雪
ル
ー

ト
に
よ
っ
て
時
間
差
が
出
ま
す
の
で
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。

②
田
畑
は
砂
利
の
対
策
を

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
田
畑
に
砂
利

が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
の
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

③
空
き
地
を
利
用

　
　
　
　させ
て
く
だ
さ
い

　
集
落
内
の
除
雪
は
、
雪
捨
て
場
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
空
き
地
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。
車
を
運
転
す

る
際
は
、
車
間
距
離
を
十
分
に

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
の
方

　町
で
は
安
全
・
安
心
な
冬
期
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
万
全
な
除

雪
体
制
を
と
っ
て
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
町
の
除
雪
は
す
べ
て

業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
新
積
雪
の
深
さ
が
10
㎝
以
上
に
な
る
と
出
動
し

ま
す
。
ま
た
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
早
朝
だ
け
で
な
く
日
中
も
除
雪

機
械
が
出
動
し
ま
す
。

　ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
に
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
防
火
施
設
や

　
　
　ご
み
収
集
所
の
除
雪

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
ご
み
収
集
所
な
ど
の
施
設
の

除
雪
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑤
工
作
物
の
破
損
は
連
絡
を

　
除
雪
作
業
で
工
作
物
が
破
損
し
た

場
合
は
、
町
地
域
整
備
課
建
設
管
理

グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●国道１１３号
　国土交通省米沢国道維持出張所 
　☎０２３８－３７－５３００
●その他の国道 ･ 県道
　置賜総合支庁建設部 道路計画課
　☎０２３８－２６－６０８０
●町道
　町地域整備課 建設管理グループ
　☎４２－６６４７

米
坂
線

↑
至 

犬
川
駅

県道南陽川西線

矢ノ目
公民館

至 犬川小至 大塚

ＪＡ山形おきたま
川西中央カントリー

犬　川

県道高畠川西線 至 高畠→

至 南陽→

矢
ノ
目
橋

犬
川
橋

県
道
上
伊
佐
沢
川
西
線

川西中

問町地域整備課建設管理グループ（道路管理チーム）☎４２－６６４７

今年度の雪捨て場です
　今年度の雪捨て場は、昨年度同様に「矢ノ目橋」下流右岸と「諏訪橋」
下流左岸の計２箇所です。
★排雪時間は、午前８時から午後５時までです。
《注意事項》
・雪捨場内の事故については、責任を負いません。
・「諏訪橋」下流左岸については、ダンプ２ｔまでとします。
　また大型車での雪捨てを禁止します。
・雪以外の土砂及びゴミ等の搬入は禁止します。

諏
訪
神
社

←玉庭

県 道 川 西 小 国 線諏訪橋
羽前小松駅→

犬川

諏訪橋下流左岸
県
道
椿
川
西
線

↑
飯
豊
町

●  

●  

●
問
い
合
せ
先
●  

●  

●

除
雪
作
業
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

は
、
除
雪
車
か
ら
距
離
を
置
い
て

歩
行
し
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

②
雪
を
道
路
に
捨
て
な
い

　屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
や
宅
地

内
に
あ
る
雪
は
、
道
路
（
消
雪
道

路
）、
歩
道
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
道
路
が
狭
く
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
路
面
に
凹
凸

が
で
き
、
歩
行
者
（
特
に
通
学
中

の
児
童
、
生
徒
）
や
車
の
交
通
の

妨
げ
の
原
因
に
な
り
、
大
変
危
険

で
す
。
各
自
治
会
内
で
注
意
を
呼

び
掛
け
合
う
な
ど
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
交
通
確
保
の
た
め
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文
化
財
も
の
が
た
り 

～
シ
リ
ー
ズ
⑫
～

問
町
生
涯
学
習
課

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

寒
河
江
善
秋
筆
南
画

な
そ
の
姿
は
、晩
年
提
唱
し
た「
半

遁
」（
財
や
名
利
で
は
な
く
、
自

身
が
心
の
底
か
ら
楽
し
い
と
思
え

る
こ
と
を
求
め
る
生
き
方
）
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
想

像
で
き
ま
す
。

　昔
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
寒
河
江
は
、
50
歳

を
過
ぎ
た
頃
思
い
切
っ
て
90
歳
を

越
す
老
南
画
家
に
師
事
し
ま
し
た
。

厳
し
い
画
風
で
知
ら
れ
る
師
の
範

本
を
熱
心
に
写
し
て
持
参
す
る
と
、

い
つ
も
「
君
の
絵
は
南
画
で
は
な

く
俳
画
だ
な
あ
」
と
い
っ
て
叱
ら

れ
た
と
い
い
ま
す
。
結
局
は
自
由

に
描
く
こ
と
の
方
が
楽
し
い
と
気

付
き
、
そ
の
門
を
離
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　筆
ま
め
を
自
称
し
た
寒
河
江
は

晩
年
、
病
床
で
も
挿
絵
を
入
れ
た

手
紙
を
し
た
た
め
、
知
人
に
送
る

こ
と
を
楽
し
み
と
し
て
い
ま
し
た
。

病
に
伏
し
て
な
お
遊
び
心
を
忘
れ

な
い
「
遊
び
の
才
人
」
と
し
て
の

姿
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　こ
の
資
料
は
、
吉
島
出
身
の
社

会
活
動
家
・
寒
河
江
善
秋
が
亡
く

な
る
16
日
前
に
筆
を
執
り
、
知
人

に
贈
っ
た
南
画
で
す
。
ア
メ
リ
カ

人
宣
教
師
ア
ー
サ
ー
・
Ｈ
・
ス
ミ

ス
が
著
し
た
『
中
国
人
的
性
格
』

（
１
８
９
０
）
の
一
節
を
抜
粋
し
、

自
身
が
南
画
の
画
題
と
し
て
好
ん

だ
「
寒
山
拾
得
」
の
絵
を
添
え
て

い
ま
す
。
唐
代
の
風
狂
僧
の
飄
逸

　町
の
障
が
い
者
福
祉
制
度
を
学

ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
関
係

者
の
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
福
祉
制
度
研
修
会
を
開
催

問
町
健
康
福
祉
課

　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

▼
日

　時
　11
月
21
日
㈫
　

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場

　所
　生
き
が
い
交
流
館

▼
対
象
者
　障
が
い
者
・
障
が
い

　者
の
家
族
の
ほ
か
関
心
の
あ
る

　方
▼
そ
の
他

　研
修
会
終
了
後
、
相

　談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す

▼
主

　催
　町
健
康
福
祉
課

　町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

県
民
手
帳
販
売
中
！

　や
ま
が
た
の
今
が
見
え
る
統
計

と
、
お
出
か
け
情
報
が
つ
い
て
い

る
「
県
民
手
帳
」
が
発
売
中
で
す
。

・
県
民
手
帳
（
税
込
６
０
０
円
）

・
農
業
日
誌
（
１
５
０
０
円
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌

　
　
　
　
　
　
　（１
５
０
０
円
） 

・
新
農
家
暦
（
５
２
０
円
）

※
金
額
は
す
べ
て
税
込

　最
寄
り
の
統
計
調
査
員
ま
た
は

左
記
担
当
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

伏
見
屋
書
店
で
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計

　グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
６
８

　置
賜
地
域
の
農
業
者
を
対
象
に
、

さ
ら
な
る
農
業
経
営
の
発
展
を
促

進
す
る
た
め
、
販
売
戦
略
・
経
営

戦
略
に
関
す
る
専
門
的
知
識
、
並

び
に
、
中
山
間
地
に
お
け
る
農
業

経
営
の
取
組
事
例
を
紹
介
す
る
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　12
月
６
日
㈬

　

　午
後
１
時
30
分
～

　（受
付
：
午
後
１
時
～
）

▼
会
場

　置
賜
総
合
支
庁
本
庁
舎

　２
階
講
堂

▼
主
催

　置
賜
地
区
農
業
経
営
支

　援
チ
ー
ム

▼
内
容

○
講
演
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目

　指
す
農
家
の
新
販
売
戦
略
」

　㈱
ミ
タ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

　代
表
取
締
役

　本
田
信
輔

　氏

○
事
例
発
表
「
地
域
農
業
を
支
え

　る
た
め
の
取
組
み
」

（
農
）
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　代
表
理
事

　佐
藤
政
和

　氏

▼
申
し
込
み
・
問

　置
賜
総
合
支

　庁
農
業
振
興
課
経
営
支
援
担
当

　☎
26
ー
６
０
４
９

▼
そ
の
他

　チ
ラ
シ
、
申
込
用
紙

　は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
産
業

　振
興
課
（
☎
42
ー
６
６
４
２
）

　に
あ
り
ま
す
。

農
業
経
営
力
向
上
研
修
会
を
開
催
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み
な
さ
ん
の
除
雪
・
排
雪
作
業
を
支
援

▼
対
象
団
体

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　町
民
が
主
と
な
り
組
織
し
共
同

活
動
を
行
う
団
体

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

　地
区
協
議
会
、
大
字
単
位
の
組

織
、
単
数
又
は
複
数
の
自
治
組
織

な
ど

▼
対
象
事
業 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
　

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯

な
ど
で
、
自
主
的
に
行
っ
た
雪
下

ろ
し
作
業
な
ど

※
親
戚
へ
の
除
雪
作
業
は
対
象
外
。

②
地
域
一
斉
排
雪

　集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
や
、
集

落
内
で
定
め
た
雪
押
し
場
の
排
雪

▼
補
助
金
申
請

　申
請
団
体
の
代
表
者
は
、「
事

業
計
画
書
」「
収
支
予
算
書
」「
事

業
参
加
者
名
簿
」
を
添
付
し
て
、

町
に
補
助
金
の
交
付
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
の
受
益
者

●
30
戸
以
上
　
　７
万
円

●
20
戸
以
上
30
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　３
万
円

●
５
戸
以
上
１
０
戸
未
満

　
　
　
　
　
　
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　１
万
円

②
地
域
一
斉
排
雪
の
受
益
者
又
は

　実
参
加
者

●
20
戸
以
上
　
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　３
万
円

●
5
戸
以
上
10
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　１
万
円

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
箇
所
に

　つ
き
１
回
の
み
。

※
補
助
金
の
申
請
書
類
は
、
左
記

　及
び
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に

　準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町

　

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

高
齢
者
住
宅
な
ど
の
雪
下
ろ
し
を
支
援

　自
力
で
除
雪
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
や
心
身
障
が
い
者
の
世

帯
の
み
な
さ
ん
へ
、
除
雪
援
助
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

問
町
健
康
福
祉
課
　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
除
雪
作

業
や
、
自
治
会
な
ど
で
集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
の
排
雪
作
業
な
ど
を
行
っ

た
場
合
に
、
町
か
ら
一
定
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　帳
を
お
持
ち
の
方
の
み

▼
交
付
要
件

①
自
力
で
除
雪
が
で
き
ず
、
親
族

　や
近
隣
の
方
の
援
助
も
受
け
ら

　れ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
が
平
成
29
年
度
町
民

　税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外
。

※
入
院
・
施
設
入
所
に
よ
り
不
在

生
活
道
路
の
除
雪
作
業
を
支
援

　し
た
も
の

⑵
延
長
30
ｍ
以
上
、
道
路
幅
員

　２・
５
ｍ
以
上
で
あ
り
、
沿
線

　に
概
ね
３
戸
以
上
の
住
居
等
の

　要
件
に
当
て
は
ま
る
路
線
で
あ

　る
こ
と
。（
詳
細
は
お
問
い
合

　わ
せ
く
だ
さ
い
）

⑶
雪
の
深
さ
が
10
ｃ
ｍ
以
上
で
あ

　る
こ
と
。

▼
対
象
者

　町
内
自
治
会

▼
補
助
金
額

　除
雪
単
価
に
作
業
時
間
（
10
分

単
位
）
を
乗
じ
た
額
（
出
動
の
準

▼
対
象
事
業

　自
治
会
が
生
活
道
路
の
確
保
の

た
め
に
、
自
治
会
住
民
に
委
託
す

る
機
械
除
雪
作
業
の
う
ち
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
。

⑴
自
治
会
が
住
民
に
除
雪
を
依
頼

　の
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　退
院
・
施
設
退
所
な
ど
で
自
宅

　に
戻
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
申
し

　込
み
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額

　１
世
帯
当
た
り
３
万
円
ま
で

　（玉
庭
、
東
沢
地
区
の
み
　
　

　４
万
５
０
０
０
円
ま
で
）

※
助
成
額
を
超
え
た
分
は
自
己
負

　担
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　地
区
担
当
民
生
委
員
を
と
お
し

て
、
担
当
課
に
申
請
書
を
提
出
く

だ
さ
い
。

備
時
間
と
待
機
時
間
は
対
象
外
）

【
補
助
金
の
上
限
（
除
雪
距
離
）】

⑴
１
０
０
ｍ
未
満
…
３
万
円

⑵
１
０
０
ｍ
以
上
２
０
０
ｍ
未
満

　
　
　
　
　
　
　…
５
万
円

⑶
２
０
０
ｍ
以
上
…
10
万
円

▼
対
象
期
間
　12
月
１
日
～

　平
成
30
年
３
月
15
日

▼
申
込
方
法
　自
治
会
を
と
お
し

　て
担
当
課
に
申
請
書
を
提
出
し

　て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　申
請
書
や
、
補
助
事

　業
の
要
件
な
ど
は
、
問
い
合
わ

　せ
く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
７

▲協力して除雪を

決
算
公
表

冬
へ
の
備
え

税
、
選
挙
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
講
座
な
ど

婚
活
、
家
電
回
収

研
修
会
、
文
化
財

里
の
暮
ら
し

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

年
金
の
日
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まちからのお知らせ
town information

　本
気
で
結
婚
し
た
い
方
に
、「
仲

人
役
」「
相
談
役
」「
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
支
援
す
る
役
割
を
持
っ
た

「
川
西
町
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
」

の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
川
西
町
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
〉

○
吉
村
徹
さ
ん

○
荒
澤
久
美
さ
ん

○
井
上
清
人
さ
ん

○
吉
村
広
喜
さ
ん

○
髙
橋
由
和
さ
ん

○
島
貫
良
子
さ
ん

○
遠
藤
明
子
さ
ん

制
度
利
用
の
流
れ

①
「
か
わ
に
し
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
登

　録
カ
ー
ド
」
に
必
要
事
項
を
記

　入
の
う
え
、
お
近
く
の
ラ
イ
フ

　デ
ザ
イ
ナ
ー
か
、
ま
ち
づ
く
り

　課
に
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

②
「
か
わ
に
し
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
登

　録
カ
ー
ド
」
に
記
載
さ
れ
た
内

　容
を
も
と
に
、
そ
の
人
に
合
っ

　た
異
性
を
ご
紹
介
し
、
ラ
イ
フ

　デ
ザ
イ
ナ
ー
が
出
会
う
場
を
設

　定
し
ま
す
。

本
気
で
結
婚
し
た
い
ア
ナ
タ
に
お
知
ら
せ
！

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

③
そ
の
後
、
必
要
に
応
じ
て
相
談

　に
乗
り
助
言
を
行
う
ほ
か
、
県

　や
町
な
ど
が
行
う
出
会
い
を
目

　的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
を

　随
時
行
い
ま
す
。

※
制
度
の
詳
細
や
「
か
わ
に
し
ラ

　イ
フ
プ
ラ
ン
登
録
カ
ー
ド
」
様

　式
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
家
電
の
無
料
回
収
を
行
い
ま
す

　ご
家
庭
で
不
要
に
な
り
使
用
し

て
い
な
い
小
型
家
電
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
対
象
の
小
型
家
電
を
無
料

で
回
収
し
ま
す
。

▼
日
時
：
11
月
25
日
㈯

　午
前
９
時
～
10
時

▼
会
場
：
エ
コ
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
前

　広
場

※
下
記
の
対
象
品
以
外
の
製
品
は

　回
収
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
対
象

　品
リ
ス
ト
を
町
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

①
回
収
は
事
前
に
個
人
情
報
が
消

　去
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
回
収
さ
れ
た
小
型
家
電
は
、
そ

　の
後
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

③
乾
電
池（
ボ
タ
ン
電
池
を
含
む
）

　は
あ
ら
か
じ
め
取
り
外
し
て
く

　だ
さ
い
。

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

項目 詳細
通信機械器具 ・電話機（ダイヤル式除く）・ファクシミリ

・携帯電話、スマホ・公衆用ＰＨＳ端末など

電子機械器具 ・ＤＶＤ，ＢＤプレイヤー／レコーダー
・ＭＤ、ＣＤプレーヤー・電子辞書など

カー用品 ・カーナビ、テレビ、ＤＶＤ、ステレオなど
・ＥＴＣ車載ユニットなど

パソコン類 ・デスクトップＰＣ・ノートＰＣ・液晶モニ
ター・タブレット・ワープロなど

ゲーム機 ・ゲーム機本体・ミニ電子ゲーム・コントロー
ラー・カッセット式ゲームソフトなど

その他付属品 ・ケーブル・充電器・アダプター・プラグ、
ジャックなど

　町
報
７
月
号
で
募
集
し
ま
し
た

「
川
西
町
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
し
な
が
ら
節
電
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
の
季
節
は
暖
房
や
照

明
な
ど
、
電
気
の
需
要
が
多
く
な

る
季
節
で
す
。
体
調
に
は
十
分
気

を
つ
け
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
節

電
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
結
果
発
表
】

※
昨
年
度
の
電
気
使
用
量
に
対
し

　て
世
帯
１
人
当
た
り
の
削
減
率

▼
最
優
秀
賞
　大
河
原
小
絵
さ
ん

　・
削
減
率
16
・
１
％

▼
優
秀
賞
　須
貝
　孝
さ
ん
　
　

　・
削
減
率
10
・
６
％

▼
努
力
賞

　佐
藤

　千
恵
美
さ
ん

　・
削
減
率

　２・５
％

川
西
町
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
結
果
発
表
！

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

　10
月
27
日
㈮
、
坂
田
ト
シ
子
さ

ん(

尾
長
島)
と
伊
藤
眞
知
子
さ

ん(

上
小
松)
が
山
形
県
社
会
教

育
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　お
２
人
は
平
成
21
年
度
か
ら
８

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
社
会

教
育
委
員
を
務
め
ら
れ
、
町
の
生

涯
学
習
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

山
形
県
教
育
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ

　ル
ー
プ
　☎

44
ー
２
８
４
３

川
西
町
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
制
度
を
紹
介
し
ま
す

決
算
公
表

冬
へ
の
備
え

税
、
選
挙
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
講
座
な
ど

婚
活
、
家
電
回
収

研
修
会
、
文
化
財

里
の
暮
ら
し

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

年
金
の
日

▲伊藤さん（左）と坂田さん（右）
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こ
ん
な
時
は
漏
水
！ 

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
文
字
盤
に
あ

る
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円
盤
）

が
回
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
回
ら
な
い
：
漏
水
な
し

▼
回
る
：
漏
水
の
危
険
性
が
あ
り

　ま
す
。
早
急
に
町
指
定
水
道
工

　事
業
者
に
連
絡
を
！

※
冬
期
間
は
、
メ
ー
タ
ー
検
針
を

　行
い
ま
せ
ん
の
で
、
使
用
者
の

　方
が
定
期
的
に
確
認
し
て
く
だ

　さ
い
。

漏
水
や
凍
結
を

　
　
　
　防
ぐ
に
は
？

①
冬
期
間
使
用
し
な
い
水
栓
（
屋

　外
の
蛇
口
）
や
、
不
在
に
な
る

　期
間
が
多
い
施
設
（
公
民
館
な

　ど
）、
数
日
間
留
守
に
す
る
場

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
水
道
の
漏
水
や

　
　
　
　
　凍結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　

　合
な
ど
は
、
必
ず
水
抜
き
栓
や

　丙
バ
ル
ブ
な
ど
に
よ
る
止
水
を

　行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
凍
結
防
止
に
保
温
材
や
凍
結
防

　止
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
く
だ

　さ
い
。

③
屋
外
の
蛇
口
や
立
ち
上
り
管
は
、

　囲
い
な
ど
の
防
護
で
積
雪
に
よ

　る
破
損
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

④
冬
期
間
使
用
し
な
い
設
備
（
空

　き
家
や
作
業
小
屋
な
ど
）
は
、

　担
当
課
に
使
用
中
止
の
手
続
き

　を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
勢
い
の
低

　下
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
消
費
量

　増
加
、
雪
が
溶
け
て
い
る
場
所

　が
あ
る
な
ど
が
あ
っ
た
際
は
水

　道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ

　さ
い
。

※
万
が
一
漏
水
し
て
し
ま
っ
た
場

　合
は
、
速
や
か
に
町
指
定
水
道

　工
事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
て

　く
だ
さ
い
。

※
冬
期
間
の
上
下
水
道
使
用
料
は
、

　10
・
11
月
の
平
均
使
用
水
量
に

　よ
る
概
算
料
金
で
納
付
い
た
だ

　き
、
春
に
精
算
し
ま
す
。

問
町
地
域
整
備
課

　上
下
水
道
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
５
３

油
流
出
事
故
に

　
　
　
　注意
！

　こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
な
ど

で
灯
油
な
ど
を
使
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。

　油
の
流
出
は
、
河
川
の
水
質
や

動
植
物
の
生
態
系
に
大
き
く
影
響

を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
事
故

を
起
こ
し
た
ご
家
庭
に
と
っ
て
も

経
済
的
に
大
き
な
負
担
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
心
が
け
】

▼
そ
の
場
を
離
れ
な
い
・
目
を
離

　さ
な
い

　ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
給
油

を
す
る
際
は
、
絶
対
に
そ
の
場
を

離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
定
期
点
検
を
怠
ら
な
い

　配
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
定
期

点
検
に
努
め
ま
し
ょ
う

※
万
が
一
油
が
流
出
し
て
し
ま
っ

　た
場
合
は
す
ぐ
連
絡
し
て
く
だ

　さ
い
。

問
町
住
民
生
活
課

　生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
８

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西

　消
防
署

　☎
42
ー
３
７
０
０

口
座
残
高
の
確
認
を

　今
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
４
期
、
国
民
健
康
保
険

税
第
５
期
、
介
護
保
険
料
第
５
期
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
５
期

の
納
付
月
で
す
。
納
付
期
限
は
11

月
30
日
㈭
、
口
座
振
替
日
は
11
月

28
日
㈫
で
す
。
口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
振
替
日
前
日

ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、

再
度
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

後
日
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
て
現

金
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替

　
納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定

の
口
座
か
ら
自
動
振
替
で
納
付
で

き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る
方
、

口
座
を
変
更
さ
れ
る
方
や
利
用
を

や
め
る
方
は
、
金
融
機
関
窓
口
に

あ
る
「
川
西
町
収
入
金
口
座
振
替

依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

金
融
機
関
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
末
日
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
20

日
）
ま
で
金
融
機
関
で
受
理
さ
れ

た
も
の
は
、
翌
月
以
降
の
口
座
振

替
日
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

　す
で
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
で
も
、
口
座
振
替
を
し
て

い
な
い
新
た
な
税
目
が
発
生
し
た

場
合
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
金
融
機
関

（
次
の
本
店
及
び
各
支
店
）

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業

協
同
組
合
・
山
形
中
央
信
用
組
合

・
米
沢
信
用
金
庫
・
荘
内
銀
行

・
き
ら
や
か
銀
行

・
東
北
労
働
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問
町
税
務
会
計
課 

収
納
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
４

納
付
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う

　町
税
な
ど
を
納
付
期
限
ま
で
に

完
納
さ
れ
な
い
方
に
は
、
督
促
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
納

付
確
認
に
は
１
週
間
程
度
か
か
る

た
め
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら

納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
督
促
状
が

送
付
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

納
付
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

税
金
の
納
付
は
忘
れ
ず
に

　
　
　
　注意
！

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
な
ど
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第
48
回
衆
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果

　10
月
22
日
㈰
執
行
の
衆
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
小
選
挙
区
選
出
議
員

選
挙
）
の
、本
町
に
お
け
る
投
票
率
は
65・43
％
で
、前
回
（
58・09
％
）

に
比
べ
７
・
34
％
向
上
し
ま
し
た
。

投票総数 ８，８００票
有効投票数 ８，７０６票
無効投票数 ９４票
候補者ごとの得票数
岩　本　こうじ ４２８票
すずき　のりかず ４，５５２票
近　藤　ようすけ ３，７２６票

投票総数 ８，７９８票
有効投票数 ８，５６９票
無効投票数 ２２９票
政党ごとの得票数（候補者名含む）
公 明 党 ８８５票
日本維新の会 １８８票
日本のこころ ８２票
社会民主党 ２９９票
日本共産党 ４４６票
幸福実現党 ４４票
自由民主党 ３，０５７票
希 望 の 党 ２，２９０票
立憲民主党 １，２７８票

【開票結果】比例代表選出議員選挙 【開票結果】小選挙区選出議員選挙

有権者数 １３，４５０人
うち１９歳 １３０人
うち１８歳 １１１人
投票数 ８，８００人
うち１９歳 ４０人
うち１８歳 ７９人
投票率 ６５．４３％
うち１９歳 ３０．７７％
うち１８歳 ７１．１７％

【投票結果】小選挙区選出議員選挙

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
本
格
運
用
開
始
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

　
　
　
　
　利
用
す
る
業
務

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
必
要

な
手
続
き
と
、
そ
の
際
に
必
要
な

本
人
確
認
書
類
な
ど
を
一
部
紹
介

し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
必
要
な
申
請
手
続
き
の
詳
細
は

各
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
内
容
に
よ
っ
て
は
添
付

　書
類
が
省
略
で
き
な
い
場
合
も

　あ
り
ま
す
。

マイナンバーが必要な手続き 担当課 電話番号
くらし 町営住宅 地域整備課　建設管理グループ ４２－６６４７
税　金 各種申告 税務会計課　町税グループ ４２－６６２２

子育て
児童手当、児童扶養手当、特別児童
扶養手当 健康福祉課　福祉グループ ４２－６６３５
保育所への入所 教育総務課　子育て支援グループ ４２－６６７１

介　護 介護保険 健康福祉課　介護支援グループ ４２－６６３８
福　祉 障害者福祉サービス、障害者手帳、

自立支援医療など 健康福祉課　福祉グループ ４２－６６３５
保健・医療 国民健康保険、後期高齢者医療など 健康福祉課　健康推進グループ ４２－２１１４

行
政
手
続
き
が
簡
単
に

　情
報
連
携
が
開
始
さ
れ
る
と
、

役
場
で
の
手
続
き
の
際
に
必
要
と

な
る
書
類
の
提
出
を
一
部
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
今
後
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
用

い
る
こ
と
で
各
行
政
機
関
が
持
つ

個
人
情
報
が
ひ
も
付
け
さ
れ
、
図

の
よ
う
に
所
得
証
明
書
な
ど
の
書

類
の
提
出
を
省
略
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
書
類
】

▼
個
人
番
号
確
認
書
類
（
次
の
い

　ず
れ
か
１
点
）

・
個
人
番
号
カ
ー
ド

・
通
知
カ
ー
ド

・
個
人
番
号
が
記
さ
れ
た
住
民
票

▼
本
人
確
認
書
類

●
１
点
で
受
付
可
能
な
確
認
書
類

　個
人
番
号
カ
ー
ド
、
旅
券
、
運

　転
免
許
証
、
在
留
カ
ー
ド
、
住

　民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
　（顔
写

　真
付
き
）
な
ど

●
２
点
で
受
付
可
能
な
確
認
書
類

　年
金
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

　者
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保

　険
者
証
、
児
童
扶
養
手
当
証
書

　な
ど

①
手
当
の
申
請

②
給
付

▲

▲

▲▲

行政間の情報連携に
より、所得証明書の
提出が不要に！

【
例
】
平
成
29
年
1
月
1
日
に
Ａ

市
に
住
ん
で
い
て
、
平
成
29
年
中

に
川
西
町
に
転
入
。
児
童
手
当
の

申
請
を
し
た
場
合
。

Ａ市役所

川西町

情報連携

投票権が１８歳以上に引き上げられた前回の
選挙（平成２８年７月１０日執行の第２４回
参議院議員通常選挙）に比べ、１８歳の投票
率が１６．１５ポイント上昇しました。

決
算
公
表

冬
へ
の
備
え

税
、
選
挙
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
講
座
な
ど

婚
活
、
家
電
回
収

研
修
会
、
文
化
財

里
の
暮
ら
し

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

年
金
の
日

１１
１３
㊊
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【
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
】

○
講
演
「
地
域
を
元
気
に
す
る
、

　ひ
と
づ
く
り
と
出
番
づ
く
り
」

○
講
師
：
一
般
社
団
法
人
と
ち
ぎ

　市
民
協
働
研
究
会

　代
表
理
事

　
　
　
　
　
　
　廣
瀬
隆
人

　氏

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

申
込
・
問
お
き
た
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
44
ー
２
８
４
０

まちからのお知らせ
town information

　来
年
５
月
ま
で
に
、
３
年
間
の

任
期
を
終
え
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　隊
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
３
年
間
の

活
動
実
績
を
、
そ
し
て
思
い
出
を

語
り
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　12
月
13
日
㈬
　

　午
後
６
時
～

▼
会
場
　中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

▼
報
告
者

○
柚
木
大
祐

○
長
岡
義
和・長
岡
未
実
（
夫
婦
）

○
鎌
田
寿
（
農
業
研
修
生
）

○
久
保
木
崇

○
窪
村
郁
子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
開
催

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

３
年
間
の
感
謝
を
込
め
て

　法
務
省
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

12
月
４
日
㈪
か
ら
12
月
10
日
㈰
ま

で
を
第
69
回
人
権
週
間
と
定
め
、

各
種
の
啓
発
行
事
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　こ
の
期
間
中
、
町
で
は
『
人
権

な
ん
で
も
相
談
所
』
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。
家
族
内
で
の
い

ざ
こ
ざ
、
学
校
な
ど
で
の
い
じ
め
、

子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
行

い
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
時

　12
月
６
日
㈬

　午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
場
所

　生
き
が
い
交
流
館

▼
受
付

　米
沢
人
権
擁
護
委
員
協

　議
会
川
西
部
会
の
み
な
さ
ん

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設問

町
住
民
生
活
課

　生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
８

　町
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
「
こ
れ
か

ら
」
を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り

マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
申
し
込
み
の
あ
っ
た
受

講
者
以
外
に
、
一
般
の
方
も
受
講

で
き
る
公
開
講
座
を
下
記
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
結
び
付
く
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
講
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　12
月
12
日
㈫

　

　午
後
７
時
～
９
時

▼
会
場

　中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

▼
演
題
　ま
ち
を
リ
ア
ル
分
析
！

　数
字
で
み
る
川
西
町	

▼
講
師
　東
北
福
祉
大
学
准
教
授

　
　
　
　
　
　佐
藤
　英
仁
　氏

▼
主
な
内
容
　全
国
的
・
国
際
的

　な
視
点
か
ら
川
西
町
を
と
ら
え
、

　さ
ま
ざ
ま
な
数
値
を
通
し
て
ま

　ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

▼
受
講
資
格

　年
齢
、
性
別
等
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
受
講
料

　無
料

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
公
開
講
座
」
受
講
者
募
集
！

　若
い
人
た
ち
が
積
極
的
に
地
域

づ
く
り
に
関
わ
り
、
地
域
と
共
に

課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
む
た
め

の
場
（
環
境
・
仕
組
み
）
づ
く
り
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

　11
月
25
日
㈯

　

　午
後
２
時
～
５
時

▼
会
場

　川
西
町
農
村
環
境
改
善

　セ
ン
タ
ー

▼
対
象

　ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の

　あ
る
方
（
参
加
無
料
）

▼
申
込
期
限

　11
月
20
日
㈪

▼
内
容

　　

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
】

　パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
テ
ー
マ
「
川
西
町
の
若
者
と
地

　域
と
の
つ
な
が
り
」

○
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
講
座

　受
講
生
や
認
定
者
と
地
域
の
人

　が
い
か
に
繋
が
り
、
地
域
を
い

　か
に
持
続
し
未
来
に
繋
い
で
い

　け
る
か
を
、
会
場
の
み
な
さ
ん

　と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

「
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

▲みなさん来てください！
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まちからのお知らせ
town information

　本
気
で
結
婚
し
た
い
方
に
、「
仲

人
役
」「
相
談
役
」「
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
支
援
す
る
役
割
を
持
っ
た

「
川
西
町
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
」

の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
川
西
町
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
〉

○
吉
村
徹
さ
ん

○
荒
澤
久
美
さ
ん

○
井
上
清
人
さ
ん

○
吉
村
広
喜
さ
ん

○
髙
橋
由
和
さ
ん

○
島
貫
良
子
さ
ん

○
遠
藤
明
子
さ
ん

制
度
利
用
の
流
れ

①
「
か
わ
に
し
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
登

　録
カ
ー
ド
」
に
必
要
事
項
を
記

　入
の
う
え
、
お
近
く
の
ラ
イ
フ

　デ
ザ
イ
ナ
ー
か
、
ま
ち
づ
く
り

　課
に
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

②
「
か
わ
に
し
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
登

　録
カ
ー
ド
」
に
記
載
さ
れ
た
内

　容
を
も
と
に
、
そ
の
人
に
合
っ

　た
異
性
を
ご
紹
介
し
、
ラ
イ
フ

　デ
ザ
イ
ナ
ー
が
出
会
う
場
を
設

　定
し
ま
す
。

本
気
で
結
婚
し
た
い
ア
ナ
タ
に
お
知
ら
せ
！

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

③
そ
の
後
、
必
要
に
応
じ
て
相
談

　に
乗
り
助
言
を
行
う
ほ
か
、
県

　や
町
な
ど
が
行
う
出
会
い
を
目

　的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
を

　随
時
行
い
ま
す
。

※
制
度
の
詳
細
や
「
か
わ
に
し
ラ

　イ
フ
プ
ラ
ン
登
録
カ
ー
ド
」
様

　式
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
家
電
の
無
料
回
収
を
行
い
ま
す

　ご
家
庭
で
不
要
に
な
り
使
用
し

て
い
な
い
小
型
家
電
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
対
象
の
小
型
家
電
を
無
料

で
回
収
し
ま
す
。

▼
日
時
：
11
月
25
日
㈯

　午
前
９
時
～
10
時

▼
会
場
：
エ
コ
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
前

　広
場

※
下
記
の
対
象
品
以
外
の
製
品
は

　回
収
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
対
象

　品
リ
ス
ト
を
町
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

①
回
収
は
事
前
に
個
人
情
報
が
消

　去
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
回
収
さ
れ
た
小
型
家
電
は
、
そ

　の
後
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

③
乾
電
池（
ボ
タ
ン
電
池
を
含
む
）

　は
あ
ら
か
じ
め
取
り
外
し
て
く

　だ
さ
い
。

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

項目 詳細
通信機械器具 ・電話機（ダイヤル式除く）・ファクシミリ

・携帯電話、スマホ・公衆用ＰＨＳ端末など

電子機械器具 ・ＤＶＤ，ＢＤプレイヤー／レコーダー
・ＭＤ、ＣＤプレーヤー・電子辞書など

カー用品 ・カーナビ、テレビ、ＤＶＤ、ステレオなど
・ＥＴＣ車載ユニットなど

パソコン類 ・デスクトップＰＣ・ノートＰＣ・液晶モニ
ター・タブレット・ワープロなど

ゲーム機 ・ゲーム機本体・ミニ電子ゲーム・コントロー
ラー・カッセット式ゲームソフトなど

その他付属品 ・ケーブル・充電器・アダプター・プラグ、
ジャックなど

　町
報
７
月
号
で
募
集
し
ま
し
た

「
川
西
町
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
し
な
が
ら
節
電
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
の
季
節
は
暖
房
や
照

明
な
ど
、
電
気
の
需
要
が
多
く
な

る
季
節
で
す
。
体
調
に
は
十
分
気

を
つ
け
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
節

電
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
結
果
発
表
】

※
昨
年
度
の
電
気
使
用
量
に
対
し

　て
世
帯
１
人
当
た
り
の
削
減
率

▼
最
優
秀
賞
　大
河
原
小
絵
さ
ん

　・
削
減
率
16
・
１
％

▼
優
秀
賞
　須
貝
　孝
さ
ん
　
　

　・
削
減
率
10
・
６
％

▼
努
力
賞

　佐
藤

　千
恵
美
さ
ん

　・
削
減
率

　２・５
％

川
西
町
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
結
果
発
表
！

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

　10
月
27
日
㈮
、
坂
田
ト
シ
子
さ

ん(

尾
長
島)
と
伊
藤
眞
知
子
さ

ん(

上
小
松)
が
山
形
県
社
会
教

育
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　お
２
人
は
平
成
21
年
度
か
ら
８

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
社
会

教
育
委
員
を
務
め
ら
れ
、
町
の
生

涯
学
習
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

山
形
県
教
育
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ

　ル
ー
プ
　☎

44
ー
２
８
４
３

川
西
町
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
制
度
を
紹
介
し
ま
す

決
算
公
表

冬
へ
の
備
え

税
、
選
挙
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
講
座
な
ど

婚
活
、
家
電
回
収

研
修
会
、
文
化
財

里
の
暮
ら
し

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

年
金
の
日

▲伊藤さん（左）と坂田さん（右）
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こ
ん
な
時
は
漏
水
！ 

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
文
字
盤
に
あ

る
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円
盤
）

が
回
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
回
ら
な
い
：
漏
水
な
し

▼
回
る
：
漏
水
の
危
険
性
が
あ
り

　ま
す
。
早
急
に
町
指
定
水
道
工

　事
業
者
に
連
絡
を
！

※
冬
期
間
は
、
メ
ー
タ
ー
検
針
を

　行
い
ま
せ
ん
の
で
、
使
用
者
の

　方
が
定
期
的
に
確
認
し
て
く
だ

　さ
い
。

漏
水
や
凍
結
を

　
　
　
　防
ぐ
に
は
？

①
冬
期
間
使
用
し
な
い
水
栓
（
屋

　外
の
蛇
口
）
や
、
不
在
に
な
る

　期
間
が
多
い
施
設
（
公
民
館
な

　ど
）、
数
日
間
留
守
に
す
る
場

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
水
道
の
漏
水
や

　
　
　
　
　凍結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　

　合
な
ど
は
、
必
ず
水
抜
き
栓
や

　丙
バ
ル
ブ
な
ど
に
よ
る
止
水
を

　行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
凍
結
防
止
に
保
温
材
や
凍
結
防

　止
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
く
だ

　さ
い
。

③
屋
外
の
蛇
口
や
立
ち
上
り
管
は
、

　囲
い
な
ど
の
防
護
で
積
雪
に
よ

　る
破
損
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

④
冬
期
間
使
用
し
な
い
設
備
（
空

　き
家
や
作
業
小
屋
な
ど
）
は
、

　担
当
課
に
使
用
中
止
の
手
続
き

　を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
勢
い
の
低

　下
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
消
費
量

　増
加
、
雪
が
溶
け
て
い
る
場
所

　が
あ
る
な
ど
が
あ
っ
た
際
は
水

　道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ

　さ
い
。

※
万
が
一
漏
水
し
て
し
ま
っ
た
場

　合
は
、
速
や
か
に
町
指
定
水
道

　工
事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
て

　く
だ
さ
い
。

※
冬
期
間
の
上
下
水
道
使
用
料
は
、

　10
・
11
月
の
平
均
使
用
水
量
に

　よ
る
概
算
料
金
で
納
付
い
た
だ

　き
、
春
に
精
算
し
ま
す
。

問
町
地
域
整
備
課

　上
下
水
道
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
５
３

油
流
出
事
故
に

　
　
　
　注意
！

　こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
な
ど

で
灯
油
な
ど
を
使
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。

　油
の
流
出
は
、
河
川
の
水
質
や

動
植
物
の
生
態
系
に
大
き
く
影
響

を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
事
故

を
起
こ
し
た
ご
家
庭
に
と
っ
て
も

経
済
的
に
大
き
な
負
担
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
心
が
け
】

▼
そ
の
場
を
離
れ
な
い
・
目
を
離

　さ
な
い

　ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
給
油

を
す
る
際
は
、
絶
対
に
そ
の
場
を

離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
定
期
点
検
を
怠
ら
な
い

　配
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
定
期

点
検
に
努
め
ま
し
ょ
う

※
万
が
一
油
が
流
出
し
て
し
ま
っ

　た
場
合
は
す
ぐ
連
絡
し
て
く
だ

　さ
い
。

問
町
住
民
生
活
課

　生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
８

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西

　消
防
署

　☎
42
ー
３
７
０
０

口
座
残
高
の
確
認
を

　今
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
４
期
、
国
民
健
康
保
険

税
第
５
期
、
介
護
保
険
料
第
５
期
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
５
期

の
納
付
月
で
す
。
納
付
期
限
は
11

月
30
日
㈭
、
口
座
振
替
日
は
11
月

28
日
㈫
で
す
。
口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
振
替
日
前
日

ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、

再
度
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

後
日
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
て
現

金
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替

　
納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定

の
口
座
か
ら
自
動
振
替
で
納
付
で

き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る
方
、

口
座
を
変
更
さ
れ
る
方
や
利
用
を

や
め
る
方
は
、
金
融
機
関
窓
口
に

あ
る
「
川
西
町
収
入
金
口
座
振
替

依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

金
融
機
関
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
末
日
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
20

日
）
ま
で
金
融
機
関
で
受
理
さ
れ

た
も
の
は
、
翌
月
以
降
の
口
座
振

替
日
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

　す
で
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
で
も
、
口
座
振
替
を
し
て

い
な
い
新
た
な
税
目
が
発
生
し
た

場
合
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
金
融
機
関

（
次
の
本
店
及
び
各
支
店
）

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業

協
同
組
合
・
山
形
中
央
信
用
組
合

・
米
沢
信
用
金
庫
・
荘
内
銀
行

・
き
ら
や
か
銀
行

・
東
北
労
働
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問
町
税
務
会
計
課 

収
納
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
４

納
付
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う

　町
税
な
ど
を
納
付
期
限
ま
で
に

完
納
さ
れ
な
い
方
に
は
、
督
促
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
納

付
確
認
に
は
１
週
間
程
度
か
か
る

た
め
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら

納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
督
促
状
が

送
付
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

納
付
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

税
金
の
納
付
は
忘
れ
ず
に

　
　
　
　注意
！

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
な
ど

町報かわにし　14平成２９年１１月１５日

第
48
回
衆
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果

　10
月
22
日
㈰
執
行
の
衆
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
小
選
挙
区
選
出
議
員

選
挙
）
の
、本
町
に
お
け
る
投
票
率
は
65・43
％
で
、前
回
（
58・09
％
）

に
比
べ
７
・
34
％
向
上
し
ま
し
た
。

投票総数 ８，８００票
有効投票数 ８，７０６票
無効投票数 ９４票
候補者ごとの得票数
岩　本　こうじ ４２８票
すずき　のりかず ４，５５２票
近　藤　ようすけ ３，７２６票

投票総数 ８，７９８票
有効投票数 ８，５６９票
無効投票数 ２２９票
政党ごとの得票数（候補者名含む）
公 明 党 ８８５票
日本維新の会 １８８票
日本のこころ ８２票
社会民主党 ２９９票
日本共産党 ４４６票
幸福実現党 ４４票
自由民主党 ３，０５７票
希 望 の 党 ２，２９０票
立憲民主党 １，２７８票

【開票結果】比例代表選出議員選挙 【開票結果】小選挙区選出議員選挙

有権者数 １３，４５０人
うち１９歳 １３０人
うち１８歳 １１１人
投票数 ８，８００人
うち１９歳 ４０人
うち１８歳 ７９人
投票率 ６５．４３％
うち１９歳 ３０．７７％
うち１８歳 ７１．１７％

【投票結果】小選挙区選出議員選挙

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
本
格
運
用
開
始
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

　
　
　
　
　利
用
す
る
業
務

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
必
要

な
手
続
き
と
、
そ
の
際
に
必
要
な

本
人
確
認
書
類
な
ど
を
一
部
紹
介

し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
必
要
な
申
請
手
続
き
の
詳
細
は

各
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
内
容
に
よ
っ
て
は
添
付

　書
類
が
省
略
で
き
な
い
場
合
も

　あ
り
ま
す
。

マイナンバーが必要な手続き 担当課 電話番号
くらし 町営住宅 地域整備課　建設管理グループ ４２－６６４７
税　金 各種申告 税務会計課　町税グループ ４２－６６２２

子育て
児童手当、児童扶養手当、特別児童
扶養手当 健康福祉課　福祉グループ ４２－６６３５
保育所への入所 教育総務課　子育て支援グループ ４２－６６７１

介　護 介護保険 健康福祉課　介護支援グループ ４２－６６３８
福　祉 障害者福祉サービス、障害者手帳、

自立支援医療など 健康福祉課　福祉グループ ４２－６６３５
保健・医療 国民健康保険、後期高齢者医療など 健康福祉課　健康推進グループ ４２－２１１４

行
政
手
続
き
が
簡
単
に

　情
報
連
携
が
開
始
さ
れ
る
と
、

役
場
で
の
手
続
き
の
際
に
必
要
と

な
る
書
類
の
提
出
を
一
部
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
今
後
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
用

い
る
こ
と
で
各
行
政
機
関
が
持
つ

個
人
情
報
が
ひ
も
付
け
さ
れ
、
図

の
よ
う
に
所
得
証
明
書
な
ど
の
書

類
の
提
出
を
省
略
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
書
類
】

▼
個
人
番
号
確
認
書
類
（
次
の
い

　ず
れ
か
１
点
）

・
個
人
番
号
カ
ー
ド

・
通
知
カ
ー
ド

・
個
人
番
号
が
記
さ
れ
た
住
民
票

▼
本
人
確
認
書
類

●
１
点
で
受
付
可
能
な
確
認
書
類

　個
人
番
号
カ
ー
ド
、
旅
券
、
運

　転
免
許
証
、
在
留
カ
ー
ド
、
住

　民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
　（顔
写

　真
付
き
）
な
ど

●
２
点
で
受
付
可
能
な
確
認
書
類

　年
金
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

　者
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保

　険
者
証
、
児
童
扶
養
手
当
証
書

　な
ど

①
手
当
の
申
請

②
給
付

▲

▲

▲▲

行政間の情報連携に
より、所得証明書の
提出が不要に！

【
例
】
平
成
29
年
1
月
1
日
に
Ａ

市
に
住
ん
で
い
て
、
平
成
29
年
中

に
川
西
町
に
転
入
。
児
童
手
当
の

申
請
を
し
た
場
合
。

Ａ市役所

川西町

情報連携

投票権が１８歳以上に引き上げられた前回の
選挙（平成２８年７月１０日執行の第２４回
参議院議員通常選挙）に比べ、１８歳の投票
率が１６．１５ポイント上昇しました。

決
算
公
表

冬
へ
の
備
え

税
、
選
挙
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
講
座
な
ど

婚
活
、
家
電
回
収

研
修
会
、
文
化
財

里
の
暮
ら
し

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

年
金
の
日

１１
１３
㊊
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【
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
】

○
講
演
「
地
域
を
元
気
に
す
る
、

　ひ
と
づ
く
り
と
出
番
づ
く
り
」

○
講
師
：
一
般
社
団
法
人
と
ち
ぎ

　市
民
協
働
研
究
会

　代
表
理
事

　
　
　
　
　
　
　廣
瀬
隆
人

　氏

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

申
込
・
問
お
き
た
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
44
ー
２
８
４
０

まちからのお知らせ
town information

　来
年
５
月
ま
で
に
、
３
年
間
の

任
期
を
終
え
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　隊
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
３
年
間
の

活
動
実
績
を
、
そ
し
て
思
い
出
を

語
り
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　12
月
13
日
㈬
　

　午
後
６
時
～

▼
会
場
　中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

▼
報
告
者

○
柚
木
大
祐

○
長
岡
義
和・長
岡
未
実
（
夫
婦
）

○
鎌
田
寿
（
農
業
研
修
生
）

○
久
保
木
崇

○
窪
村
郁
子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
開
催

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

３
年
間
の
感
謝
を
込
め
て

　法
務
省
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

12
月
４
日
㈪
か
ら
12
月
10
日
㈰
ま

で
を
第
69
回
人
権
週
間
と
定
め
、

各
種
の
啓
発
行
事
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　こ
の
期
間
中
、
町
で
は
『
人
権

な
ん
で
も
相
談
所
』
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。
家
族
内
で
の
い

ざ
こ
ざ
、
学
校
な
ど
で
の
い
じ
め
、

子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
行

い
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
時

　12
月
６
日
㈬

　午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
場
所

　生
き
が
い
交
流
館

▼
受
付

　米
沢
人
権
擁
護
委
員
協

　議
会
川
西
部
会
の
み
な
さ
ん

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設問

町
住
民
生
活
課

　生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
８

　町
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
「
こ
れ
か

ら
」
を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り

マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
申
し
込
み
の
あ
っ
た
受

講
者
以
外
に
、
一
般
の
方
も
受
講

で
き
る
公
開
講
座
を
下
記
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
結
び
付
く
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
講
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　12
月
12
日
㈫

　

　午
後
７
時
～
９
時

▼
会
場

　中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

▼
演
題
　ま
ち
を
リ
ア
ル
分
析
！

　数
字
で
み
る
川
西
町	

▼
講
師
　東
北
福
祉
大
学
准
教
授

　
　
　
　
　
　佐
藤
　英
仁
　氏

▼
主
な
内
容
　全
国
的
・
国
際
的

　な
視
点
か
ら
川
西
町
を
と
ら
え
、

　さ
ま
ざ
ま
な
数
値
を
通
し
て
ま

　ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

▼
受
講
資
格

　年
齢
、
性
別
等
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
受
講
料

　無
料

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
公
開
講
座
」
受
講
者
募
集
！

　若
い
人
た
ち
が
積
極
的
に
地
域

づ
く
り
に
関
わ
り
、
地
域
と
共
に

課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
む
た
め

の
場
（
環
境
・
仕
組
み
）
づ
く
り
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

　11
月
25
日
㈯

　

　午
後
２
時
～
５
時

▼
会
場

　川
西
町
農
村
環
境
改
善

　セ
ン
タ
ー

▼
対
象

　ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の

　あ
る
方
（
参
加
無
料
）

▼
申
込
期
限

　11
月
20
日
㈪

▼
内
容

　　

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
】

　パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
テ
ー
マ
「
川
西
町
の
若
者
と
地

　域
と
の
つ
な
が
り
」

○
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
講
座

　受
講
生
や
認
定
者
と
地
域
の
人

　が
い
か
に
繋
が
り
、
地
域
を
い

　か
に
持
続
し
未
来
に
繋
い
で
い

　け
る
か
を
、
会
場
の
み
な
さ
ん

　と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

「
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

▲みなさん来てください！
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収
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ま
る
情
報

年
金
の
日

　県
歯
科
医
師
会
主
催
で
、
80
歳

以
上
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
も

つ
方
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
、

次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
　

　受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

【
受
賞
者
の
み
な
さ
ん
】

〈
小
松
地
区
〉

藤
田
な
か
さ
ん
・
金
子
忠
さ
ん

長
澤
晴
雄
さ
ん
・
加
藤
雄
一
さ
ん

髙
梨
圭
子
さ
ん
・
青
木
昌
子
さ
ん

髙
梨
照
一
さ
ん

〈
犬
川
地
区
〉

　大
河
原
ふ
じ
子
さ
ん

〈
中
郡
地
区
〉
鈴
木
き
ん
さ
ん

〈
玉
庭
地
区
〉
中
川
廣
志
さ
ん

〈
吉
島
地
区
〉

和
田
勝
司
さ
ん
・
遠
藤
雅
也
さ
ん

小
形
喜
輔
さ
ん

　　受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
お
話

を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
歯
み
が

き
を
丁
寧
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け

定
期
的
に
歯
科
医
院
で
歯
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

８
０
２
０
達
成
者
コ
ン
ク
ー
ル
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　優
良
賞
受
賞
！

歯
周
疾
患
検
診
は

　
　
　
　お
済
み
で
す
か
？

　歯
周
疾
患
検
診
は
、
12
月
31
日

で
終
了
し
ま
す
。
歯
の
治
療
や
定

期
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
町
の
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、
７
月
に
個
別
通
知

し
て
い
ま
す
。

年　齢 生　年　月　日
４０歳 昭和５２年４月２日～昭和５３年４月１日

５０歳 昭和４２年４月２日～昭和４３年４月１日

６０歳 昭和３２年４月２日～昭和３３年４月１日

７０歳 昭和２２年４月２日～昭和２３年４月１日

▲今年度の対象者一覧（平成３０年４月１日時点の年齢）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
で
３
回
目
の
展
示
会

　「豆
」
と
「
絵
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
「
第
３
回
山
形
か
わ
に
し
豆
の
展

示
会
」
を
、
東
京
上
野
の
複
合
施

設
「
上
野
桜
木
あ
た
り
」
で
開
催
し

ま
す
。
町
で
採
れ
た
40
種
類
以
上
の

豆
の
展
示
、
新
豆
や
新
米
の
試
食
販

売
、
石
臼
き
な
粉
作
り
の
体
験
の
ほ

か
、
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
茶
の
間
や
、
わ

ら
細
工
の
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
の
土
間
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

　今
回
、
新
た
に
ス
ケ
ッ
チ
画
や
写

真
を
展
示
し
、
町
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ

画
は
、上
野
の
森
美
術
館
「
友
の
会
」

の
15
名
の
み
な
さ
ん
が
11
月
２
日
㈭

～
４
日
㈯
の
日
程
で
町
を
訪
れ
、
描

い
た
ス
ケ
ッ
チ
画
で
す
。

　豆
の
展
示
会
は
今
回
で
３
回
目
。

毎
年
12
月
上
旬
の
新
豆
が
採
れ
る
時

期
に
合
わ
せ
開
催
し
て
い
ま
す
。
豆

を
主
体
と
し
、
毎
年
取
組
内
容
を
変

化
さ
せ
な
が
ら
新
た
な
川
西
フ
ァ
ン

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
驚
い
た
の

は
、
今
年
の
夏
、
か
わ
に
し
森
の
マ

ル
シ
ェ
に
「
豆
の
展
示
会
で
川
西
町

を
知
り
、
東
京
か
ら
豆
を
買
い
に
き

た
」
方
が
い
た
こ
と
で
す
。

　今
年
の
展
示
会
は
、『
東
京
メ
ト

ロ
沿
線
だ
よ
り
』（
10
万
部
、
12
月

１
日
発
行
）
や
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

『
ぱ
ど
』（
５
万
部
、11
月
17
日
発
行
）、

雑
誌
『
天
然
生
活
』（
５
万
部
、
11

月
21
日
発
行
）
な
ど
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
予
定
で
す
。
関
東
方
面
の
方
に

も
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

第３回 山形かわにし豆の展示会　
　　　　　　　　　ｗｉｔｈ　山形かわにし絵の展示会
問
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構

☎
54
ー
３
０
０
６

▲昨年度の展示会（上野桜木あたり）

第
３
回
山
形
か
わ
に
し
豆
の
展
示
会

▼
日
　時
：
12
月
1
日
㈮
～
３
日
㈰

○
１
日
㈮
　午
後
１
時
～
６
時

○
２
日
㈯
　午
前
９
時
～
午
後
６
時

○
３
日
㈰
　午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
会
場
　

○
主
会
場
：
複
合
施
設
「
上
野
桜
木

　あ
た
り
」

○
第
２
会
場
：「
旧
吉
田
屋
酒
店
」

○
第
３
会
場
：「
K
’
s

　 

　
　
　

　G
r
e
e
n 

G
a
l
l
e
r
y
」

▼
内
　容
　豆
や
米
な
ど
農
産
品
の

　販
売
。
川
西
の
伝
統
文
化
に
関
す

　る
体
験
、
ス
ケ
ッ
チ
画
等
の
展
示
。

　郷
土
料
理
の
試
食
、
試
飲
や
都
内

　飲
食
店
で
川
西
食
材
を
使
っ
た
タ

　イ
ア
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
。

19　町報かわにし 平成２９年１１月１５日

③
路
上
駐
車
、

　夜
間
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　路
上
駐
車
は
道
路
除
雪
や
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
夜

間
の
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の

遅
れ
や
除
雪
が
で
き
な
く
な
る
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
作
業
時
間
が
前
後
し
ま
す

　
早
朝
除
雪
は
、
午
前
７
時
30
分
終

了
を
目
処
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
除

雪
作
業
は
、
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯

に
お
こ
な
う
よ
う
に
努
め
ま
す
が
、

降
雪
時
間
や
積
雪
状
況
、
除
雪
ル
ー

ト
に
よ
っ
て
時
間
差
が
出
ま
す
の
で
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。

②
田
畑
は
砂
利
の
対
策
を

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
田
畑
に
砂
利

が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
の
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

③
空
き
地
を
利
用

　
　
　
　させ
て
く
だ
さ
い

　
集
落
内
の
除
雪
は
、
雪
捨
て
場
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
空
き
地
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。
車
を
運
転
す

る
際
は
、
車
間
距
離
を
十
分
に

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
の
方

　町
で
は
安
全
・
安
心
な
冬
期
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
万
全
な
除

雪
体
制
を
と
っ
て
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
町
の
除
雪
は
す
べ
て

業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
新
積
雪
の
深
さ
が
10
㎝
以
上
に
な
る
と
出
動
し

ま
す
。
ま
た
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
早
朝
だ
け
で
な
く
日
中
も
除
雪

機
械
が
出
動
し
ま
す
。

　ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
に
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
防
火
施
設
や

　
　
　ご
み
収
集
所
の
除
雪

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
ご
み
収
集
所
な
ど
の
施
設
の

除
雪
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑤
工
作
物
の
破
損
は
連
絡
を

　
除
雪
作
業
で
工
作
物
が
破
損
し
た

場
合
は
、
町
地
域
整
備
課
建
設
管
理

グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●国道１１３号
　国土交通省米沢国道維持出張所 
　☎０２３８－３７－５３００
●その他の国道 ･ 県道
　置賜総合支庁建設部 道路計画課
　☎０２３８－２６－６０８０
●町道
　町地域整備課 建設管理グループ
　☎４２－６６４７

米
坂
線

↑
至 

犬
川
駅

県道南陽川西線

矢ノ目
公民館

至 犬川小至 大塚

ＪＡ山形おきたま
川西中央カントリー

犬　川

県道高畠川西線 至 高畠→

至 南陽→

矢
ノ
目
橋

犬
川
橋

県
道
上
伊
佐
沢
川
西
線

川西中

問町地域整備課建設管理グループ（道路管理チーム）☎４２－６６４７

今年度の雪捨て場です
　今年度の雪捨て場は、昨年度同様に「矢ノ目橋」下流右岸と「諏訪橋」
下流左岸の計２箇所です。
★排雪時間は、午前８時から午後５時までです。
《注意事項》
・雪捨場内の事故については、責任を負いません。
・「諏訪橋」下流左岸については、ダンプ２ｔまでとします。
　また大型車での雪捨てを禁止します。
・雪以外の土砂及びゴミ等の搬入は禁止します。

諏
訪
神
社

←玉庭

県 道 川 西 小 国 線諏訪橋
羽前小松駅→

犬川

諏訪橋下流左岸
県
道
椿
川
西
線

↑
飯
豊
町

●  

●  

●
問
い
合
せ
先
●  

●  

●

除
雪
作
業
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

は
、
除
雪
車
か
ら
距
離
を
置
い
て

歩
行
し
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

②
雪
を
道
路
に
捨
て
な
い

　屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
や
宅
地

内
に
あ
る
雪
は
、
道
路
（
消
雪
道

路
）、
歩
道
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
道
路
が
狭
く
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
路
面
に
凹
凸

が
で
き
、
歩
行
者
（
特
に
通
学
中

の
児
童
、
生
徒
）
や
車
の
交
通
の

妨
げ
の
原
因
に
な
り
、
大
変
危
険

で
す
。
各
自
治
会
内
で
注
意
を
呼

び
掛
け
合
う
な
ど
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
交
通
確
保
の
た
め

町報かわにし　12平成２９年１１月１５日

まちからのお知らせ
town information

文
化
財
も
の
が
た
り 

～
シ
リ
ー
ズ
⑫
～

問
町
生
涯
学
習
課

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

寒
河
江
善
秋
筆
南
画

な
そ
の
姿
は
、晩
年
提
唱
し
た「
半

遁
」（
財
や
名
利
で
は
な
く
、
自

身
が
心
の
底
か
ら
楽
し
い
と
思
え

る
こ
と
を
求
め
る
生
き
方
）
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
想

像
で
き
ま
す
。

　昔
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
寒
河
江
は
、
50
歳

を
過
ぎ
た
頃
思
い
切
っ
て
90
歳
を

越
す
老
南
画
家
に
師
事
し
ま
し
た
。

厳
し
い
画
風
で
知
ら
れ
る
師
の
範

本
を
熱
心
に
写
し
て
持
参
す
る
と
、

い
つ
も
「
君
の
絵
は
南
画
で
は
な

く
俳
画
だ
な
あ
」
と
い
っ
て
叱
ら

れ
た
と
い
い
ま
す
。
結
局
は
自
由

に
描
く
こ
と
の
方
が
楽
し
い
と
気

付
き
、
そ
の
門
を
離
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　筆
ま
め
を
自
称
し
た
寒
河
江
は

晩
年
、
病
床
で
も
挿
絵
を
入
れ
た

手
紙
を
し
た
た
め
、
知
人
に
送
る

こ
と
を
楽
し
み
と
し
て
い
ま
し
た
。

病
に
伏
し
て
な
お
遊
び
心
を
忘
れ

な
い
「
遊
び
の
才
人
」
と
し
て
の

姿
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　こ
の
資
料
は
、
吉
島
出
身
の
社

会
活
動
家
・
寒
河
江
善
秋
が
亡
く

な
る
16
日
前
に
筆
を
執
り
、
知
人

に
贈
っ
た
南
画
で
す
。
ア
メ
リ
カ

人
宣
教
師
ア
ー
サ
ー
・
Ｈ
・
ス
ミ

ス
が
著
し
た
『
中
国
人
的
性
格
』

（
１
８
９
０
）
の
一
節
を
抜
粋
し
、

自
身
が
南
画
の
画
題
と
し
て
好
ん

だ
「
寒
山
拾
得
」
の
絵
を
添
え
て

い
ま
す
。
唐
代
の
風
狂
僧
の
飄
逸

　町
の
障
が
い
者
福
祉
制
度
を
学

ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
関
係

者
の
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
福
祉
制
度
研
修
会
を
開
催

問
町
健
康
福
祉
課

　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

▼
日

　時
　11
月
21
日
㈫
　

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場

　所
　生
き
が
い
交
流
館

▼
対
象
者
　障
が
い
者
・
障
が
い

　者
の
家
族
の
ほ
か
関
心
の
あ
る

　方
▼
そ
の
他

　研
修
会
終
了
後
、
相

　談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す

▼
主

　催
　町
健
康
福
祉
課

　町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

県
民
手
帳
販
売
中
！

　や
ま
が
た
の
今
が
見
え
る
統
計

と
、
お
出
か
け
情
報
が
つ
い
て
い

る
「
県
民
手
帳
」
が
発
売
中
で
す
。

・
県
民
手
帳
（
税
込
６
０
０
円
）

・
農
業
日
誌
（
１
５
０
０
円
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌

　
　
　
　
　
　
　（１
５
０
０
円
） 

・
新
農
家
暦
（
５
２
０
円
）

※
金
額
は
す
べ
て
税
込

　最
寄
り
の
統
計
調
査
員
ま
た
は

左
記
担
当
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

伏
見
屋
書
店
で
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計

　グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
６
８

　置
賜
地
域
の
農
業
者
を
対
象
に
、

さ
ら
な
る
農
業
経
営
の
発
展
を
促

進
す
る
た
め
、
販
売
戦
略
・
経
営

戦
略
に
関
す
る
専
門
的
知
識
、
並

び
に
、
中
山
間
地
に
お
け
る
農
業

経
営
の
取
組
事
例
を
紹
介
す
る
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　12
月
６
日
㈬

　

　午
後
１
時
30
分
～

　（受
付
：
午
後
１
時
～
）

▼
会
場

　置
賜
総
合
支
庁
本
庁
舎

　２
階
講
堂

▼
主
催

　置
賜
地
区
農
業
経
営
支

　援
チ
ー
ム

▼
内
容

○
講
演
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目

　指
す
農
家
の
新
販
売
戦
略
」

　㈱
ミ
タ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

　代
表
取
締
役

　本
田
信
輔

　氏

○
事
例
発
表
「
地
域
農
業
を
支
え

　る
た
め
の
取
組
み
」

（
農
）
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　代
表
理
事

　佐
藤
政
和

　氏

▼
申
し
込
み
・
問

　置
賜
総
合
支

　庁
農
業
振
興
課
経
営
支
援
担
当

　☎
26
ー
６
０
４
９

▼
そ
の
他

　チ
ラ
シ
、
申
込
用
紙

　は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
産
業

　振
興
課
（
☎
42
ー
６
６
４
２
）

　に
あ
り
ま
す
。

農
業
経
営
力
向
上
研
修
会
を
開
催
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み
な
さ
ん
の
除
雪
・
排
雪
作
業
を
支
援

▼
対
象
団
体

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　町
民
が
主
と
な
り
組
織
し
共
同

活
動
を
行
う
団
体

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

　地
区
協
議
会
、
大
字
単
位
の
組

織
、
単
数
又
は
複
数
の
自
治
組
織

な
ど

▼
対
象
事
業 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
　

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯

な
ど
で
、
自
主
的
に
行
っ
た
雪
下

ろ
し
作
業
な
ど

※
親
戚
へ
の
除
雪
作
業
は
対
象
外
。

②
地
域
一
斉
排
雪

　集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
や
、
集

落
内
で
定
め
た
雪
押
し
場
の
排
雪

▼
補
助
金
申
請

　申
請
団
体
の
代
表
者
は
、「
事

業
計
画
書
」「
収
支
予
算
書
」「
事

業
参
加
者
名
簿
」
を
添
付
し
て
、

町
に
補
助
金
の
交
付
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
の
受
益
者

●
30
戸
以
上
　
　７
万
円

●
20
戸
以
上
30
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　３
万
円

●
５
戸
以
上
１
０
戸
未
満

　
　
　
　
　
　
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　１
万
円

②
地
域
一
斉
排
雪
の
受
益
者
又
は

　実
参
加
者

●
20
戸
以
上
　
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　３
万
円

●
5
戸
以
上
10
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　１
万
円

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
箇
所
に

　つ
き
１
回
の
み
。

※
補
助
金
の
申
請
書
類
は
、
左
記

　及
び
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に

　準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町

　

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

高
齢
者
住
宅
な
ど
の
雪
下
ろ
し
を
支
援

　自
力
で
除
雪
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
や
心
身
障
が
い
者
の
世

帯
の
み
な
さ
ん
へ
、
除
雪
援
助
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

問
町
健
康
福
祉
課
　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
除
雪
作

業
や
、
自
治
会
な
ど
で
集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
の
排
雪
作
業
な
ど
を
行
っ

た
場
合
に
、
町
か
ら
一
定
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　帳
を
お
持
ち
の
方
の
み

▼
交
付
要
件

①
自
力
で
除
雪
が
で
き
ず
、
親
族

　や
近
隣
の
方
の
援
助
も
受
け
ら

　れ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
が
平
成
29
年
度
町
民

　税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外
。

※
入
院
・
施
設
入
所
に
よ
り
不
在

生
活
道
路
の
除
雪
作
業
を
支
援

　し
た
も
の

⑵
延
長
30
ｍ
以
上
、
道
路
幅
員

　２・
５
ｍ
以
上
で
あ
り
、
沿
線

　に
概
ね
３
戸
以
上
の
住
居
等
の

　要
件
に
当
て
は
ま
る
路
線
で
あ

　る
こ
と
。（
詳
細
は
お
問
い
合

　わ
せ
く
だ
さ
い
）

⑶
雪
の
深
さ
が
10
ｃ
ｍ
以
上
で
あ

　る
こ
と
。

▼
対
象
者

　町
内
自
治
会

▼
補
助
金
額

　除
雪
単
価
に
作
業
時
間
（
10
分

単
位
）
を
乗
じ
た
額
（
出
動
の
準

▼
対
象
事
業

　自
治
会
が
生
活
道
路
の
確
保
の

た
め
に
、
自
治
会
住
民
に
委
託
す

る
機
械
除
雪
作
業
の
う
ち
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
。

⑴
自
治
会
が
住
民
に
除
雪
を
依
頼

　の
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　退
院
・
施
設
退
所
な
ど
で
自
宅

　に
戻
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
申
し

　込
み
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額

　１
世
帯
当
た
り
３
万
円
ま
で

　（玉
庭
、
東
沢
地
区
の
み
　
　

　４
万
５
０
０
０
円
ま
で
）

※
助
成
額
を
超
え
た
分
は
自
己
負

　担
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　地
区
担
当
民
生
委
員
を
と
お
し

て
、
担
当
課
に
申
請
書
を
提
出
く

だ
さ
い
。

備
時
間
と
待
機
時
間
は
対
象
外
）

【
補
助
金
の
上
限
（
除
雪
距
離
）】

⑴
１
０
０
ｍ
未
満
…
３
万
円

⑵
１
０
０
ｍ
以
上
２
０
０
ｍ
未
満

　
　
　
　
　
　
　…
５
万
円

⑶
２
０
０
ｍ
以
上
…
10
万
円

▼
対
象
期
間
　12
月
１
日
～

　平
成
30
年
３
月
15
日

▼
申
込
方
法
　自
治
会
を
と
お
し

　て
担
当
課
に
申
請
書
を
提
出
し

　て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　申
請
書
や
、
補
助
事

　業
の
要
件
な
ど
は
、
問
い
合
わ

　せ
く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
７

▲協力して除雪を

決
算
公
表

冬
へ
の
備
え

税
、
選
挙
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
講
座
な
ど

婚
活
、
家
電
回
収

研
修
会
、
文
化
財

里
の
暮
ら
し

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

年
金
の
日
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安
川
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　安
川

　和
夫 

院
長

問町健康福祉課 介護支援グループ内 地域包括支援センター☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば

第
８
回
　口
の
中
の

　
　
　
　
　
　
　い
ろ
い
ろ
な
病
気

も
癌
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
舌
や

歯
肉
に
多
く
み
ら
れ
、
日
本
で
は
年
間
約

６
０
０
０
名
が
発
症
し
、
死
亡
率
は
約

40
％
で
す
が
、
初
期
の
段
階
で
治
療
を
行

え
ば
、
90
％
以
上
の
治
癒
が
期
待
で
き
ま

す
。
よ
く
口
内
炎
と
思
い
込
み
、
放
置
し

て
い
る
う
ち
に
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　顎
の
関
節
に
痛
み
や
、
雑
音
、
口
が
開

き
に
く
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
で
て
く
る

顎
関
節
症
も
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
取
り
上

げ
ら
れ
る
頻
度
の
高
い
歯
科
疾
患
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
重
な
り
発
症
す
る
病

気
で
、
診
断
と
治
療
が
困
難
な
場
合
も
あ

り
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
難
治
性
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

上
記
の
よ
う
な
症
状
が
表
れ
た
場
合
は
ま

ず
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
診
察
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

お
口
の
健
康
は

　全
身
の
健
康
と
関
係
す
る

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

　口の
中
に
は
虫
歯
と
歯
周
病
以
外
に
も
、

多
く
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の

中
の
、
い
く
つ
か
の
病
気
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

　まず
、
虫
歯
や
歯
周
病
の
細
菌
が
周
囲

に
広
が
る
の
が
歯
性
感
染
症
と
い
い
ま

す
。
初
期
で
は
歯
や
そ
の
周
り
の
歯
ぐ
き

の
痛
み
や
腫
れ
で
す
が
、
ひ
ど
く
な
る
と

膿
が
顎
の
骨
や
顔
、
さ
ら
に
は
頚
に
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
口
が
開
け

ら
れ
な
く
な
り
、
食
事
や
水
分
が
取
れ
な

く
な
る
こ
と
が
多
く
、
早
急
に
適
切
な
治

療
を
行
わ
な
い
重
症
化
し
、
希
に
命
に
関

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
口
腔
に

診察日時と診療科目
○月～水・金  午前 9 時～１２時３０分
　　　　午後 2 時～５時３０分
○木曜　午前９時～１２時３０分
○土曜　午前 9 時～ 12 時３０分
　　　　午後 2 時～ 5 時
※受付は診察終了の３０分前まで
○休診日　木曜、日曜、祝祭日
○診療科目　一般歯科、小児歯科、
　　　　　　歯科口腔外科

　口
や
歯
の
状
態
の
悪
化
は
、
栄
養
が
取

り
に
く
く
な
る
、
誤ご

え
ん
せ
い
は
い
え
ん

嚥
性
肺
炎
を
起
こ
し

や
す
く
な
る
、
人
と
会
う
の
が
お
っ
く
う

に
な
っ
た
り
と
、
口
の
健
康
は
全
身
の
健

康
と
密
着
に
関
係
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

○
虫
歯
を
放
置
し
て
い
る

○
口
の
中
の
か
す
を
そ
の
ま
ま
放
置

○
入
れ
歯
の
手
入
れ
を
し
て
い
な
い

○
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
ま
ま

○
抜
け
た
歯
を
そ
の
ま
ま

○
人
と
話
す
機
会
が
な
い

○
よ
く
む
せ
る

○
口
が
渇
く

対
策
と
し
て

○
毎
日
歯
を
て
い
ね
い
に
磨
く

○
舌
や
口
の
中
全
体
を
き
れ
い
に
手
入
れ

○
唇
や
舌
を
よ
く
動
か
す

○
か
か
り
つ
け
歯
医
者
を
も
つ

　半
年
に
一
度
は
定
期
的
に
歯
科
医
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

パタカラ体操でお口のトレーニング

　
「
パ
」「
タ
」「
カ
」「
ラ
」
と
発

音
す
る
こ
と
で
、
食
べ
物
を
の
ど

の
奥
ま
で
運
ぶ
の
に
必
要
な
筋
肉

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
！

パタ
カ

ラ

決
算
公
表

冬
へ
の
備
え

税
、
選
挙
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

各
種
講
座
な
ど

婚
活
、
家
電
回
収

研
修
会
、
文
化
財

里
の
暮
ら
し

健
康
福
祉

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

年
金
の
日

21　町報かわにし 平成２９年１１月１５日

　町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税

は
、
13
億
３
８
７
６
万
円
で
構
成
比
は
11
・
９
％

を
占
め
、
前
年
度
対
比
３・３
％
の
増
で
し
た
。

　町
の
最
大
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、

50
億
５
９
３
９
万
円
で
構
成
比
は
45
・
０
％
を
占

め
、
前
年
度
対
比
２・
３
％
の
増
で
し
た
。
こ
の

う
ち
公
立
置
賜
総
合
病
院
分
を
差
し
引
い
た
、
町

に
対
す
る
純
粋
な
交
付
税
額
は
36
億
１
１
８
５
万

円
で
、
前
年
度
か
ら
２
１
４
４
万
円
の
減
で
し
た
。

　特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
前
年
度
対
比

９・０
％
の
減
で
し
た
。

　県
支
出
金
は
、
前
年
度
対
比
37
・
５
％
の
増
で

し
た
。
町
債
は
、
前
年
度
対
比
28
・
１
％
の
減
で

し
た
。

問
町
未
来
づ
く
り
課 

財
政
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
１

平成28年度決算公表
町の財政状況と税金の使いみち

歳入総額

１１２億５，２６５万円
（前年比 3,429 万円増）

１０９億７，７１７万円
（前年比 9,046 万円増）

歳出総額

依
存
財
源

自
主
財
源

歳入歳出
一般会計一般会計

　平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
１
１
２
億
５
２
６
５
万
円
、
歳
出
は

１
０
９
億
７
７
１
７
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出
差
引

額
は
２
億
７
５
４
８
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
分
を
差
し
引
く
と
、

２
億
２
２
８
４
万
円
の
繰
越
額
と
な
り
ま
し
た
。

　な
お
、
平
成
27
年
度
決
算
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
で
３
４
２
９
万
円
の
増
（
０・３
％
の
増
）、
歳

出
で
９
０
４
６
万
円
の
増
（
０・
８
％
の
増
）
で

し
た
。

◇
歳
入
の
状
況

財政情報

町税
13億 3,876 万円
（11.9％）

衛生費
19億 6,277 万円
（17.9％）

民生費
20億 9,639 万円
（19.1％）

農林水産業費
13億 2,497 万円
（12.1％）

総務費
15億 9,338 万円
（14.5％）

公債費
11億 6,802 万円
（10.6％）

土木費
9億 7,753 万円
（8.9％）

商工費
2億 6,340 万円
（2.4％）消防費

3億 4,864 万円
（3.2％）

その他
1億 5,625 万円
（1.4％）

教育費
10億 8,582 万円
（9.9％）

諸収入、繰入金など
11億 5,682 万円
（10.3％）

町債
14億 5,055 万円
（12.9％）

国庫支出金
7億 5,407 万円
（6.7％）

県支出金
10億 3,864 万円
（9.2％）

地方譲与税など
4億 5,442 万円
（4.0％）

地方交付税
50億 5,939 万円
（45.0％）
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問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

11
月
22
日
㊌
　新
聞
紙
で
遊
ぼ
う
・
身
体
測
定

12
月
８
日
㊎
　ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
ろ
う

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

11
月
20
日
㊊
・
12
月
18
日
㊊
申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　玉
庭
保
育
所

　11
月
28
日
㊋

　美
郷
幼
稚
園

　12
月
１
日
㊎

　

　北
斗
幼
稚
園

　11
月
29
日
㊌
・
12
月
13
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば
母子健康手帳交付

〈期　　日〉１２月１１日㈪、２５日㈪
〈受付時間〉午前 8 時３０分～午後５時１５分
〈場　　所〉町健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：11 月２日～ 12 月１日
■ 発送日 11 月２2 日㈬
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１２月２１日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館

対象者 受付時間
平成 27 年 12 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年 12 月、平成 27 年 6 月
平成 28 年 10 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
すくすく赤ちゃん
健康診査

期日：１２月１５日㈮
対象：H29.7.16 ～ 9.15 生まれ

３歳６か月児
健康診査

期日：１２月２２日㈮
対象：H26.5 ～ 6 月生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適正受診を心がけましょう★今月のポイント★　　　
　風邪などの日常的な病気のときにはかかりつけ医を
受診し、高度な治療や精密検査が必要な場合は、かか
りつけ医に適切な病院を紹介してもらい、受診しまし
ょう。かかりつけ医の診療情報を持参すると、スムー
ズに受診することができます。

健康運動の集い
〈期　日〉１２月１８日㈪ 
　　　午前１０時～１１時１５分

〈場　所〉生きがい交流館
〈内　容〉ストレッチ体操、玄米ニギニギ体操など
〈対象者〉概ね７４歳までの自立している方
〈講　師〉健康運動サポーター
〈持ち物〉内ズック、飲み物など
〈申　込〉町健康福祉課まで

＊
マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
の
体
操
教
室

　

　12
月
１
日
㊎

　午
後
１
時
30
分
～
2
時
45
分

かわにしまち　キッズキッチン
　子どもだけで料理を作る体験教室です。「自分で
できた、楽しい、おいしい」の体験から、子どもの
生きる力を育みます。

〈日　　時〉１２月３日㈰
　　　　　　午前９時３０分～午後 1 時

〈会　　場〉　川西町農村環境改善センター
〈対　　象〉　年長児、小学１～３年生　定員１６名
〈参 加 費〉お子さん一人につき１，５００円
〈内　　容〉子どもたちだけで調理実習し、親子で
　　　　　試食します。

〈講　　師〉NPO 法人食育ママ　加藤　弥栄子氏
〈申込方法〉１１月２２日㈬まで下記に電話でお申
　　　　　し込みください。
※申し込み多数の場合は抽選となります。
※申込者全員に、受講の可否をハガキでお知らせし
　ます。
申込・問健康福祉課健康推進グループ　　
☎４２－６６４０
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◇歳出の状況

◇企業会計・特別会計の決算 ◇財政健全化判断比率

■土木費

■農林水産業費

■教育費

■公債費

■総務費

■民生費

■衛生費

■その他（消防費・商工費・議会費等）

会計別 歳入額 歳出額

水道事業会計

　　収益的収入・支出 5億 102万円 4億 6,953 万円

　　資本的収入・支出※ 1億 9,026 万円 3億 2,992 万円

国民健康保険事業特別会計 20億 6,845万円 20億 1,468万円

下水道事業特別会計 ５億 5,527 万円 ５億 4,461 万円

農業集落排水事業特別会計 9,394 万円 9,053 万円

介護保険事業特別会計 18億 1,859万円 17億 7,776万円

後期高齢者医療特別会計 1億 5,836 万円 1億 5,599 万円

　平成 19年度決算より財政健全化にかかる各指標の公表
が義務付けられました。これは、財政状況の悪化している
県や市町村が早期に健全化に向けた対策を取るように定め
られたものです。

健全化判断比率 平成 28年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 ー 14.25％ 20.0％
連結実質赤字比率 ー 19.25％ 30.0％
実質公債費比率 10.6％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 125.1％ 350.0％

公営企業会計にかか
る資金不足比率

平成 28年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

水道会計 ー
20.0％下水道会計 ー

農集排会計 ー
　各比率とも基準を超えるものはありませんでしたが、今
後とも健全経営に努めてまいります。

 ● 町民１人あたり　　１０１，３１５円● 町民１人あたり　　６２，１５６円

● 町民１人あたり　　８４，２４８円

● 町民１人あたり　　６９，０４２円

● 町民１人あたり　　７４，２６８円

● 町民１人あたり　　１３３，２９９円

● 町民１人あたり　　１２４，８０３円

● 町民１人あたり　　４８，８５２円

平成２８年度は、このような事業に税金を活用しました。

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する分は、
消費税資本的収支調整額 1,389 万円及び損益勘定留保資
金 1億 2,577 万円で補てんしました。

一般廃棄物収集運搬事業
5,005 万円

し尿処理事業
4,997 万円

感染症予防・予防接種事業
2,864 万円

公衆便所維持管理経費
1,574 万円

冬期交通確保事業
2億 1,815 万円

虚空蔵山西線道路改良工事
9,875 万円

八ツ口宿線道路改良工事
5,091 万円

除排雪重機械整備事業
3,483 万円

住宅建設支援事業
1,910 万円

障がい介護給付等事業
3億 2,768 万円

子どものための手当支給事業
2億 1,701 万円

子育て支援医療事業
5,254 万円

地域子育て支援事業
1,127 万円

産地パワーアップ事業
2億 7,448 万円

多面的機能支払交付金事業
2億 2,841 万円

地域総合整備資金貸付事業
1億 2,300 万円

町有牛貸付管理事業
7,179 万円

ふれあいの丘（パークゴルフ場）整備事業
1億 7,336 万円

町民総合体育館整備事業
6,088 万円

川西町交流館施設整備事業
1,807 万円

川西夏まつり実施事業
400万円

庁舎建設基金管理事業
1億 5,006 万円

ふるさとづくり基金管理事業
8,907 万円

地域おこし協力隊事業
4,172 万円

ライフプラン支援事業
92万円

若者定着奨学金返還支援事業
78万円▲道路除雪状況 ▲地域おこし協力隊（H29.4.1）

▲川西ダリヤパークゴルフ場

▲㈱平洲農園のトマト農場

▲羽前小松駅前のトイレ

※町民１人あたりの額の算出は、平成 29年３月 31日現在の住民基本台帳人口１万５７２７人を基に算出しています。
※各数値は単位未満を四捨五入して端数処理をしています。
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▼
申
込
・
問
陽
市
東
置
賜
郡
医
師

　会
事
務
局

　

☎
43
ー
４
４
１
４

保
育
士
再
就
職
支
援

　

研
修
会

　保
育
士
と
し
て
就
職
を
希
望
す

る
方
、
ま
た
は
資
格
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
保
育
の
仕
事
に
興
味
の
あ

る
方
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し

て
、
保
育
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
：
11
月
22
日
㈬
　

　午
後
0
時
30
分
～
4
時
30
分

▼
会
場
：
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

　タ
ー

▼
内
容
：

○
基
調
説
明
：
山
形
県
の
保
育
を

　め
ぐ
る
現
状
に
つ
い
て

・
県
子
育
て
推
進
部

　
　
　
　
　
　子
育
て
支
援
課

○
講
演
：
こ
こ
10
年
の
保
育
現
場

　の
移
り
変
わ
り

○
事
例
報
告
：
保
育
の
現
場
か
ら

　～
今
の
保
育
と
仕
事
の
魅
力
～

○
ミ
ニ
面
談
会
：
就
職
、
資
格
取

　得
、
交
流
や
質
問
な
ど

▼
そ
の
他：保
育
の
職
場
実
習（
別

　日
に
実
施
）
や
、
潜
在
保
育
士

　就
職
準
備
金
の
制
度
も
あ
り
ま

　す
。
詳
し
く
は
左
記
に
。

問
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
３
ー
７
７
３
９

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

　山
形
県
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
と
お
り
弁
護
士
に
よ

る
住
ま
い
に
関
す
る
無
料
法
律
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
：
12
月
21
日
㈭
　

　午
後
1
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁

　5
階
５
０
３
会
議
室

▼
人
数：先
着
3
名
（
40
分
程
度
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
に
な

　り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　左
記
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
営
業
所

☎
24
ー
２
３
３
２

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１１・１２月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

12月11日㈪・25日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 12月 6日㈬
午後１時３０分～４時

生きがい交流館
（旧川西 2中）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

弁護士
消費生活相談

12月 13日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

行政相談 12月 20日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

１２月

期　間 当番店（社） 電話番号

1１月１３日～１９日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

１１月2０日～2６日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１１月２７日～１２月３日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１２月４日～１０日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

１２月１１日～１７日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

交
通
事
故
の
損
害
賠
償

問
題
で
お
困
り
の
方
へ

　交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー

で
は
、
自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ

わ
れ
、
示
談
を
め
ぐ
る
損
害
賠
償

の
問
題
で
お
困
り
の
方
へ
、
弁
護

士
が
「
中
立・公
正
」
な
立
場
で
、

当
事
者
間
の
紛
争
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

　被
害
者
ご
本
人
に
損
害
賠
償
問

題
の
法
律
知
識
が
な
く
て
も
、
交

渉
に
不
慣
れ
で
も
安
心
で
す
。

　弁
護
士
費
用
は
、
一
切
か
か
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
電
話
で
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
相
談
に
な
じ
ま
な
い
場
合
も

　あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お

　願
い
し
ま
す
。

問
（
公
益
財
団
法
人
）
交
通
事
故

紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
　仙
台
支
部

☎
０
２
２
ー
２
６
３
ー
７
２
３
１

相

　
談
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日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
原

則
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

加
入
中
の
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
に
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　国
民
年
金
の
加
入
者
で
あ
る

「
被
保
険
者
」
は
、
職
業
や
保
険

料
を
納
め
る
方
法
な
ど
で
、
左
図

の
種
別
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

第１号被保険者
２０歳以上６０歳未
満で自営業、農林業、
学生の人など

自分で保険料を納めます

　い
い

　
　
　み
ら
い

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

問
日
本
年
金
機
構
米
沢
年
金
事
務
所

　☎
22
ー
４
２
２
０

　

問
町
住
民
生
活
課

　戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
５

　日
本
年
金
機
構
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
公
的
年
金
制
度

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」。
年
金
記
録
や
将
来
の
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

国
民
全
員
が
加
入
し
ま
す

第２号被保険者
厚生年金に加入して
いる会社員、公務員
など

事業所などをとおして
保険料を納めます

第３号被保険者
20 歳以上 60 歳未満
で第 2 被保険者に扶
養されている配偶者

自分で納める必要はあ
りません

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
２
年
１
か
月

前
ま
で
可
能
で
す
。
期
間
を
過
ぎ

る
と
未
納
期
間
に
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
前
納
や
口
座
振
替
の
早

割
制
度
な
ど
、
保
険
料
が
割
引
に

な
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

 

社
会
保
険
料
控
除

　納
付
し
た
保
険
料
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
と
き
に
申
告
す
れ
ば
、

全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し

て
、
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

被保険者区分 変更理由 届け出先
 第 1 号被保険者
 自営業、学生、無職の方など

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第 2 号被保険者
 会社員、公務員など

退職したとき 町住民生活課
退職して配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第３号被保険者
 第２号被保険者の扶養になっ 
 ている配偶者

配偶者が６５歳になったとき、配偶者が退職したとき
配偶者の扶養から外れたとき、離婚したとき

町住民生活課

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

 

年
金
の
届
出
は
忘
れ
ず
に

≪

平
成
29
年
度
保
険
料
月
額
： 

　１
６
４
９
０
円≫

　保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る

と
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
経
済
的
に
保
険

料
を
納
め
る
の
が
難
し
い
場
合
は
、

免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度
が
あ

り
ま
す
。
免
除
は
、
申
請
し
た
日

 

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

 

納
め
ま
し
ょ
う

 

年
金
記
録
を

 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
確
認
！

　
「
年
金
」
の
日
に
、「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
使
っ
て
高
齢
期
の
生

活
設
計
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
年
金
記
録
、
こ
れ
か
ら

の
年
金
受
給
見
込
み
額
を
簡
単
に

確
認
で
き
ま
す
。

　詳
し
く
は

　ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

で
検
索
！

 

年
金
相
談
が
予
約
制
に

　年
金
請
求
や
、
受
給
し
て
い

る
年
金
の
相
談
は
、
事
前
に
電

話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
予
約
時
間

　午
前
８
時
30
分

　～
午
後
４
時
（
月
～
金
）

問
米
沢
年
金
事
務
所

　

☎
22
ー
４
２
２
０

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
２
３
８
ー
05
ー
１
１
６
５

問
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
５
８
ー
５
５
５

町報かわにし　8平成２９年１１月１５日 町報かわにし　22平成２９年１１月１５日

山
形
県
議
会
第
2
回

　

地
域
議
員
協
議
会

　県
議
会
で
は
、
各
地
域
の
課
題

や
施
策
な
ど
に
対
し
、
地
元
選
出

議
員
が
審
議
を
行
う
地
域
議
員
協

議
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
議
会

の
活
動
を
広
く
聞
け
る
い
い
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
11
月
29
日
㈬

　午
後
2
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
講
堂

問
県
議
会
事
務
局
議
事
調
査
課

　

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
８
４
１

認
知
症
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
講
演
：「
物
忘
れ
が
気
に
な
り

　始
め
た
ら
」

▼
講
師
：
山
形
大
学
第
三
内
科

　

　
　
　
　
　
　伊
関
千
書
先
生

▼
そ
の
他
の
内
容
：「
や
っ
て
み

　よ
う
！
認
知
症
予
防
体
操
シ
ナ

　プ
ソ
ロ
ジ
ー
」・「
い
ざ
と
い
う

　時
に

　在
宅
で
受
け
ら
れ
る
サ

　ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
、
内
容
盛

　り
だ
く
さ
ん

▼
日
時
：
11
月
26
日
㈰

　
　
　
　午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
：
高
畠
町
生
涯
学
習
館

　

▼
定
員
：
１
０
０
名

　入
場
無
料

催

　
　
し

公
立
置
賜
総
合
病
院
か

ら
面
会
の
お
知
ら
せ

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
時
期

を
迎
え
、
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者

さ
ん
は
、
免
疫
力
の
低
下
な
ど
で

感
染
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

感
染
予
防
の
た
め
、
流
行
期
に
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
な
い
と
面
会
を

断
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患

者
さ
ん
が
入
院
さ
れ
て
い
る
病
棟

は
、
面
会
制
限
を
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
公
立
置
賜
総
合
病
院

☎
46
ー
５
０
０
０

青
色
申
告
決
算
説
明
会

の
お
知
ら
せ

　今
年
分
の
所
得
税
、
復
興
特
別

所
得
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
に
向
け
、
青
色
申

告
決
算
時
期
も
間
近
と
な
り
ま
し

た
。
米
沢
税
務
署
で
は
、
次
の
と

お
り
青
色
申
告
者
の
み
な
さ
ん
に

対
す
る
決
算
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
営
業
・
不
動
産
関
係

○
日
時
：
12
月
５
日
㈫
　

　午
後
2
時
～
4
時
　

○
会
場
：
川
西
町
商
工
会
館

▼
農
業
関
係

○
日
時
：
12
月
７
㈭

　午
前
10
時
～
正
午

○
会
場
：
伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ

　ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
説
明
内
容
：
青
色
申
告
の
決
算

　の
仕
方
、
消
費
税
の
計
算
の
仕

　方
、
e
ー
T
a
x
に
つ
い
て

▼
持
ち
物
：
筆
記
用
具
（
資
料
は

　当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
）

問
米
沢
税
務
署

　個
人
課
税
第
一

　部
門

　

☎
22
ー
６
３
２
２

年
末
時
期
の

　
　
　
　

し
尿
汲
み
取
り

　年
末
の
し
尿
汲
み
取
り
は
毎
年

大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
年
内

の
汲
み
取
り
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
12
月
14
日
㈭
ま
で
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
こ
れ
以
降
の
お
申
込

み
は
年
明
け
の
汲
み
取
り
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
汲
取

手
数
料
が
未
納
の
場
合
は
汲
み
取

り
の
お
申
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
南
陽
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　タ
ー
し
尿
汲
み
取
り
申
込
所

☎
40
ー
２
６
１
２

※
受
付
：
平
日
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　午
後
5
時

　～
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

※
12
月
29
日
㈮
～
１
月
３
日
㈬
の

　年
末
年
始
を
除
く
。）

※
事
前
に
旅
く
ら
ぶ
へ
の
ご
入
会

　と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
お
申
込
み
　

　（予
約
）
が
必
要
で
す
。

※
助
成
予
定
数
に
達
し
た
場
合
、

　期
間
中
で
あ
っ
て
も
受
付
を
終

　了
し
ま
す
。

▼
予
約
・
申
請
先
：
お
い
し
い
山

　形
空
港
旅
く
ら
ぶ
事
務
局
（
山

　形
空
港
ビ
ル
㈱
内
）

☎
０
２
３
７
ー
47
ー
３
１
１
１

（
受
付
：
午
前
９
時
～
午
後
5
時
）

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
等
に
つ

　い
て
は
、
お
い
し
い
山
形
空
港

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
。

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
中

▼
名
称
：
県
営
舘
之
北
ア
パ
ー
ト

▼
部
屋
数
：
８
ー
６
ー
４・５

▼
戸
数
：
一
戸
（
4
階
）

▼
家
賃
：
１
９
３
０
０
円
～

　
　

　
　
　
　
　
　
　３
８
０
０
０
円

▼
区
分
：
一
般
用

▼
優
遇
：
倍
率
優
遇
有

▼
募
集
期
間
：
12
月
4
日
㈪
～
8

　日
㈮

　午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
入
居
時
期
：
平
成
30
年
2
月
上

　旬
ご
ろ

問
山
形
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　㈱
西
王
不
動
産
置
賜
営
業
所

☎
24
ー
２
３
３
２

お
知
ら
せ

募

　
集

 

お
い
し
い
山
形
空
港
札
幌
便

 

冬
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　対
象
期
間
内
に
山
形
＝
札
幌

（
新
千
歳
）
便
を
利
用
す
る
と
、

山
形
空
港
利
用
拡
大
推
進
協
議
会

が
最
大
５
０
０
０
円
を
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
し
ま
す
。
冬
で
も
見
ど

こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
北
海
道
を
お
得

に
旅
し
よ
う
！

▼
助
成
対
象
者

①
山
形
＝
札
幌
（
新
千
歳
）
便
を

　有
償
で
個
人
利
用
し
た
旅
く
ら

　ぶ
会
員

②
①
の
会
員
に
同
行
し
て
同
一
便

　を
有
償
で
個
人
利
用
し
た
15
歳

　未
満
の
者

▼
助
成
額
：
１
名
に
つ
き
往
復

　

　５
０
０
０
円
（
片
道
利
用
の
場

　合
は
２
５
０
０
円
）

※
お
1
人
様
、
期
間
中
最
大
で
4

　席
ま
で
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
搭
乗
期
間
：
12
月
１
日
㈮

老齢基礎年金額（年額）
　　　　７７万９,３００円

（４０年間すべて納めた場合）

遺族基礎年金額（年額）
＊子 (１人 )のある配偶者
　が受ける場合
　　　１００万３,６００円
＊子 (１人 )が受ける場合
　　　　７７万９，３００円

付加年金額
２００円×

付加保険料納付月数
が毎年支給されます。

※平成２９年４月現在

※平成２９年４月現在

※平成２９年４月現在

●
65
歳
に
な
っ
た
と
き

【
老
齢
基
礎
年
金
】

　国
民
年
金
保
険
料
を
10
年
以
上

（
免
除
期
間
含
）
納
め
た
人
が
、

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。
繰
上
げ
支
給
や
繰
下
げ
支

給
に
よ
り
、
65
歳
に
な
る
前
や
66

歳
以
降
に
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】

　け
が
や
病
気
で
、
障
害
等
級
の

１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
者
で
あ
る
人
は
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】

　国
民
年
金
の
加
入
者
な
ど
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
そ
の
人
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子

の
あ
る
配
偶
者
」
ま
た
は
「
子
」

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

付
加
年
金

　国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

な
い
第
１
号
被
保
険
者
は
、
定
額

の
保
険
料
を
納
付
す
る
場
合
に
、

あ
わ
せ
て
付
加
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

障害基礎年金額（年額）
＊１級障害 ９７万４，１２５円
＊２級障害 ７７万９，３００円

●
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

 

受
け
ら
れ
る
年
金
は
？

平成２９年度分国民年金保険料 

前納だとこんなにお得！
納付方法 定額保険料

(16,490 ×納付月）

・現金払
・クレジットカード

口座振替

1 か月分
翌月支払

16,490 円 16,490 円
16,490 円

1か月分
当月支払

16,440 円
（△ 50円）

６か月分 98,940 円 98,140 円
（△ 800円）

97,820 円
（△ 1,120 円）

１年分 197,880 円 194,370 円
（△ 3,510 円）

193,730 円
（△ 4,150 円）

２年分 393,960 円
※

379,560 円
（△ 14,400 円）

378,320 円
（△ 15,640 円）

（）内は割引額
・「前納」で納付する場合には手続きが必要です。
・口座振替の手続きは期限がありますので、町住
民生活課にお問い合わせください。
※Ｈ 29：16,490 円× 12か月＝ 197,880 円
　Ｈ 30：16,340 円× 12か月＝ 196,080 円
　で算出しています。

 

お
得
な
前
納
制
度

　国
民
年
金
保
険
料
を
複
数
月
分

ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新
た
に

　現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

　よ
る
２
年
前
納
が
で
き
る
よ
う

　に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用

　く
だ
さ
い
。

 

後
納
制
度

　後
納
制
度
と
は
、
平
成
27
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
30
年
９
月
30
日

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５

年
分
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
が

増
え
た
り
受
給
資
格
の
な
か
っ
た

方
で
も
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
左

記
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
、
お
近

く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
０
０
４

　「仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
」「
収

入
が
減
っ
た
」
と
い
う
人
は
国
民

年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申

請
書
を
、
在
学
中
で
あ
れ
ば
国
民

年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請

書
を
、
町
住
民
生
活
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
に

な
っ
た
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資

格
期
間
（
10
年
間
）
に
算
入
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
額
を
計
算

す
る
と
き
は
、
保
険
料
の
免
除
を

受
け
た
分
が
保
険
料
を
納
め
た
と

き
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
す
。

受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
す
に
は
、

免
除
や
納
付
猶
予
に
な
っ
た
保
険

料
を
後
か
ら
納
め
る
（
追
納
）
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
と
は
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算
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　活躍
に
期
待
し
て

　芸
術
文
化
祭
、
ダ
リ
ヤ
園
、
各
地
区
秋
祭
り

が
終
了
し
、
冬
支
度
に
忙
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
お
陰
様
で
ダ
リ
ヤ
園
は
６
万
人
を
２
年

ぶ
り
に
超
え
、
多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
一
日
一
日
陽
が
短
く
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、
交
通
事
故
な
ど
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
運
転
者
の
み
な
さ
ん
、
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
活
用
し
前

方
の
安
全
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　町
は
移
住
定
住
を
推
進
す
る
た
め
、
国
の
制

度
を
活
用
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。
地
方
で
の
生
活
を
希
望
す
る
方

を
支
援
す
る
た
め
、
生
活
費
や
住
居
費
、
自
動

車
な
ど
の
活
動
費
を
３
年
間
支
援
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
各
地
区
で
の
地
域
活
動
、
将
来
の
定
着

を
見
据
え
た
技
術
習
得
や
農
業
研
修
な
ど
で
す
。

現
在
12
名
の
隊
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
県

内
で
最
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
に
縁
の
あ
る

方
も
い
ま
す
が
、
多
く
の
隊
員
は
川
西
町
の
存

在
す
ら
知
ら
ず
に
応
募
し
て
く
れ
ま
し
た
。
都

会
で
の
生
活
に
区
切
り
を
つ
け
、
川
西
で
生
活

す
る
こ
と
を
決
意
す
る
に
は
色
々
な
こ
と
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
35
年
前
東
京
か
ら

山
形
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
生
活
の
中
で

将
来
の
不
安
や
力
不
足
に
悩
ん
だ
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
彼
ら
は
見
ず
知
ら
ず
の
所
で
言
葉

や
お
付
き
合
い
、
雪
対
策
な
ど
私
の
何
倍
も
苦

労
し
て
き
ま
し
た
。

　10
月
末
に
柚
木
大だ

い
す
け祐

さ
ん
、
12
月
末
に
長
岡

義よ
し
か
ず和

さ
ん
長
岡
未み

み実
さ
ん
、
そ
し
て
来
年
３
月

鎌
田
寿ひ

さ
しさ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
３
年
の
任
期
を
満
了

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
は
川
西
町
に
定

着
す
る
こ
と
を
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　柚
木
さ
ん
は
茅か

や
ぶ葺

き
職
人
の
道
を
歩
み
だ
し

ま
し
た
。
職
人
さ
ん
が
減
少
す
る
中
、
貴
重
な

担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
岡
さ

ん
た
ち
は
陶
芸
を
ナ
リ
ワ
イ
と
し
て
東
沢
に
居

を
構
え
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
鎌
田
さ
ん
は

農
業
研
修
生
第
一
期
生
と
し
て
、
朴
沢
や
玉
庭

地
区
の
み
な
さ
ん
に
支
援
い
た
だ
き
農
業
と
農

業
機
械
整
備
の
技
術
を
習
得
し
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
隊
員
の
み
な
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
個

性
豊
か
で
、
川
西
町
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
さ
わ
や
か
な
風
を
温
か
く

受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
み
な
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が
定

住
へ
の
本
番
で
す
。
ぜ
ひ
今
後
と
も
皆
様
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
も
町
の

良
さ
、
人
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
次
の
隊
員
の

募
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
彼
ら
を
め
ん

ご
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　　　　

  

　

第
67
回

　３
年
間
の
任
期
を
終
え
て

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.cat.omn.ne.jp

　10
月
31
日
㈫
を
も
っ
て
任
期
が
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
中
は
、
以

前
の
会
社
勤
め
と
は
比
べ
物
に
な
ら

な
い
く
ら
い
出
会
う
人
が
増
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
た
ち
に
も
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
縁
で

活
動
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
、

充
実
し
た
３
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
お
世
話
に
な
っ
た
み
な

さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　今
後
も
、
川
西
町
に
住
み
な
が
ら
、

今
の
活
動
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
、
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
柚
木

　大祐

▲活動内容①　茅葺き、茅刈り

▼活動②　狩猟

▲活動③
　里山資源の活用
　・炭作り
　・自伐型林業家養
　　成講座出席
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収
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年
金
の
日

　11
月
３
日
㈮
㈷
、
町
議
場
で
平
成
29
年

度
町
民
表
彰
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　町
で
は
昭
和
50
年
に
「
川
西
町
表
彰
条

例
」
を
制
定
、
ま
た
昭
和
56
年
か
ら
「
川

西
町
長
堀
堰
農
業
振
興
基
金
条
例
」、
平
成

27
年
か
ら
「
川
西
町
商
工
業
経
営
近
代
化

育
成
基
金
条
例
」
に
基
づ
く
表
彰
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
た
次
の

方
々
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

故
髙
橋
照て
る
お夫

さ
ん
（
玉
庭
）

　

平
成
11
年
、
町
議
会
議

員
初
当
選
以
来
、
平
成
29

地
方
自
治
功
労

川
西
町
表
彰
条
例
表
彰

平
成
２9
年
度

川
西
町
民
表
彰

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

川
西
町
長
堀
堰

　
　
　農業
振
興
基
金
条
例
表
彰

川
西
町
商
工
業
振
興
賞

川
西
町
商
工
業
経
営
近
代
化

　
　
　
　
　育成
基
金
条
例
表
彰

▲お一人お一人に賞状と記念品を手渡ししました
（写真：故髙橋照夫さんの妻正子さん）

年
9
月
ま
で
の
５
期
18
年
5
カ
月
の
間
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
平
成
27
年
5
月
か
ら
平
成
29

年
5
月
ま
で
の
2
年
間
、
副
議
長
と
し
て

持
ち
前
の
手
腕
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
議

会
機
能
高
揚
と
議
会
運
営
の
円
滑
化
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
11
年
、
町
農
業
委
員
会
委

員
初
当
選
か
ら
3
期
9
年
の
間
、
農
用
地

の
適
正
管
理
と
利
用
調
整
、
担
い
手
育
成

と
農
家
所
得
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

登
坂
賢け
ん
じ治

さ
ん
（
上
奥
田
）

　平
成
8
年
、
町
農
業
委

員
会
委
員
に
初
当
選
以
来
、

地
方
自
治
功
労

7
期
21
年
の
間
本
町
農
業
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
23
年
か
ら
2
期

6
年
は
会
長
と
し
て
同
会
の
先
頭
に
た
っ

て
、
担
い
手
へ
の
農
用
地
集
積
促
進
や
農

業
経
営
の
法
人
化
、
新
規
就
農
者
の
育
成

支
援
推
進
な
ど
、
本
町
の
農
業
振
興
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
農
事
組
合
法
人
「
夢
里
」
の
代

表
理
事
や
、
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進

機
構
理
事
長
を
担
い
、
町
の
交
流
人
口
拡

大
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
山
晋し
ん
り
ゅ
う

隆
さ
ん
（
上
小
松
）

　

平
成
4
年
か
ら
8
期
24

年
の
間
、
民
生
委
員
・
児

社
会
福
祉
功
労

童
委
員
と
し
て
地
域
住
民
の
相
談
や
問
題

解
決
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成

25
年
か
ら
3
年
間
、
川
西
町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
会
長
及
び
東
置
賜
郡
民
生

委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し

て
、
協
議
会
活
動
の
円
滑
な
推
進
と
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
社
会
福
祉
法
人

川
西
福
祉
会
に
お
い
て
、
評
議
員
、
入
所

調
整
委
員
、
理
事
を
歴
任
し
、
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
崎
久き
ゅ
う
ぞ
う

藏
さ
ん
（
時
田
）

　

本
町
農
業
の
基
幹
で
あ

る
稲
作
を
中
心
に
、
大
豆

種
子
生
産
や
園
芸
作
物
を
組
み
入
れ
た
複

合
経
営
を
模
範
的
か
つ
積
極
的
に
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
に
は
後
継
者
と

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
、
担
い
手
育
成

と
経
営
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
は
中
郡
西
部
地
区
中
山
間
農
地
管

理
組
合
長
と
し
て
耕
作
放
棄
地
解
消
に
取

り
組
み
、
集
落
営
農
組
織
「
生
産
組
合
え

み
し
」
の
役
員
と
し
て
飼
料
用
米
の
農
作

業
受
託
を
行
う
な
ど
、
地
域
農
業
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

髙
橋
義よ
し
ろ
う郎

さ
ん
（
西
大
塚
）

　

大
正
12
年
創
業
の
老
舗

蔵
元
の
当
主
と
し
て
、
伝

統
に
裏
付
け
ら
れ
た
酒
造
り
に
真
摯
に
取

り
組
み
、
技
術
改
良
、
品
質
の
安
定
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
元
酒
米
づ
く
り
を

通
し
た
農
業
の
振
興
を
図
り
、
酒
ど
こ
ろ

川
西
の
名
声
を
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
川
西
町
商
工
会
の
理
事
や
監
事

と
し
て
商
工
会
会
員
の
連
携
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
川
西
町
観
光
協
会
副
会
長

や
物
産
協
会
会
長
と
し
て
地
域
資
源
の
開

発
や
販
売
等
に
尽
力
す
る
な
ど
、
町
商
工

業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

よ
し
じ
ま
四
季
の
市

　

平
成
17
年
6
月
に
Ｊ
Ａ

女
性
部
吉
島
支
部
の
6
名

を
主
体
に
組
織
化
し
、「
よ
し
じ
ま
朝
市
」

開
催
を
は
じ
め
、
組
織
的
な
活
動
を
行
う

女
性
起
業
者
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
平
成
18

年
11
月
に
加
工
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　地
元
産
米
や
紅
大
豆
を
は
じ
め
と
す
る

特
産
品
を
活
用
し
た
弁
当
を
提
供
し
、
本

町
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
郷
土
の
味
の
伝
承
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
ほ
か
、
高
齢
者
へ

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
と
豊
か
な
食
生
活
の
実
践
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。
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フレンドリー
プラザ

開館時間
12 月から時間が変わ
ります。
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
● 12 月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

● 12 月のおはなし会　
12 月 9 日㈯ 午前 11 時～ 11 時 30 分
クリスマススペシャルおはなし会 & アロマのワーク
ショップ。バザーもあります！

こどもの本

おとなの本
『月たった 2 万円の
　　　　　　ふたりごはん』

奥田けい著　　幻冬舎刊

『だいぶつさまのうんどうかい』
　苅田澄子　文　中川学　絵　　
　アリス館刊　

秋篠宮眞子内親王殿下のご婚約者
小室さんもお求めになったという
節約レシピ本。かわいいイラスト
でわかりやすく調理法が書かれて
います。おいしいごはんと一緒に
幸せな気分も味わえますよ。

今日はほとけ様たちの運動会。大勢の
ほとけ様が雲に乗って集まってきま
した。千手観音様は玉入れで、狛犬は
まんじゅう喰い競争で大活躍。でも初
参加の大仏様は体が大きすぎて活躍
できません。そんな中、最後の競技の
組み体操が始まり…。

●読得ポイントカード今年も始めました。
　10 冊借りると、浴浴センターまどかの入浴料割
り引きや、協賛店の‘たまるんカード’ポイントが
2 倍もらえたりとお得なカード発行中です !!

●今月のおすすめ本コーナー
☆クリスマス！楽しい本がいっぱい☆

東おんなに京おんな
▶日時　11 月２３日㈭㈷
　　　　午後２時開演
▶チケット
・一般 S 席　4,500 円
・一般Ａ席　4,000 円
・会員Ｓ席　4,000 円
・会員Ａ席　3,500 円
・青少年席（25 歳以下）
　　　　　  1,000 円

中島康晴　テノールリサイタル柳家喬太郎　独演会

アンドロイドファンク
川西町フレンドリープラザ
附属演劇学校シニアコース
6 期生公演！
▶日時　11 月２6 日㈰
　　　　午後２時開演
▶チケット
・一般　500 円
・当日　700 円
・高校生以下無料

▶日時　12 月 1 日㈮　　
　　　午後 7 時　　 開演
▶チケット

【前売】
・一　　　般　3,200 円　
・ 会　　　員　3,000 円　
・高校生以下　1,600 円
【当日】
・一　　　般　3,400 円　
・会　　　員　3,200 円　
・高校生以下　1,700 円

▶日時　12 月２日㈯　　
　　　　午後３時開演
▶チケット
・一　　般　2,500 円
・会　　員　2,000 円
・青少年席（25 歳以下）
　　　　　  1,000 円
・高校生以下　無料

　「古
本
市
」
12
月
９
日
㈯
・
10
日
（
日
）
開
館
時
間
帯

　読
み
終
え
た
本
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
欲
し
い
方
に
無
料
で
利
用
し
て
い

た
だ
く
市
で
す
。

集まれ！！かわにし生まれのみそじんたち！
２分の３成人式今年も開催！

　成
人
式
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
仕
事
に

結
婚
、
人
間
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
積
ん
だ
30
歳
の
み
な
さ
ん
。
み
な
さ

ん
の
30
歳
を
祝
う
と
と
も
に
、
同
級
生
た

ち
と
の
再
会
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き「
２
分
の
３
成
人
式
」

を
開
催
し
ま
す
。

　実
行
委
員
の
み
な
さ
ん
が
、
同
級
生
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
楽
し
い
内
容
を

企
画
中
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
、
当
時
を
懐

か
し
み
な
が
ら
再
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年
１
月
６
日
㈯
午
後
３
時
～

川
西
町
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
に
て

午
後
３
時
～
　式
典

○
30
歳
の
主
張

　30
歳
な
ら
で
は
の
主
張
を
、
み
ん
な
の

前
で
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

○
記
念
撮
影

午
後
４
時
～
　懇
親
会

○
恩
師
や
旧
友
と
の
久
々
の
再
会
を
楽
し

み
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

実行委員（旧姓） 出身中学校
奥村　稔彦

川西第一中学校

平間　和也
小関　孝大
河内　照美
大沼　　建

佐藤真奈美（遠藤）
遠藤　　香

川西第二中学校

遠藤　礼基
淀野　拓也

原田　佑美（髙橋）
若林　英祐
中川　未興
中川　秀人

玉庭中学校
小林　恵二（貝沼）

【
お
も
な
内
容
】

【
対
象
者
】

　昭
和
61
年
４
月
２
日
～
昭
和
62
年
４
月

　１
日
生
ま
れ
の
み
な
さ
ん

実
行
委
員
長

若
林

　英
祐
さ
ん

み
ん
な
で

あ
づ
ま
ん
べ
！
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里
山
観
察
と
秋
の
味
覚
を
と
お
し
て
交
流

～
や
ま
が
た
緑
環
境
税
事
業 

き
の
こ
鑑
定
会
・
里
山
観
察
会
を
開
催
～

▲さまざまな種類のきのこの説明を受ける参加者

１０/５
１０/１４

　10
月
５
日
㈭
、
下
小
松
古
墳
群
で
き
の
こ

鑑
定
会
を
開
催
し
、
約
30
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
里
山
を
散
策
し
な
が
ら
採
取
し
て
き
た

25
種
類
の
き
の
こ
を
鑑
定
し
食
用
・
毒
の
見

分
け
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　ま
た
、10
月
14
日
㈯
に
は
「
里
山
観
察
会
」

を
開
催
し
、
約
20
名
の
参
加
者
が
古
墳
群
周

辺
を
散
策
し
、
秋
に
生
息
す
る
生
物
や
植
物

を
見
つ
け
、
共
生
共
存
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
観
察
後
に
は
参

加
者
同
士
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
山
形
県
の

秋
の
風
物
詩
で
あ
る
「
芋
煮
」
を
食
べ
な
が

ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

～
お
誕
生
祝
品
の
贈
呈
～

▲ひとりひとりに手渡しで

１ 0/20

　10
月
20
日
㈮
、
今
年
度
川
西
町
で
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
と
、
お
父
さ

ん・お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
、

山
形
県
の
よ
う
こ
そ
赤
ち
ゃ
ん
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
・
ギ
フ
ト
事
業
を
活
用
し
、
12
組
の
保

護
者
の
方
へ
町
長
か
ら
手
渡
し
で
祝
品
な
ど

を
贈
呈
し
、
お
誕
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　お
祝
品
は
、
川
西
町
産
の
木
材
を
活
用
し

た
積
木
の
お
も
ち
ゃ
と
し
ま
し
た
。
対
象
の

お
子
さ
ん
に
は
今
後
順
次
お
渡
し
し
て
い
く

予
定
で
す
。
お
子
さ
ん
に
は
、
木
の
温
も
り

を
感
じ
な
が
ら
、
元
気
で
心
身
と
も
に
す
こ

や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　11
月
5
日
㈰
、
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

に
て
「
音
楽
と
絵
と
言
葉
と
で
感
じ
よ
う
　

住
み
よ
い
未
来
の
た
め
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
　Ｃ
Ｈ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
も
の

で
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
交
流
館
の
壁

画
を
描
い
た
出
射
茂
さ
ん
に
加
え
、
木
嶋
雅

一
博
士
（
農
学
博
士
）、
堤
江
実
さ
ん
（
元

文
化
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、
小
久
保
隆
さ

ん
（
環
境
音
楽
家
）
た
ち
が
行
う
絵
本
の
朗

読
や
音
楽
、
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
と

お
し
て
地
球
の
環
境
を
学
び
ま
し
た
。

▲音楽に合わせた出射先生のアートパフォーマンス

1１/５

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
、
地
球
環
境
を
考
え
る

～
住
み
よ
い
未
来
の
た
め
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
～

思
い
思
い
の
仮
装
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
む

～
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら
「
み
ん
な
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
～

▲可愛い衣装を身にまとい、記念撮影

１ 0/31

　10
月
31
日
㈫
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ

あ
ら
に
て
「
み
ん
な
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
を
行

い
、
約
20
組
の
親
子
連
れ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

仮
装
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
お
面
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い
う
こ
と
で
、

ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
お
姫
様
の
格
好

を
し
て
集
ま
り
ま
し
た
。
歌
を
歌
っ
た
後
、

テ
ー
ブ
ル
を
み
ん
な
で
囲
み
か
ぼ
ち
ゃ
の
お

面
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
作
っ
た
お

面
を
か
ぶ
っ
た
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
た
ち
で

そ
れ
ぞ
れ
が
記
念
撮
影
を
し
、
会
場
は
温
か

い
笑
顔
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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Ｑ
11
　現
庁
舎
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　（自
由
記
入
）

　公
民
館
や
交
流
施
設
に
関
す
る
ご
意
見
が
最
も
多
く
、
次
い
で
公
園
や

広
場
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
関
す
る
ご
意
見
が
多
い
状
況
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
施
設
、
子
育
て
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

0

50

100

150

200

250

220

77 84

15 28 18 6
33

4

67

154

8
28

159

67

公
民
館
・
交
流
施
設

商
業
施
設

子
育
て
施
設

医
療
・
介
護
・
福
祉
施
設

歴
史
・
文
化
施
設

防
災
施
設
・
避
難
所

運
動
施
設

役
場
出
張
所

宅
地
・
集
合
住
宅

宿
泊
施
設

駐
車
場

公
園
・
広
場
・
イ
ベ
ン
ト
会
場

更
地

土
地
を
売
却

そ
の
他

跡
地
利
用
に
対
す
る

　
　
　意
見
・
要
望
（
抜
粋
）

○
町
民
が
集
ま
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

　テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
も

　の
が
欲
し
い
。

○
町
が
活
性
化
す
る
よ
う
な
大
規

　模
商
業
施
設
が
あ
る
と
よ
い
。

○
産
直
市
な
ど
食
品
を
買
え
る
場

　所
が
欲
し
い
。

○
子
ど
も
た
ち
が
屋
内
で
遊
べ
る

　ス
ペ
ー
ス
を
作
る
と
よ
い
。

○
充
実
し
た
子
育
て
支
援
セ
ン

　

　タ
ー
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

○
町
民
が
集
え
る
場
所
、
１
人
暮

　ら
し
の
方
が
安
く
入
れ
る
老
人

　ホ
ー
ム
が
あ
る
と
よ
い
。

○
老
朽
化
し
た
川
西
診
療
所
を
移

　転
し
て
ほ
し
い
。

○
災
害
防
災
の
時
の
避
難
場
所
に

　し
て
ほ
し
い
。

○
美
女
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
よ
う

　な
宅
地
造
成
を
行
い
、
分
譲
売

　買
で
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

○
駐
車
場
に
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
等

　に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

　ほ
し
い
。

○
お
祭
り
広
場
な
ど
と
し
て
跡
地

　を
利
用
し
た
ら
い
い
と
思
う
。

○
売
却
し
多
少
な
り
と
も
財
源
に

　充
て
て
ほ
し
い
。

日　時 会　場 参加者
　9月２８日㈭ 吉島地区交流センター 　 ２ ０ 人
１０月　２日㈪ 犬川地区交流センター 　 １ ３ 人
１０月　３日㈫ 玉庭地区交流センター 　 ２ １ 人
１０月　５日㈭ 大塚地区交流センター 　　 ６ 人
１０月　６日㈮ 中郡地区交流センター 　 １ ２ 人
１０月　９日㈪㈷ 町中央公民館 　 ４ ４ 人
１０月１０日㈫ 東沢活性化センター 　 １ ０ 人
合計 １ ２ ６ 人
▲各地区説明会の開催状況（全日午後７時～）

地
区
説
明
会
で
意
見
交
換
　

　９
月
28
日
㈭
～
10
月
10
日
㈫
の

期
間
、町
内
７
地
区
で
計
画
（
案
）

に
係
る
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
日
の
夜
間
中
心
の
開
催
に
も
関

わ
ら
ず
、
７
地
区
合
計
で
１
２
６

名
の
み
な
さ
ん
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　各
地
区
説
明
会
で
の
主
な
ご
意

見
を
一
部
、
下
記
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
多
く
の
方
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

Ｑ
　非
常
時
の
電
源
の
確
保
や
雪

に
負
け
な
い
庁
舎
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　電
源
確
保
や
雪
対
策
は
必
ず

必
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　食
堂
の
設
置
な
ど
、
役
場
に

行
く
楽
し
み
が
で
き
る
よ
う
な
庁

舎
に
な
る
と
よ
い
。	

Ａ
　今
後
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
　小
松
地
区
内
に
整
備
す
る
前

提
の
も
と
検
討
し
て
き
た
の
か
。	

Ａ
　小
松
地
区
に
限
ら
ず
検
討
を

行
っ
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
地

方
自
治
法
を
根
拠
に
、
小
松
地
区

内
に
絞
っ
た
。

Ｑ
　小
松
地
区
の
商
工
業
の
た
め

に
も
、
３
階
建
を
４
階
建
に
す
る

な
ど
し
て
現
在
地
に
整
備
し
て
ほ

し
い
。	

Ａ
　現
庁
舎
地
で
の
整
備
も
検
討

し
て
き
た
が
、
金
額
面
の
他
、
家

屋
の
移
転
等
に
時
間
を
必
要
と
す

る
こ
と
や
、
中
央
公
民
館
の
解
体
、

電
源
装
置
の
移
設
、
会
議
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
等
の
課
題
が
あ
り
、
役

場
業
務
を
継
続
し
て
建
設
す
る
に

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
て
い

地
区
説
明
会
で
の
主
な

　意
見
・
質
問
と
回
答
内
容

①置賜農業高校演劇部　②幼稚園から中学生までの絵画展
③劇団菜の花座のコント　④コスモス会のコーラスで開幕

　11
月
3
日
㈮
㈷
、
今
年
度
の
川
西
ダ
リ
ヤ

園
入
園
者
数
が
6
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

6
万
人
を
突
破
し
た
の
は
平
成
27
年
の
6
万

２
５
９
１
人
以
来
2
度
目
。
今
年
度
は
６
万

２
９
１
５
人
と
、
過
去
最
高
の
入
園
者
数
と

な
り
ま
し
た
。

　記
念
す
べ
き
6
万
人
目
の
お
客
様
と
な
っ

た
の
は
、
と
も
に
初
め
て
の
来
園
と
な
る
佐

藤
光
司
さ
ん
・
和
子
さ
ん
夫
婦
（
宮
城
県
仙

台
市
）
と
、
青
木
淑
恵
さ
ん
・
翔
く
ん
親
子

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）。
2
組
に
は
、
ダ
リ
ア

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の
入

園
券
、
ダ
リ
ア
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
浴
浴
セ

ン
タ
ー
ま
ど
か
の
食
事
券
と
入
浴
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

来
園
者
６
万
人
突
破
！

多
く
の
ご
来
園
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1１/３
・５

▲「チアダンス」の命名者が仙台市から来園！

町
の
芸
術
文
化
の
祭
典
盛
大
に
開
催

～
平
成
29
年
度
川
西
町
芸
術
文
化
祭
～

1１/２
～３

▲2組に記念品をお渡ししました

①

②

③

④

　今
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
幕
に
合
わ
せ

て
入
園
期
間
が
例
年
以
上
に
長
か
っ
た
こ
と

や
、
ダ
リ
ア
の
認
知
度
が
広
ま
っ
て
き
た
こ

も
あ
り
、
平
日
に
も
多
く
の
お
客
様
に
ご
来

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　5
日
㈰
に
は
、
今
年
の
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の

最
終
日
と
な
る「
ダ
リ
ア
切
り
花
感
謝
デ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
雨
が
降
っ
た
り
や
ん

だ
り
と
、
な
か
な
か
落
ち
つ
か
な
い
天
候
で

し
た
が
、
多
く
の
お
客
様
が
、
自
分
の
気
に

入
っ
た
花
を
持
ち
帰
ろ
う
と
、
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
ま
し
た
。

　今
年
1
年
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
さ

ま
に
ご
来
園
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Ｑ
12
　そ
の
他
、
川
西
町
新
庁
舎
整
備
計
画
（
案
）
全
体
に
つ
い
て
ご
意

　
　
　見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　（自
由
記
入
）

　庁
舎
建
設
や
建
設
地
に
係
る
ご
意
見
が
特
に
多
い
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

事
業
費
や
財
政
負
担
、
道
路
・
交
通
ア
ク
セ
ス
、
利
便
性
、
計
画
策
定
に

係
る
進
め
方
と
続
き
、
町
政
全
般
へ
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

0

50

100

150

200

159

47 51 38 31

77

8 5
21
41
23

87

149

112

9

58 66

30 32

庁
舎
建
設
に
つ
い
て

規
模
に
つ
い
て

駐
車
場
に
つ
い
て

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

防
災
機
能
に
つ
い
て

利
便
性
に
つ
い
て

執
務
環
境
に
つ
い
て

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

役
場
集
約
化
に
つ
い
て

機
能
性
・
デ
ザ
イ
ン
性
に
つ
い
て

複
合
化
に
つ
い
て

道
路
・
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

建
設
地
に
つ
い
て

事
業
費
、
財
政
負
担
に
つ
い
て

跡
地
利
用
に
つ
い
て

計
画
策
定
に
係
る
進
め
方
に
つ
い
て

そ
の
他
（
町
政
全
般
等
）

計
画
（
案
）
全
体
に
対
す
る

　
　
　意
見
、
要
望
（
抜
粋
）

○
建
て
替
え
る
の
に
は
良
い
機
会

　だ
と
思
う
。
利
用
し
や
す
い
役

　場
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

　待
す
る
。

○
住
民
減
少
の
折
、
莫
大
な
借
金

　を
後
世
に
残
す
こ
と
は
反
対
で

　あ
る
。

○
新
庁
舎
の
候
補
地
は
、
将
来
性

　の
あ
る
場
所
と
思
う
。

○
駅
西
側
に
人
口
が
多
い
か
ら
、

　な
る
べ
く
今
と
同
じ
位
置
に
建

　設
し
て
ほ
し
い
。

○
人
口
が
少
な
い
町
な
の
で
必
要

　最
小
限
の
規
模
で
の
建
設
を
お

　願
い
し
た
い
。

○
充
分
な
防
災
機
能
を
持
っ
た
庁

　舎
と
な
る
よ
う
推
進
し
て
ほ
し

　い
。

○
雪
が
降
っ
て
も
安
心
し
て
駐
車

　で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

○
健
常
者
も
障
が
い
者
も
利
用
し

　や
す
い
新
庁
舎
を
望
む
。

○
駅
西
側
と
東
側
が
行
き
来
し
や

　す
い
環
境
の
整
備
が
必
要
だ
と

　思
う
。

○
と
に
か
く
町
民
に
負
担
の
か
か

　ら
な
い
方
法
で
進
め
て
ほ
し
い
。

○
案
は
す
ば
ら
し
い
が
、
も
っ
と

　早
く
情
報
を
開
示
す
べ
き
と
思

　う
。

る
。
商
工
業
の
発
展
は
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
跡
地
利
用
の
中
で
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
　新
庁
舎
の
規
模
は
、
大
き
さ

と
し
て
十
分
な
の
か
。	

Ａ
　現
庁
舎
が
約
４
０
６
０
㎡
あ

り
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
の
機
能
を
加
え
る
こ
と
を

想
定
し
、
目
安
と
し
て
４
５
０
０

㎡
と
設
定
し
た
。

Ｑ
　玉
庭
か
ら
候
補
地
に
行
く
際

の
交
通
ア
ク
セ
ス
を
改
善
し
て
ほ

し
い
。

Ａ
　課
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

Ｑ
　国
か
ら
の
支
援
は
、
ど
の
経

費
に
対
す
る
も
の
か
。

Ａ
　庁
舎
本
体
の
他
、
外
構
の
一

部
が
該
当
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　新
庁
舎
整
備
に
係
る
借
金
の

返
済
は
、
い
つ
終
わ
る
の
か
。	

Ａ
　30
年
間
で
の
償
還
を
予
定
し

て
い
る
。

Ｑ
　中
央
公
民
館
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。	

Ａ
　小
松
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
や
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
の
観
点
と
併
せ
て
検

討
し
て
い
く
。

職
員
の
対
応
に
つ
い
て

庁
舎
以
外
の
施
設
に
つ
い
て

　短
い
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア

ン
ケ
ー
ト
及
び
各
地
区
説
明
会
に

お
い
て
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
回

答
や
出
席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重

な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

た
こ
と
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
地
区
説
明
会

の
結
果
か
ら
、
町
の
考
え
方
に
ご

賛
同
い
た
だ
け
る
ご
意
見
を
数
多

く
い
た
だ
い
た
一
方
で
、
不
安
や

心
配
の
声
も
少
な
か
ら
ず
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ご
意

見
も
し
っ
か
り
受
け
止
め
な
が
ら
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守

る
新
庁
舎
の
整
備
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　今
後
は
、
基
本
計
画
を
策
定
し

た
後
に
建
物
の
設
計
段
階
に
進
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
段

階
で
も
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
町
で

共
に
創
り
上
げ
る
新
庁
舎
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
町
未
来
創
造
室
　

☎
42
ー
６
６
０
４

共
に
創
り
上
げ
る
新
庁
舎
に
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１１月の町税等
川西町の人口

15,566 人　（－ 39）
男　　　7,627 人（－ 13）
女　　　7,939 人（－ 26）
世帯数　5,108 世帯 ( － 12)

※10月末日現在の住民基本台帳人口

●町・県民税（４期）
●国民健康保険税（５期）
●介護保険税（５期）
●後期高齢者医療保険税（５期）
●水道・下水道料金（10 月使用分）
口座振替日　１１月２８日㊋
納付期限　　１１月３０日㊍

わ
が
家
の
お
ぼ
ご

◆町公式フェイスブック◆
町の出来事など、新鮮な情報をあなたのお手元に。
まずは「いいね」を！

【お詫びと訂正】
町報かわにし１０月号の「よう
こそ赤ちゃん」の保護者の氏名
を誤って掲載していました。お
詫びして訂正します。

誤）小形和美さん
正）小形知美さん

…１０月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

佐藤　正晃 ８０ 大　塚
森　きよ子 ８０ 上小松
安部　公世 ８８ 西大塚
若林　トキヱ ８９ 吉　田
佐藤　幸子 ９１ 中小松
山口タケヨ ９２ 上小松
髙橋　勇一 ７０ 上小松
竹田　庄二 ８９ 上小松

寒河江けい子 ８７ 堀　金
加藤　かう ９５ 上小松
鈴木とよ子 ８８ 時　田
遠藤　貞子 ８６ 時　田
鈴木　ヒテ ９１ 黒　川
市川　　亮 ７８ 洲　島
伊藤　則雄 ７３ 莅

新郎　　　　　　　新婦 大字

渡邉　武史 ♥ 木村　　彩 下小松

氏名 性別 保護者 大字

横山実
み お り

生莉 女 喜史 ・ 千洋 上小松

那須　尊
とうせい

清 男 俊信 ・ 美香 西大塚

佐竹　愛
あ い ら

羅 女 伸和 ・久美子上小松

松岡　泰
ひろたか

陽 男 健 ・希衣子西大塚

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ４名

ご結婚おめでとう　１組

ご冥福を祈ります
毎
月
掲
載
募
集
中
！

「わが家のおぼご」小学校入学前のお子さん大募集（毎月先着 3組まで）
　ご希望される方は、「保護者氏名」「連絡先」「お子さんの名前（ふり
仮名付）・年齢」「メッセージ（２0 字前後）」を記入し、写真をメール
で送付ください。▶１２月号募集期間：11 月 15 日㈬～ 30 日㈭
▶ 応募先：町まちづくり課　情報統計グループ　☎４２－６６６８
　 メール koho@town.kawanishi.yamagata.jp

小
林
　朔さ

く
く
ん
（
４
歳
：
右
）

大
根
の
種
ま
き
！
早
く
お
っ
き
く
な
あ
れ

　
　
　
　
　
　（小
林
一
城
：
上
小
松
）

○町内在住で小学校入学前のお子さんに拡大！
○小学校入学前の子のお兄ちゃん、お姉ちゃんも
一緒に掲載できます！

平
間
　光あ

か
り莉
ち
ゃ
ん
（
５
か
月
）

平
間
家
の
ア
イ
ド
ル
光
莉
で
す

　
　
　
　
　（平
間
和
也
　唯
：
上
小
松
）

○町内在住で小学校入学前のお子さんに拡大！

【
お
め
で
と
う 

そ
し
て 

あ
り
が
と
う
】
は
、
10
月
に
掲
載
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　氏名
は
、
申
込
書
の
と
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
戸
籍
や
住
民
基
本
台
帳
の
表
記
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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役場新庁舎の建設に向けて
～多数のご意見ありがとうございます～

　町
で
は
こ
の
た
び
、
役
場
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
町
民
の
み
な
さ
ん

に
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
地
区
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
そ
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
短
い
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
協
力
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
現
在
策

定
中
の
「
川
西
町
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　９
月
22
日
㈮
～
10
月
13
日
㈮
の

間
、
自
治
会
長
の
み
な
さ
ん
に
配

布
を
ご
協
力
い
た
だ
き
、
川
西

町
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
（
案
）

に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

１
８
７
０
件
の
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
役
場
の

建
て
替
え
に
対
し
て
は
83
・
７
％

の
人
が
「
必
要
」、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
必
要
」
の
回
答
で
し
た
。

一
方
で
「
不
要
」、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
要
」は
７・６
％
で
し
た
。

　ま
た
、
建
設
地
に
対
し
て
は
、

70
・
４
％
の
人
が
「
適
当
」、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
適
当
」
と
の
回

答
で
し
た
。
一
方「
不
適
当
」、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
不
適
当
」
は
、

13
・
９
％
で
し
た
。

　新
庁
舎
に
必
要
な
機
能
は
「
災

害
対
応
・
防
災
機
器
」
や
「
十
分

な
駐
車
場
」、「
手
続
き
の
短
縮
化
」

目　　的 新庁舎整備への町民の意向やニーズ等を把握し、基本
計画に反映するため

回答方法 基本計画（案）の概要をご覧いただき、アンケート用
紙に回答

配布・回収
方法

自治会長の協力を得て、各世帯に配布。郵送または持
参により回収

配布数等 配布数：４，６４４部
回答数：１，８７０部（回答率：４０．３％）

▲新庁舎整備基本計画（案）に係るアンケートの概要

60 歳代
36.8％

無回答
0.5％

29歳以下
1.6％ 30歳代

4.5％
40歳代
7.1％

50歳代
19.6％

70歳以上
29.9％

Ｑ
１
　あ
な
た
の
お
住
ま
い
は

Ｑ
２

　あ
な
た
の
性
別
は

Ｑ
３

　あ
な
た
の
年
齢
は

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

男性
65.9％

女性
33.2％

無回答
0.9％

小松
34.8％

大塚
13.7％犬川

9.8％

中郡
16.7%

玉庭
6.7％

東沢
3.5％ 吉島

14.1%

無回答
0.7%

な
ど
の
ご
意
見
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ほぼ毎日

週に１回程度

月に１回程度

年に 1回程度

行ったことがない

その他

無回答

3.7％

31.4％1.6％

42.4％

18.6％

1.7％0.6％
Ｑ
４
　あ
な
た
の
職
業
は

Ｑ
５

　来
庁
の
頻
度
は

学生
0.1％

農林業
16.6％

自営業
8.9％

公務員・団体職員
6.0%

会社員
23.0％

無職
29.4％

パート・アルバイト
7.8％

専業主婦・主夫
4.6％

その他
2.4％

無回答
1.2％
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✿ 材料＜４人分＞
○パンダ豆（水煮）　　　　
○かぼちゃ　　　　　　　　　○プレーンヨーグルト
○にんじん　　　　　　　　
○プロセスチーズ　　　　　　○こしょう
○マヨネーズ

パンダ豆と
　かぼちゃのサラダ

みんなで
食 育

　　４０ｇ
　１／４個
　　４０ｇ
　　３０ｇ
大さじ1と1/2

場の野菜の少ない季節には大切な栄養源です。
いろんな料理に摂り入れてみましょう。

○
11
月
の
定
休
日
：
11
月
22
日
㈬

○
12
月
か
ら
営
業
時
間
が
「
午
前
10
時
～

　午
後
6
時
」
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

※
レ
ス
ト
ラ
ン
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　午
後
５
時

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

川西のおいしい「豆」

たくさん実りました

手
作
業
で
栽
培
。
煮
豆
が
一
番

　自
家
用
で
栽
培
し
て
い
た
豆
を
、
縁
が

あ
っ
て
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
、特
に「
お

か
め
さ
さ
ぎ
」
が
人
気
が
あ
り
ま
す
。
植

え
る
前
の
準
備
か
ら
、
収
穫
、
選
別
、
袋

詰
め
を
手
作
業
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　お
好
み
の
味
付
け
で
、
煮
て
食
べ
て
も

ら
う
の
が
一
番
の
オ
ス
ス
メ
で
す
ね
。 島貫　武

たけし
志さん

（時　田）

　今
月
の
旬
の
食
材
は
「
お
か
め
さ
さ
ぎ

（
白
）」「
パ
ン
ダ
豆（
白
黒
）」「
と
ら
豆（
ま

だ
ら
模
様
）」
で
す
。

　川
西
町
と
い
え
ば
「
豆
」
の
町
。
ゆ
う

に
30
を
超
え
る
豆
の
種
類
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
「
パ
ン
ダ
豆
」

は
そ
の
名
の
通
り
、
パ
ン
ダ
の
様
な
白
と

黒
の
柄
が
特
徴
の
豆
で
す
。

　ま
た
、「
と
ら
豆
」
は
大
粒
で
食
べ
ご

た
え
が
あ
り
、
甘
煮
に
最
適
な
豆
で
す
。

ど
ち
ら
も
イ
ン
ゲ
ン
豆
の
仲
間
で
、
お
い

し
い
だ
け
で
な
く
、
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ

ン
B
２
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
お
り
、
栄

養
も
抜
群
で
す
。「
お
か
め
さ
さ
ぎ
」
は

白
く
て
平
た
い
形
で
す
。
郷
土
料
理
で
あ

る
「
つ
ぶ
つ
ぶ
煮
」
に
欠
か
せ
な
い
食
材

な
の
で
親
し
み
が
あ
る
も
の
の
、
日
本
で

は
生
産
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
た
と
て
も
珍
し
い
豆
で
す
。
最
近
、

よ
う
や
く
地
域
独
自
の
食
材
と
し
て
見
直

さ
れ
、
山
形
お
き
た
ま
伝
統
野
菜
19
品
目

の
中
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
豆
の
あ
る
ま
ち
」
の
豆
！

見
て
楽
し
い
、
食
べ
て
お
い
し
い

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０

小さじ２
少々

豆は、たんぱく質や食物繊
維・カリウムが豊富で、冬

☆水煮豆の作り方　　
小分けにして冷凍保存すれば、いろんな料理に
使いやすい！
✿ 材料〈出来上がり約２００ｇ〉
　水：適量　　乾燥豆：８０ｇ
✿ 作り方　　　　
①厚手の鍋に、さっと水洗いした豆を入れ、豆
　が十分にかくれるくらいの水を入れる。６時
　間～ひと晩つけて豆をもどす。
②鍋を強火にかける。煮立ったら弱火にし、鍋
　のフタを少しずらして、やわらかくなるまで
　煮る。途中、アクが出たら取り、適宜さし水
　を加える。
☆もどすところから煮えるまで、豆が水面から
　でないように水を調整するのがポイント

✿ 作り方
①　かぼちゃは皮を取り、２ｃｍ程度の角切りにする。
　にんじんは１ｃｍ程度の角切りにする。
②　チーズは５ｍｍ程度の角切りにする。
③　かぼちゃとにんじんはそれぞれやわらかくなるまで
　茹でる。
④　マヨネーズとヨーグルトを合わせておく。
⑤　粗熱を取った③にパンダ豆とチーズを混ぜ、④で和
　える。お好みでこしょうをふる。
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適当
47.5％

どちらかといえば
適当
22.9%

どちらともいえない
13.2%

どちらかといえば
不適当
5.2%

不適当
8.7%

無回答
2.5%

必要
61.4％

どちらかといえば
必要
22.3%

どちらともいえない
7.3%

どちらかといえば
不要
3.2%

不要
4.4%

無回答
1.4%

Ｑ８　平成 32年度までの役場庁舎建て替えを
　　　　　　　　　　　　　どう思いますか？

Ｑ９　新庁舎の建設地をどう思いますか？

Ｑ
10
　新
庁
舎
の
具
体
的
な
機
能
や
設
備
に
つ
い
て
何
が
必
要
だ
と
思
わ

　
　
　れ
ま
す
か
？

　（３
つ
回
答
）

デマンドタクシー 1.1％

無回答 1.3％

徒歩
3.3％

自家用車
87.0％

自転車 4.8％
鉄道 0.1％

その他 0.7％バス0.1％
バイク0.5％

タクシー 1.1％ Ｑ
６

　役
場
へ
の
交
通
手
段
は

項　目 件数（件）
戸籍・住民 １２５９
健康・医療 ５４８
介護・福祉 ４５３
税 ４２３
農林業 ２７４
年金 １７５
地域活動 １５７
その他（会議・仕事など） ５５２

Ｑ
７
　役
場
に
来
る
理
由
は

　（複
数
回
答
）

　87
％
の
人
が
「
自
家
用
車
」
で

来
庁
し
て
い
ま
す
。

　一
番
が
「
災
害
対
応
・
防
災
機
器
」
で
そ
の
後
に
「
十
分
な
駐
車
場
」

が
続
い
て
い
ま
す
。「
手
続
き
の
短
縮
化
」
も
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　「戸
籍・住
民
」や「
健
康・医
療
」

「
介
護
・
福
祉
」
な
ど
が
多
い
状

況
で
す
。

0

100

200

300

400

500

600

700

800

32

269
345

151
66

724

54
101

272
231

99 80

726

600
643

259
192

411
416

41 24

149
74
138

そ
の
他

喫
煙
者
へ
の
対
応

Ａ
Ｔ
Ｍ

雪
対
策

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

十
分
な
駐
車
場

視
覚
障
が
い
者
用
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

多
機
能
ト
イ
レ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

段
差
の
解
消

授
乳
室
・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

個
別
の
相
談
ス
ペ
ー
ス

子
ど
も
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス

待
合
ス
ペ
ー
ス

展
示
ス
ペ
ー
ス

交
流
ス
ペ
ー
ス

案
内
表
示

総
合
案
内
窓
口

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

情
報
発
信
の
充
実

手
続
き
の
短
縮
化

事
務
所
分
散
の
解
消

災
害
対
応
・
防
災
機
器

　８３．７％の人が「必要」、「どちらかといえば必要」
の回答でした。
　一方で「不要」、「どちらかといえば不要」は７．６％
でした。

　７０．４％の人が「適当」、「どちらかといえば適当」
の回答でした。
　一方で「不適当」、「どちらかといえば不適当」は
１３．９％でした。
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　今
年
は
例
年
よ
り
早
く
開
園
し
た
川
西
ダ
リ
ヤ

園
も
、
過
去
最
高
の
入
園
者
数
を
記
録
し
て
無
事

に
閉
園
し
ま
し
た
。
ご
来
園
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、
そ
し
て
、
お
客
さ
ん
に
素
敵
な
ダ
リ
ア
を
見

て
も
ら
う
た
め
に
日
々
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

い
た
従
業
員
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
季
節
は
冬
に
な
り
、
間
も
な
く
雪
が

降
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
困
ら
な
い
よ
う
に
、
冬

の
備
え
に
な
れ
ば
と
、
今
月
号
で
冬
の
備
え
に
関

す
る
情
報
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　大

　
　編

　後
　集

　記　秋といえば紅葉。今年は例年に比べて秋晴れの日
が少なかったように感じますが、秋の川西町には
シャッターチャンスがごろごろ。素敵な紅葉の写真
が撮れました。

　私たち吉島小学校児童会は、今年「笑顔いっぱいの学校」になるように、あいさつ運動をしています。また、
昨年度から、学校の中だけでなく地域の方とも一緒に、あいさつや温かい言葉を交わす運動もしています。それ
が「キラリかけ愛運動」です。
　私たちの吉島地区は、朝、見守り隊のみなさんが交差点に立ってくださったり、一緒に並んで学校まで送って
くださったりしています。私たちが毎日「おはようございます」とあいさつをすると、みなさんも「おはよう」
と返してくださいます。すると、「今日もがんばろう」というさわやかな気持ちになれます。
　私たちのあいさつが、笑顔いっぱいの学校をつくるだけでなく、笑顔いっぱいの吉島地区につながっていった
らうれしいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６年　鈴木　結空さん）

吉島小学校　児童会運営委員
左から　遠藤京

きょう
くん　　安達理

よしと
人くん　　鈴木結

ゆ あ
空さん　　矢野碧

あおと
音くん　　須藤芽

め い
生さん　　梅津崚

りょうま
守くん

　　　　髙橋希
き ら
楽さん　　市川紗

さ え
江さん

未来に向かって　～第２０回～
「キラリかけ愛運動」で笑顔いっぱいの吉島地区に！

平成29年

11
vol 1162

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

四季の移ろい。深まる紅葉


